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本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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ミッシング・セイント［前編］







　夏の木こ漏もれ陽びが地面をまだらに染そめていた。


　緑が多いおかげで多少は涼すずしいが、それでも山道を登のぼり続けていると、マントの下で弱じやく冷れい気きの呪じゆ文もんをかけていてさえ、汗あせがにじんでくる。


「今思ったんだけど」


　前をゆく女魔ま道どう士し──ティファールさんの背せ中なかに向かってあたしは声をかける。


「浮遊レビテーシヨンとかの術じゆつを使って、空から行く、ってのが楽なよーな気がするんだけど」


「いいアイデアだと思いますけど」


　肩かた越ごしにふり向いて、彼女はさわやかな笑え顔がおを向ける。


　整ととのった顔立ちにさらさらの長い黒くろ髪かみ。濃こい紫むらさきの称号の服デイグリー・ローブがよく似に合あっている。


　魔道士協会の副ふく評ひよう議ぎ長ちようという肩書きからすると、たぶん二十代の半なかばは過すぎているのだろうが、二十歳と言われても信じるだろう。


「もう着きますよ」


　そのことばに偽いつわりはなく──


　木々がとぎれ、視し界かいがひろがる。


　その先には、作さ業ぎよう服ふくに身を包つつんだ何人もの男女がうろついていた。少し離はなれた木々の奥おくには、大きなテントもいくつか見える。


　だが。


「……遺い跡せきってのは？」


「あそこですよ」


　彼女が指した指の先には、半ば緑に埋うもれつつ、小さなガケがぽっかりと口を開いていた。


　あたしたちのことに気づいたのか、作業服の人たちはこちらを向いて──


「おお」


　中の一人が歩み来る。


　顔の右半分を覆おおった鉄てつ仮か面めんに木漏れ陽を照てり返し、両手……のかわりにソデから伸のびたヤットコのような金きん属ぞく腕わんをかちゃかちゃいわせつつ。


「そっちが調ちよう査さの人ギチ？　吾わが輩はいはここの発はつ掘くつ主しゆ任にんのマイケルというギチ～」


　その瞬しゆん間かん。


「犯はん人にんはおまえだぁぁぁぁぁぁっ！」


　あたしは男を指さして、力いっぱい絶ぜつ叫きようしていた。
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　遺跡発掘調査が何者かに妨ぼう害がいされている。その犯人をつき止めてほしい。


　それが、とある町の魔道士協会に顔を出したあたしに、ティファールさんが依い頼らいしてきた内容だった。


　遺跡。それは多くのものをもたらしてくれる。おたからだったり、あるいは埋もれてしまった技ぎ術じゆつや知ち識しきだったり。


　とはいえ、安全で楽に調査ができる遺跡などというのはほとんどない。


　闇やみの獣けものと呼ばれる害がい獣じゆうたちの巣すになっていたり、無む数すうの罠わながしかけられていたり。


　そんな中で一番めんどうなのが、土に埋まった遺跡、という奴やつである。


　──というと、中には小首をかしげる人もいるかもしれない。


　魔道士ならトンネル掘ほりの呪文くらいは使えるはず。それを使えば、遺跡を埋めた土ど砂しやなんぞ、一発でとりのぞけるはずだ、と。


　たしかにそれは可か能のうである。


　簡かん単たんな呪文を唱となえ、大ベ地フのイ精モ霊スに干かん渉しようするだけで土砂は一いつ掃そうされ、そこにぽっかりと穴あながあく。


　もちろん、遺跡の石いし壁かべにも。


　木の壁とかなら大だい丈じよう夫ぶだが、石の壁だとまわりの土砂と同様に、大ベ地フのイ精モ霊スの干渉を受けてしまうのだ。


　術でえぐったそこに、もし何かの重じゆう要ようなメッセージでも刻きざまれていようものなら、とーぜんいろいろ台だい無なしである。


　そういう事こ態とを防ぐためには、結けつ局きよくのところ、じみちに作業してゆくしかないのだ。


　補ほ助じよとして、おおざっぱな穴掘りに石人形ゴーレムを使うことくらいはあるのだが、まあせいぜいがその程てい度ど。


　で、ここの魔道士協会も、そんな発掘作業を進めているのだが──


　それが何者かによって妨害されている、というのである。


　最初、土砂崩くずれが起きた時には、誰だれもが単なる事じ故こだと思った。


　しかし、いろんなトラブルが二度三度と続くうち、それらを事故のひとことで片かたづけることはできなくなった。


　偶ぐう然ぜんが重なっただけだとか、何かのたたりだという者もいたらしいが、そうでないなら、誰かがわざとやっている、としか考えられない。


「けど評議長！　もし本当にこれが誰かの妨害なら、犯人はわたしたちで探し出すべきじゃあありませんか！」


　妨害者を見つけだすために雇やとった──あたしを皆みなにそう紹しよう介かいしたティファールさんに、とーぜんのことながら発掘スタッフは抗こう議ぎの声を上げた。


　スタッフは総そう勢ぜい十四、五人といったところか。作業服を着ているが、全員が魔道士か魔道士見習いということだった。


　女性スタッフの抗議に続き、別の男性が、


「それに、事故が重なっただけだとか、祟たたりだという可か能のう性せいもまだ消えたわけではありません！


　なのに外部から調ちよう査さ員いんを招まねくなど、我われ々われの名めい誉よを損そこなうものです！」


　──たたり──迷めい信しんくさく聞こえるが、魔道士がこのことばを使う時には、それは不ふ確かく定ていな残ざん留りゆう思し念ねんなどによる精ア神ス世ト界ラ面ル的な干渉を意味する、立りつ派ぱな学問用よう語ごである。


　しかしティファールさんは全く動じず、かるくぱんぱんと手を叩たたき、


「ぐちはそこまでです。


　調査員を現げん場ばに入れることには、みなさんも同意していたはずですよ？」


「……うちの魔道士協会から選ばれると思ってましたからね……」


　と、別の一人が漏もらすのに、ティファールさんはうなずいて、


「私も最初はそう考えていました。


　けど、そんなところに、このリナさんがやって来たんですよ！


　竜りゆう殺ごろしの呪文を操あやつり数多あまたの盗とう賊ぞくを嬲なぶり殺しにして来た暗黒の魔道士！　魂たましいまでをも闇に売り渡したそんな個性的なひとが一体どんな推すい理りをひけらかしてくれるのか、みんなだって見たいはずよっ！」


「いやあの。」


　思わずあたしは力りき説せつする彼女の背中につぶやくが、聞こえていないのか無む視ししているのか、彼女はこちらを向こうともしない。


　対する発掘スタッフの魔道士たち──その顔に浮うかんだ表情の意味をあたしは知っていた。


　入り交じる絶ぜつ望ぼうと諦てい念ねん。それはまごうことなく、変なシュミの人を前にした時、万ばん人にんが浮かべる表情だった。


　そんな皆みな様さまに向かい、彼女は嬉き々きとして宣せん言げんする。


「つまり！　これは単なる調査ではなく、リナさん見物ウオツチングでもあるわけですよっ！」


「見物ウオツチング言うなぁぁぁっ！」


　さすがに絶ぜつ叫きようするあたしに、彼女は、はっ、と息を[image: ]のみ見やって、


「あ。いや。誤ご解かいしないでほしいんです。


　決して悪い意味でなく、私たち研けん究きゆう者しや肌はだの魔道士とは違う価か値ち観かんを持ったリナさんと触ふれ合うことで、新しいものの見方や発はつ想そうができるといいな、という、いい意味でのウォッチング？」
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「……あんましそーゆーふーには聞こえなかったけど……」


「とにかく──」


　彼女はあたしから視し線せんをそらし、みんなに向かって、


「誰かのしわざなら、外部からの人こそが事じ態たいを客きやつ観かん視しすることができるでしょうし、祟りであった場合、そういうものに対する実じつ戦せん経けい験けんのあるリナさんのような方がいてくれた方が心強いはずです。


　ともあれこれは決けつ定てい事じ項こうですから、協力、よろしくお願いします」


　宣せん言げんに魔道士たちは、不ふ満まん顔がおと沈ちん黙もくで応こたえたのだった。





　足もとを、箱に虫の足が生えたようなゴーレムが、列を作って歩み行く。


　土砂を運うん搬ぱんするためのミニゴーレムたち。奥へ行くゴーレムたちの箱はからっぽ、帰りは土が山やま盛もりというわけである。


　あたしが想そう像ぞうしていたよりも遺跡の規き模ぼは大きくて、あちらで一人、こちらで一人と魔道士たちが作業をしていた。


「そちらの調査にはできるだけ協力するギチ。


　何か聞きたいことはあるギチ？」


　発掘主任のマイケルは、遺跡の中を案あん内ないしながらあたしに言う。両手のヤットコをかちかちいわせつつ。


「なら聞きたいんだけど──」


　あたしは一歩先を行く彼の背せ中なかに向かい、


「なんでそんなキャラなわけ？」





　ぴしりっ。





　音を立てて時が凍こおりつく。


　マイケル主任が。あたりで作業していた魔道士たちが止まり。ただゴーレムたちだけが、変わらぬ歩みを続けている。


　……ひょっとして、聞いちゃあいけないことなのかなー、と思わなくもなかったのだが……ここはぜひ、はっきりさせておきたいポイントである。


　しばしの時が流れたあと。


「……まさかストレートに来るとは思わなかったギチ。こっちへ来るギチ」


　彼の先せん導どうで二人が向かったのは、作業もあらかた終わった袋ふくろ小こう路じだった。


　天てん井じようには魔力の明あかりがぽつりと灯ともり、あたりに作業員の姿すがたはない。


　そこで彼はこちらをふり向き、床ゆかの上に腰こしを落とすと──


　ごとんっ、と重い音がして、彼の両手が地面に落ちた。


「…………っ!?」


　一いつ瞬しゆん、びくんっ！　と身を引いて──


　いや。


　落ちたのは、金属製のヤットコの手て。続いて服のソデ口から、にょっきりと生はえてきたのは、ごくごくふつーの人間の腕！


　その手が上がり、自身がかぶった鉄てつの仮か面めんを取り外す。


　仮面の下から現れたのは──二十代半ばの青年の顔！　金きん髪ぱつで、よく見てみればそれなりに美形！


　……に……


「人間だったんだぁぁぁぁぁぁっ！」


「一体何だと思ってたギチ」


　おどろくあたしに憮ぶ然ぜんとする彼。ため息一つついてから、


「もともとは僕……いや吾輩は、何の特とく徴ちようもない平へい凡ぼんな男だったギチ。


　一年ほど前──吾輩は身のほど知らずにも、ティファール副ふく評ひよう議ぎ長ちように交こう際さいを申もうし込んだギチ。


　結果は……個性のない人は好きじゃあないと言われて撃げき沈ちんだったギチ……


　だが吾輩、あきらめなかったギチ！　考えに考え抜いて、このキャラ作りをしてみたギチ！」


「あっはっは。なるほどぉう。


　個性がないって言われただけで、即そくそのキャラ立てに突つっ走ぱしる時点ですでにじゅーぶん個性的な気もするけど。


　まわりの人に、それでいーのか、って言われたでしょ？」


　棒ぼう読よみで言うあたしに彼は頭を振ふり、


「もちろん吾輩も、これでいいのかと悩なやんだギチ！


　語ご尾びは『ギチ』ではなく『ギガ』の方がいいのではないかと！」


「そこでかっ!?」


　ちうか、語尾がどーだろーと、そんな奇き行こうに走ったところで、いろいろおしまいのよーな気がするのだが……


　彼はふたたび、鉄仮面とヤットコの手をつけながら、


「おかげで吾輩とティファール副評議長とは婚こん約やくするに至いたったギチ」


「成せい功こうしてるッ!?」


　けど……フツーのハンサム青年はダメで不ふ思し議ぎ鉄仮面オッケーって。ティファールさんのシュミって一体……？


「けど吾輩が本当に彼女とつりあう男になるためには、何かの成せい果かを上げなければならないギチ。


　そんな時に見つけたのがこの遺跡ギチ！」


　彼はあたりを見回して、


「ここは『失なわれた聖者ミツシング・セイント』センティにまつわる遺跡と考えられるギチ！」


「センティ？」


　聞いたことのない名前にあたしが首をかしげると、彼はきりきりと笑い声……らしきものを上げて、


「知らないのも無む理りはないギチ。魔道士ではなく赤の竜神スイーフイード教会の僧そう侶りよギチ。


　今から二百年以上前の人物で、人じん格かく高こう潔けつで人々からの信しん頼らいも厚あつかったギチ。


　けれどある時……大たい量りようのエロ書物を隠かくしていることが発覚して破は門もんされたという伝説の人物ギチ！」


「そんな伝説かっ!?」


「破門されるほどのエロ書物とは一体どんな内容なのか!?　その手がかりは必ずこの遺跡に眠っているギチ！


　それを調べ上げることができれば、きっと後こう世せいの役に立つギチ！」


「いや無理だと思……」


「いわばここに眠るのは人類全体の遺産と言っても過か言ごんじゃないギチ！」


　……たしか遺産って受け取り拒きよ否ひできたよねー。


　口に出してもムダとわかって、あたしは胸の奥でつぶやく。


「つまり！　なんとしてでもここの遺跡発掘は成功させなければならないギチ！


　吾輩も仲間を疑うたがいたくはないギチ！


　けどもしも妨ぼう害がい者しやがいるならば、きっと吾輩がそんな偉い大だいな功こう績せきを立てることをねたんでいるに違いないギチ！」


「……そぉかなぁ……？」


　つぶやき、あたしは小首をかしげる。


　少なくともあたしが聞いている限りでは、ちっともうらやましくないんですけど……


　しかし動どう機きなどというのは、どんな所にどんな形で転がっているかわからない。


「とりあえず参さん考こうにはさせてもらうわ。ひととおり回ったら、次は事故の起きた現場の案内お願いね」


「わかったギチ」


　あたしのことばにマイケルは、両手をかしゃかしゃさせてそう答えたのだった。





　そこはおかしな場所だった。


　枝えだ分わかれした遺跡通つう路ろのうち一本。下へと続く階かい段だんがあり、途と中ちゆうから下は砂に埋うもれて現在発掘作業中。


　魔力の明りに照てらされた階段にも壁かべにも天井にも、いくつもの見知らぬ模様パターンが刻きざまれて、異い様ような空気をかもし出している。


　積つもった砂を、両手がスコップのようになったモグラゴーレムたちがかき出して、あたりを動き回る箱ゴーレムたちの背中にほうり込む。


　三人ばかりのスタッフがいて、あるいはゴーレムたちに指し示じをしていたり、あるいは壁や階段でなにやら細かい作業をしていたり。


　ざっしゃざっしゃと砂搔かく音があたりに響ひびき、空気もやっぱし埃ほこりっぽい。


「ここが、遺跡の奥へと続く本命の道だと吾輩は考えているギチ」


　作業の音に負けじと、マイケル主任は声を大きくしてあたしに解かい説せつする。


「──主任！」


　それでこちらに気づいたか、壁ぎわにいた女魔道士が、作業を中ちゆう断だんしてこちらにやって来る。


　短い金髪ブロンド。としは二十歳を越こえているだろうが、背はあたしよりちょっと高い程てい度ど。


「彼女がここのルートの発掘を担たん当とうしてくれているメルカくんギチ」


　マイケル主任に紹しよう介かいされて、彼女はぺこりとあたしにおじぎをすると、主任に向かってもじもじしながら、


「あの、ここ、危き険けんですので」


「けれど、仕し掛かけてあった罠わなは封ふう印いんしたって言ってたギチ？」


「ええ。でも、その」


　と、ちらりとあたしの方を見て、


「普ふ通つうは大だい丈じよう夫ぶですけど、その、発ほつ作さ的てきに攻こう撃げき呪文を撃うたれたりすると、その、どうなるかわかりませんから」


「いやあの。しないから」


　あたしは苦笑して手を振ると──


「ええっ!?」


　彼女は声を上げて目をみはり、


「そうなんですか!?　それじゃあその、噂うわさと違ちがって、理り性せいとかあるんですね！」


「いや待てぃっ！　どんな噂流れてんのよ一体っ!?」


　ツッコむあたしに、彼女は、ひっ、と小さく息を呑のんで目をそらし、


「あの、そんな、できません。本人の前で言うなんて、そんなムゴいこと」


「ムゴいとまでっ!?」


「まあまあ。それはそれとしてだギチ」


　マイケル主任がとりなすように二人の間に割わって入り──


　その時。


　かちりっ。


　その足下で、小さな音。続いて。





　ドん！





　爆ばく音おんを立てて、天井の上から砂が降ふって来た！


　──遺跡の罠!?　けど封印したって──


　悲ひ鳴めいを上げるヒマもなく。


　砂はすべてを飲み込んだ。





　最初に聞こえたのは、歓かん声せい。


　顔じゅうの砂を払はらって薄うす目めを開けると、魔力の明りと作業員たちの姿が見えた。


　どうやら、なんとかなったようである。


　実のところ──心こころ構がまえはできていた。犯人が調査をする者を狙ねらうというのは、決して珍めずらしい話ではない。


　でもって心構えさえできていれば、いざという時に慌あわてず対たい処しよすることも可能。


　砂が落ちてきた瞬しゆん間かん、あたしは両手で口のまわりを覆おおい、すこしだけ空気を確かく保ほしてその場にしゃがんだのだ。


　砂の流れがおさまるのを待ち、階段の上とおぼしき方に、地精道ベフイスブリング──トンネル掘ほりの術を使ったのだ。


　もちろん相手は大たい量りようの砂。掘ったそばからすぐ崩くずれて埋うまるが、魔力で消したぶんだけの砂は減へる。地面にのみ干かん渉しようするこの術ならば、トンネルの途中に人が埋まっていても害はない。


　そしてこれは、上に集まって来ているはずのスタッフたちに伝えることができるのだ。この方法で砂が減らせる、と。


　それに気づいた上のみんなが一いつ斉せいに同じ術を使い、砂を減らしてくれたのだ。


　しかし、主任やメルカ、他にも何人か埋まったはず。自分が助かったからといってひと息ついている場合ではない。あたしも呪文を唱となえて──


「地精道ベフイスブリングっ！」


　他のみんなを掘り出すべく、トンネル掘りを続けたのだった。





「何があったんですっ!?」


　ティファールさんが駆かけ込んで来たのは、全員が助け出されて、一いつ旦たん地上のテントへと引き上げたあとのことだった。


「遺跡の罠が作動して、何人か生き埋めになったギチ。けどとりあえず全員無ぶ事じギチ」


　答えたのは、片かた隅すみで休んでいたマイケル主任。


「──！」


　ティファールさんは息を[image: ]のみ、


「マイケル……！　あなたも埋うまったの!?


　せっかくの鉄仮面が砂でこすれて艶つやがなくなって……けどこれはこれで……」


　変な会話をはじめた二人に、テントの中にいる面めん々めんは自然と目をそらし──
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　だがその中で、ただじっと二人に目をやる者がいた。


　あたしのそばで簡かん易いベッドに腰かけ、休んでいたメルカ。


　あたしやマイケルといっしょに砂に埋まって、なんとか助け出されたのだが──今その表情に渦うず巻まくのは──


　あたしの視し線せんに気づいてか、はっ、と彼女がこちらを向いた。


　目が合うと、きまり悪げに笑えみを浮うかべて、あたしの隣となりにやって来る。


「その、言いい訳わけをするつもりじゃあありませんけど、罠の封印は完かん璧ぺきだったつもりです」


　声を低めて言う彼女に──


「でしょうね」


　あたしは小さくうなずいた。


　たぶんこれは妨害工作。


「でも、これ……へたをすれば誰かが死んでますよ！」


　言う彼女の顔は、白い。


　たしかに──


　埋まって気を失った者はいたが、あたしと上にいた魔道士たちが即そく座ざに対たい応おうしたおかげで、全員命に別べつ状じようはなし。だがもし手を打つのが遅おくれていたら、何人か──へたをすれば埋まった全員が死んでいたかもしれない。


　もちろん、メルカも。


　彼女にとって、この件はさすがにひとごとでは済すまされないのだ。


「……そうなったらこの発掘計画は中止でしょうね。妨害者の思惑おもわく通り」


「そんな……！　そこまでして……！」


「なんで犯人がそこまでして妨害をしたいのかはわかんないけど……


　とにかく、こんなことはやめさせなくちゃあなんないわ。


　あの場所はゴーレムたちの通り道でもあったみたいだけど……そう考えると犯人は、罠の封ふう印いんをゆるめておいて、人やモノがその上を通るたびに封印がゆるんで、ある時作動する……ってしかけをしてた可か能のう性せいが高いわ。


　そういう細さい工くができそうな人っている？」


「そう言われても……」


　と、彼女は言いにくげに、


「わたしたちは全員、遺跡発掘に行くと決まった時点で、遺跡によくあるいろんな罠の解かい除じよもしくは封印の方法を教えられますから……罠のある場所がわかって、道具さえあれば、誰にだってそれくらいの細工はできると思います。


　今回の罠についても、罠を作動させる石せき版ばんを固こ定ていしていた特とく殊しゆな糊のりを、ある程てい度ど取り除のぞいてやるだけでできるでしょうし……」


「なるほど……」


　あたしはしばし考えてから、メルカの肩を抱だき、声をひそめて、


「じゃあ、ティファールさんや主任に恨うらみを持ってる人って、心当たりない？」


「ええっ!?」


　問とわれて彼女は、びくんっ！　と一つ身をふるわせて、ティファールさんと主任のいる方に、ちらりと一瞬視線を走らせる。


　しばしためらってから、さらに声をひそめて、


「その……副評議長は美人ですし……主任も素す敵てきな方ですから、お似合いだと思います……けど……」


　……マイケルの方はステキかなぁ……？


　眉まゆをひそめるあたしに、彼女は、


「あの。本当は主任って、前はあんなふうじゃあなかったんですよ」


「知ってる。当人から聞いた」


　つぶやくあたしに、彼女は下を向いたまま小さく苦笑し、


「実はわたし、前は、主任にちょっと……その、あこがれていたんですよ。


　それがマイケル主任……ティファールさんとのことがあってから、あんなふうになっちゃって……」


「……それはなんつーか……ツラいわね。いろいろと」


　彼女はこっくりうなずいて、


「せめて……両手がヤットコじゃなくてドリルだったら……」


「いや変わんないしそれ」


「何言ってるんですかっ！」


　あたしのツッコミに彼女は声を大きくして、


「発掘にはドリル！　ジャストフィットじゃないですか！」


「いやあの。」


「──あ。すいません。急に大きな声を出したりして」


「いや。声はいいけど」


　ドリルはどうかと。


　メルカはあたしの顔を見て、


「その、つまり、わたしの言いたいのは、主任にしても副評議長にしても、隠かくれファンは多かった、ってことなんです。


　そんな二人がつきあっていて……この遺跡の発掘にも、副評議長のあとおしがあって、これだけの人が動員できたって話ですし、ここの発掘が成功したら、二人は結婚するんじゃあないか、って話もあります」


「……………………つまり……」


　あたしは眉み間けんにシワ寄せて──あまり考えたくない結果を、それでも口にした。


「その点では誰に動機があってもおかしくない、ってわけね……」


　その問いに。


　メルカは無む言ごんでこっくりうなずいたのだった。





　ともあれあたしは聞き込みを開始した。


　リストを作って一人一人のもとを順じゆんに訪たずねてあれこれと。


　そんな中で。


　たたり、という説を持ち出してきたのは、クラインという男だった。


「マイケルの奴やつ、調子づいて浮かれてるからこんなことになるんだ」


　発掘品の洗せん浄じようや修しゆう復ふく・管かん理りを担たん当とうしている彼は、テントの中で、問いかけたあたしに開かい口こう一番そう吐はき捨すてたのだった。


　発掘品が本格的に出はじめたら、それこそごはんを食べる間もないくらいいそがしくなるそうだが、今は特にやることもなく、そのせいであちらこちらの手助けに駆かり出されているとか。


「呼び捨て……って、一応発掘主任でしょ？」


　あたしの問いにクラインは、神しん経けい質しつそうに黒髪をかき上げて、


「あいつとは同どう期きなんでね。今さら『主任』なんて呼ぶのがむずがゆくてな」


「なるほど。じゃあマイケルがこの発掘で成果を上げたら、先を越こされた、って感じになっちゃうわね」


「あいつは運がよかっただけなんだ！」


　あたしがカルくつついてみると、とたんに彼はいらついた口く調ちようで吐き捨てる。


「たまたまこの遺跡を見つけて……！　おかげで大おお手て柄がらってわけだ！」


　おーてがらなんだ。この遺跡。


「おまけにティファール副評議長ともうまくやりやがって……！」


「てことはあなたも、ティファールさんのことは、ちょっといいなあ、って思ってた？」


　すかさず問うあたしに、彼はやや鼻はな白じろみ、


「……うちの魔道士協会じゃあアイドルみてえなもんだったからな。たぶん男なら誰だってあこがれてたさ」


　言ってがりがり頭を搔かいて、


「けどま、くやしいけど、マイケルの奴ががんばってる、ってのは認みとめるよ。奴の今の格かつ好こうを見ろ」


「……あー。あれね」


「俺おれにはああいうおしゃれは真ま似ねできねえからな」


「いやいやいや。あれ、おしゃれ違うから」


「けど白セ魔イ術ル都ー市ンあたりじゃあ流は行やってるって聞いたぜ」


「はやるかぁぁぁぁっ！　誰に聞いたのよそんなデマ！」


「副評議長」


　……………………ティファールさん……


　何かがくじけそうになるのをなんとかこらえ、あたしは気をとりなおし、


「……まあ……おしゃれに関する話題はさておいて……


　今回の一件、犯人らしき人に心当たりとかない？」


「……んー……」


　あたしの問いに、彼は困った表情で、


「と、言われてもなぁ……


　実のところ、今回のこの事件……俺は、祟たたりじゃないかと思ってるもんでね」


「たたり？」


「ああ。祟りだ」


　眉をひそめるあたしに、彼はこっくりとうなずいて、


「この遺跡は『失なわれた聖者ミツシング・セイント』センティにまつわるもんだと考えられてる」


「マイケル主任からはそう聞いたけど……」


「それなら話は早い。


　それであんた、うちの魔道士協会の者が十年前に発表した、『ゴースト化の要よう因いん統とう計けい学がく』って書を知ってるか？」


「いや、あいにく……」


　世の中には、魔道士が発表した研究内容と同じ数だけ魔道書がある、と言っても過か言ごんではない。


　そんな中には写しや本ほんの形で各魔道士協会に置かれているものもあるが、そうでないものの方が圧あつ倒とう的てきに多い。


　つまり、あちこち旅して回っているあたしでさえ、タイトルすら知らない魔道書などいくらでもあるのだ。


「そうか。うちじゃあ有名なんだが……


　人間が強い悔くいを残して死んだ場合、その精せい神しんが幽霊ゴーストとなってとどまることがある、ってのは知ってるだろう？


　その書には、どういった事じ例れいでゴーストになる場合が多いのか、って統計が載のってるんだ」


「へー」


　あ。ちょっと面おも白しろそうかも。あたしは一瞬そう思うが──


「その中に、こんな統計結果がある。


『男性が不ふ慮りよの死を遂とげた場合、ベッドの下やクローゼットに隠かくしたエロ書物のことが心残りでゴースト化する確かく率りつは三十六パーセント』と」


「高ッ！　つーかそんなしょーもない理由でっ！」


「しょうもないとは何だしょうもないとは！　男にとっては切せつ実じつな問題だぞっ！」


　あたしが思わず上げた声に、しかしクラインはまなじりつり上げ力りき説せつする。


「つまりだな！


　この遺跡の規き模ぼ、罠の密みつ度どから考えると、『失なわれた聖者』センティは、ここに教会追つい放ほうの原因となったエロ書物を大たい量りように隠していたと考えられる！　それも、特とくに内容がエグいものばかりを！


　そしてそれらを処しよ分ぶんすることなく、彼が生しよう涯がいを終えたとしたら──どうだ？


　彼がゴーストと化し、遺跡の発掘をもくろむ者を妨害しようとしたとしても、少しも不思議じゃあない！」


「……そーかなー……」


　……てゆーか、万まん一いちにもそうだったとしたら、あまりにも悲しすぎるだろ。そのゴーストは。


　考えてみればその統計書とやらも、一体どこまで信じていいものやら。全国のゴーストにアンケートをしたわけでもあるまいに。


　しかし──彼の説を頭ごなしに否ひ定ていするわけにもいかなかった。ありえないとは言い切れないのだから。


　実じつ際さいあたしは、以前、偶ぐう然ぜんが重なって生まれたおかしなゴースト、などというものに出会ったこともあるのだ。ならば、エロ書物を隠し通したくてこの世にとどまるゴーストがいてもおかしくはない。


　……ヤではあるけど。


　他にもいろいろ聞いてみたが、結局収しゆう穫かくらしい収穫はなく──


　やがて。


　山中の発掘現場に夜が訪おとずれる。





　夜の山はいろんな音で満ちている。


　風の音、虫や鳥や獣けものの声、そして、誰かのいびき。


　調査スタッフのほとんどは、遺跡そばにあるキャンプのテントで寝ね泊とまりしていた。


　もちろん帰りたければ、町にある自分の家に帰ってもかまわないのだが、往復の時間を惜おしんでテントで生活を送り、何日かに一度、着替えなどの不ふ都つ合ごうが出ると自宅に戻る、という者が多いらしい。


　ティファールさんは役やく職しよく上、他のしごともあるので、むしろこの場所に顔を出している時間の方が短いらしいが、他のスタッフたちはほとんどキャンプ生活だとか。


　二つの大きなテントに、男女分かれてザコ寝──ということになっているのだが、あたしが寝泊まりに選んだのは、ミーティング用のやや小さなテントだった。


　皆と別のテントなのは調査のため。


　もし犯人が女で、あたしが同じテントで寝泊まりしていたら、うかつに動けなくなるだろう。それは同時に、こっちが犯人のシッポを摑つかみにくくなるということでもあった。


　あたしが介かい入にゆうしてきたことで、犯人はこのあとどうするか──


　そんなことを考えながら、夜の音に耳をかたむけていると──


　唐とう突とつに。


　虫の鳴き方が変わった。


　──？──


　暗闇の中、あたしは静かに身を起こす。


　そっとテントから半身を出し、あたりに視し線せんを巡めぐらせる。


　星空の下。黒い山。黒い木々。


　その時。視界の片かた隅すみで、何かが動いたような気がした。


　反はん射しや的てきに目をやる。が、そこには動くものなど何も──


　──いや。


　あたしは気づく。そこはちょうど、遺跡の入り口に続く、小さなガケがある場所だと。


　誰かが遺跡に入ろうとしている!?


　確かく信しんはない。見み間ま違ちがいかもしれないし、迷まよい込んだ動物の影かげを見ただけかもしれない。


　それに人なら、明りくらいは持っていそうなものだが……その場所に光はない。


　しかし何かの気け配はいがあることは確か。いずれにしろ、調べる必要はあった。


　あたしは静かにテントを這はい出し、気配をひそめてそちらに近づく。


　そっとガケの上から下をのぞき込み──


　だがそこには、遺跡の出入り口を塞ふさいだ木の板が見えるだけ。


「…………」


　あたしは無言で眉をひそめる。


　木の板が、出入り口からわずかにズレていた。もちろん、今日の作業を終えて板でフタをした時から、ずれていたのかもしれない。


　が──


　あたしはしばらく迷ってから、結局、ガケを降おり、入り口を封ふうじた板をどかして遺跡の中をのぞき込む。


　闇。


　ただそれだけがあった。これではあたりの様子どころか、目の前で何かに手を振られても見えないだろう。


　さすがに明りもなしに、この中に踏ふみ込んで行くのは無む理りである。ここの内部構こう造ぞうを熟じゆく知ちしている者なら、あるいはそういう芸げい当とうもできるのかもしれないが……


　さてどうするか。


　調べた方がいいような気はするが、中に入るには明りが必要。とはいえ中に犯人がいた場合、明りなどつければ、追っ手が来たから逃げなさい、と忠ちゆう告こくするようなもんである。


　しばし迷っているうちに──


　……どぉ……ん……


　重い破は壊かい音おんは、遺跡のはるか奥から聞こえたのだった！







（ミッシング・セイント：つづく！）
















　次回予告





　動きはじめた黒い影かげ！


　これは聖せい者じやのたたりなのか、それとも誰かの妨害なのか！　妨害ならばその犯人は!?


　まさかひょっとしてナーガ落ちだったりしないだろうか!?


　そしてティファールとマイケルの仲はどうなるのか!?　それはどーでもいーですかそーですか！


　リナはすべての謎なぞを解とき明かすことができるのか!?


　さまざまな謎というほどでもない謎を秘ひめたまま、次回、『ミッシング・セイント』後編！


　スイカの種を数えつつ待て！




ミッシング・セイント［後編］













　あらすじ





　遺い跡せき発はつ掘くつの妨ぼう害がい者しやを探さがし出せ。そう頼たのまれてリナが向かった発掘現げん場ばは奇き妙みようなものだった。


　埋うもれているのは失われた聖せい者じや、センティの遺い産さん──破は門もんされた男の隠かくし残したエロ書物と目されていた。


　依い頼らい人にんであり副ふく評ひよう議ぎ長ちようのティファール。彼女の愛を得るために、両手ヤットコ鉄てつ仮か面めんと化した発掘主しゆ任にんのマイケル。マイケルを真ま人にん間げんに戻もどそうとするメルカ。マイケルの同どう期きで彼の手て柄がら（？）にシットするクライン。


　聖者のたたり説せつまで飛び出す中で、事じ件けんは起きる！


　あやうく生き埋うめを逃のがれたリナは、その日の夜、遺跡に忍しのび込む人ひと影かげを目にしたのだった！







　二度目の爆ばく音おんは地上で起おきた。


　驚おどろきの声を上げながら、皆みなが出てきたその時。


「こっちよ！」


　あたしは遺跡の入り口前にいた。
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　とーぜんである。二度目の爆ばく発はつ、それはみんなを呼ぶために、あたしがぶっ放した攻こう撃げき呪じゆ文もんだったのだから。


　最さい初しよの爆音にあわてて中に突とつ入にゆうすれば、犯はん人にんとすれ違いになる可か能のう性せいの方が高い。それでまず、一発かましてみんなを集めたわけである。


「何があった!?」


　最初に駆かけつけ問いかけて来たのは、たたり説を唱となえていたクラインだった。間を置かず、他のスタッフたちもやって来る。


　あたしはクラインに、


「残ざん念ねんながらたたり説ははずれ！　誰だれかがさっき入って行ったのを見たのよ！　そのあと中から爆発音が……！」


　スタッフたちの顔色が変わる。今にも遺跡になだれ込みそうな一同に──


「だから、みんなはここで待まってて！」


　あたしは制せい止しの声をかけた。


「みんなで入って行ったら、犯人はその中にまぎれ込んで逃げるはず！


　攻撃されるおそれもあるし、とりあえず、あたし一人で中に入る！


　あとで手を貸かしてもらうことになるかもしれないけど、今は待ってて！　お願い！」


　言われて一同は視し線せんを交かわし、


「わ、わかった。気をつけて行ってくれ！」


　答えたクラインにうなずいて、あたしは闇やみへと踏ふみ込んだ。


　入り口を塞ふさぐ板いた戸どをくぐったとたん、纏まとわりつく空気は、涼すずしいどころか肌はだ寒ざむくすらあった。


　あたしは口の中で呪文を唱となえ──


「明かりよライテイング！」


　生み出した魔ま力りよくの光を、そばの壁かべにはりつける。


　道を確かく保ほするのと、犯人が闇にまぎれるのを防ふせぐためである。


　そうやって、進んでは明りを灯ともしをくり返し──


「…………っ」


　やがてほどなく。


　遺跡の奥おくで、あたしは足を止めて絶ぜつ句くした。


　昼間、事件があった階かい段だん。遺跡最さい奥おうへのルートではないかと思われていた道。


　そこが埋まっていた。


　たぶんトンネル掘ほりの呪文を使ったのだろう。あたりの壁や天てん井じようが崩くずれ落ち、そこから罠わなのためにたくわえられていた砂すなが流れ出して、階段を完かん全ぜんに埋めている。


　あたしが遺跡の入り口で聞いた破は壊かい音おんのようなものは、砂が一気になだれ落ちる音だったのだろう。


　ここの修しゆう復ふくが簡かん単たんではないことは、あたしの目から見てもわかった。


　そして。


　階段近くの壁に、ぽっかりと、黒い穴あなが開いていた。


「……やられたわね……」


　つぶやいたあたしの声がむなしく響ひびく。


　そこはおそらく、犯人の逃とう走そう経けい路ろ。


　あたしが遺跡の入り口で立ち止まっているうちに、地精道ベフイスブリング──トンネル掘りの術じゆつで通つう路ろを壊こわし、同じ術で地上への脱だつ出しゆつルートを作ったのだ。


　今ごろはたぶん、トンネルの先から地上に抜けて、入り口に集まったみんなの中にこっそりと紛まぎれ込んでいるだろう。


　敗はい北ぼく感かんをかみしめて、あたしはその場に立ちつくすのだった──





「……なんてことだ……ギチ……」


　惨さん状じようを目まの当たりにして、発掘主任のマイケルは愕がく然ぜんとつぶやいた。


　こんな時にも語ご尾びに変なフレーズをつけてヤットコの手をかちゃつかせているさまは、立りつ派ぱとゆーか何か間ま違ちがってるとゆーか。


「絶ぜつ望ぼうするのは早いわ」


　そのかたわらに佇たたずんで、あたしは彼にことばをかける。


「たしかに、今回は妨害者……いや、犯人に裏うらをかかれたわ。


　だからって、遺跡の奥にたどり着くのが不ふ可か能のうになったわけじゃない。


　でしょ？」


　しかしマイケル主任はやはり力なく、


「……確たしかにそれはそうギチ……


　けれど発掘作さ業ぎようには、日につ程ていとか予よ算さんというものもあるギチ……」


「だいじょーぶっ！


　犯人さえつきとめれば、ひたすらタダ働きさせたあげく、賠ばい償しよう金きん名めい目もくで財ざい産さんぼったくれば穴はじゅーぶん埋うめられるはずっ！」


　あたしのきわめて合ごう理り的てきな提てい案あんに、しかし彼はわずかに眉まゆをひそめて、


「……リナさん、それはいくら相あい手てがよくないことをしているとはいえ、人としてどうかと思うギチ」


　……あれ？　今あたしひょっとして、語尾が『ギチ』のヤットコ鉄仮面に人の道を説とかれてますか？


「……ええっと……まあとにかく……」


　あたしはちょっぴりへこみつつ、それでもなんとか気をとりなおし、


「何にしても、妨害されたから発掘中止で犯人もほったらかし、ってわけにはいかないでしょ。


　こっちも警けい備び計画とか立てるから、そっちも明日からの発掘プランの練ねり直し、おねがい」


「……わかったギチ。確かに、落ち込んでいる場合じゃあないギチ」


　言ってうなずくマイケル主任。


　とはいえ──正直なところを言うと、この展開は少々マズい。


　前までは事じ故こか事件かはっきりしないことばかりだったようだが、今回のこれは明らかに人じん為い的てき。


　つまり犯人は、あたしが捜そう査さに乗り出したことで、なりふりかまわなくなってきているのだ。


　へたをすれば、ヤケになって自じ滅めつ覚かく悟ごで遺い跡せきを壊こわしにかかる危き険けんもある。


　エロ本聖せい者じやの遺跡なんぞがどーなろうと、あたしはかまわないのだが、それで依い頼らい料りようがもらえなくなったりしては困る。


　しかしそんな不安など、もちろん顔には全く出さず。


「ま、捜査の方はまかせといて」


　言ってあたしは自信たっぷりの笑うみを浮かべてみせたのだった。





「そんなことがあったんですか」


　明けて翌よく日じつ。


　現げん場ば視し察さつに来たティファールさんは、沈しずんだ声でつぶやいた。


　一同の前には埋まった階段──いや、階段だったもの。


　発掘の作業は今日も続いている。


　あちこちで皆みなが働き、チビゴーレムたちは何の変わりもなく作業を続けている。


　事件現場を見に来たあたしとティファールさんとマイケル主任の前では、このルートの発掘担たん当とう、メルカとその他数名が再発掘に挑いどんでいた。


「……これは……ちょっと面めん倒どうですね……」


　メルカはあたしたちの方をふり向き、声を沈ませる。


「たぶん地精道ベフイスブリングを使ったんだと思いますけど……壁かべや床ゆかもやられちゃってます。


　その部分の復ふく元げんはできないでしょうし……この状じよう態たいで補ほ強きようもなしに砂をどかせば、また上から砂が落ちて来たり、最悪、上の地面が崩くずれたりするかもしれません」


「それって……」


　宣せん告こくに、ティファールさんは落らく胆たんの表情で、


「つまり、現げん状じようの予よ算さんや日程では、発掘の完かん遂すいは難むずかしい……ということ……？」


　問われてメルカはしばし迷まよいを見せてから、小さく顎あごを引いた。


「そんな……」


　蒼そう白はくでつぶやくティファールさん。


「へたれ聖者のおもしろコレクションを見物するのが楽しみで、せっかくここまでがんばってきたのに……」


「ティファールさん？　今……」


「これは学がく術じゆつ的てき損そん失しつですっ！」


　あたしのツッコミを凜りんたる声で遮さえぎって、彼女は拳こぶしをにぎりしめる。


「確かに度たび重かさなる妨害工作により、発掘完遂への道は険けわしいものになっています！


　けれど！


　ここで絶ぜつ望ぼうすることは、崇すう高こうなる知ち識しきへの探たん求きゆうが暴ぼう力りよくに屈くつすることに他なりません！


　心を強く持ち、みんなでもう一度道を切り開きましょう！」


　堂どう々どうたるその演えん説ぜつに心動かされ、深ふか々ぶかうなずくまわりの発掘スタッフたち。


　……どーやら彼女のつぶやきの方は聞こえていなかったようである。


　けどこの人……ひょっとして面おも白しろ半分でここの発掘やってますか……？


　──などとやっているところに。


「主任！」


　声を上げて駆かけ来たのは、作業員の一人だった。


　ティファールさんに気がついて、作業員は身を固くし、


「……あ！　副ふく評ひよう議ぎ長ちよう……！」


「どうしました」


「はい。その……」


　問われて作業員は、ティファールさんとマイケル主任に交こう互ごに目をやり、


「その、別のルートの発掘作業中、隠かくし扉とびらが見つかりました。


　ひょっとしたら、そっちこそが遺跡の奥に続くルートかもしれません！」


『──！』


　報ほう告こくに、衝しよう撃げきが走った。





　夏とはいえど、夜の山は肌はだ寒ざむい。


　木この葉はの間から覗のぞく空には、ちらばる星々とやせた月。


　地上では、小さなたき火が圧あつ倒とう的てきな夜よるの闇やみにささやかな抵てい抗こうを試こころみている。


　その日の夜──


　あたしは一人で、遺跡の見み張はり番についていた。


　昼過すぎに仮か眠みんをとったから、たぶん朝までだいじょーぶ。


　しかし……冷れい気きはマントやたき火でなんとかなるが、まとわりつくヤブ蚊かだけはどーにかならないもんだろーか。追おい払はらい続けてはいるが、うっとぉしいことこの上ない。
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　だからといって、見はりをやめてテントにこもるわけにもいかない。


　今夜、犯人が動く可か能のう性せいはきわめて大きいのだから。


　見つかった隠し扉の奥には通つう路ろがあった。途と中ちゆうで壁が崩れて通路を塞ふさいでいたせいで、今日はその撤てつ去きよ作業に費ついやされた。


　その先が、本当に遺跡の一番奥へ続いているのかどうか──それは調ちよう査さを進めなければわからない。


　しかし、である。


　なまぐさ聖者が書物を『破は棄きした』のではなく『隠した』のなら、自分が再さい度どそれを手に取る時のことを考えて、安全で簡かん単たんに進める道を作っていたのではないだろうか。


　少なくとも、エロ書物を眺ながめたくなるたびに、自分でしかけたあまたの罠わなをかいくぐり、死し線せんを越こえて最さい深しん部ぶに到とう達たつ……などということはやらないだろう。


　ならば、今日見つかったのがそのための道だということはじゅーぶん考えられる。


　ならひょっとすると明日にでも、遺跡の中心部にたどり着くかもしれない。


　そうなれば、発掘妨害という犯人のもくろみはついえ去る。


　つまり犯人としては、今日動くか、妨害をあきらめるかするしかないのだが──


「…………」


　どうやら──動く方を選えらんだようである。


　視し線せんを感じる。


　闇の中に、人の気け配はいが生まれていた。


　相手の位い置ちも大体わかるが、今は動くわけにはいかない。


　今とっ捕つかまえても、散さん歩ぽに出ただけとか何とか言い逃のがれられておしまいである。


　あたしはそのまましばし待ち──


　がさりっ。


　草音は、キャンプ地から離はなれた木々の間からした。


「誰だれっ!?」


　誰すい何かの声を上げてあたしは立ち上がる。


　とはいえむろん、応こたえがあるはずもなく。


　あたしはたき火のそばを離れて、音のした方へと駆かけて行った──





　無む明みようの闇にささやきが生まれた。


　夏虫の声さえ届とどかぬ地の底そこで、小さなその声ははっきりと聞こえた。


　──呪じゆ文もんの詠えい唱しよう。


　それが終わるより先に。


「明かりよライテイング」


　とうに唱となえておいた呪文をあたしは解とき放はなつ。


「──!?」


　光こう量りようをおさえた魔力の明りに照てらし出されたのは、息を呑のみ立ちつくす──メルカ。


「はい。ここまで」


　あたしの宣言に彼女は瞳ひとみを揺ゆらして、


「リ……リナさん？　なんでここに……」


「なんで、って。


　あなたがあさっての方に石を投げて、『はいこっちに行ってください。その間に遺跡に忍しのび込みますよー』ってやったから、それに引っかかったフリをして、別の入り口からここに来た、ってだけの話よ」


　彼女のそばにあるのは、壁に大きく描えがかれた神サマの像ぞう。この遺跡のあちこちに描かれているものの一つだが、今日、そこに隠し通路が発見されたと、あたしもメルカも知っている。


「別の入り口……？」


　眉をひそめる彼女にあたしはうなずいて、


「きのうあなたが、ここから地上に、トンネル掘ほって逃げた穴があるでしょ？


　そのトンネルの途と中ちゆうから枝えだ道みちを掘って、離れたところに別の出入り口を作っておいたのよ。


　もとあった地上がわの穴だけは埋うめて。


　で、みえみえの陽よう動どうにひっかかったフリをして、新しい入り口から入った、ってわけ」


　もちろん昨日の反省を踏ふまえて、そちらの入り口からここまで、明りなしでも来られるように、ちょっぴり練れん習しゆうもしておいた。


　それほど離れた場所でもなかったんで、あんまし苦労はしなかったが。


　あたしのことばに、彼女は表情を引きつらせ、


「ちょっ……！　ちょっと待ってください！


　それじゃあまるで、わたしが犯人みたいに聞こえるじゃあありませんか！」


　……はぅぅぅぅ……


　しらじらしい彼女のセリフに、あたしは深いため息ついて、


「じゃああなた、なんだって今、こんなところにいるわけ？」


「そ……それは……ほら！　あれ！


　……なんだか眠れなくって散歩をしようと思ったら、見み張はりをしているはずのリナさんの姿すがたがないから、遺跡に何かあったんじゃないかと心配になって！」


「なるほどー」


　あたしはにこやかな笑みで、


「明りもつけずにねー」


「だ、だって！　明りをつけたら……ええっと、日ひ焼やけとかしそうじゃないですか！」


　頭悪い言いい訳わけに、あたしはやはり笑顔のままで、


「じゃあ、今そこで、地精道ベフイスブリングの呪文唱えてたのはどーして？」


「そ……！　それはっ……！」


　メルカの顔が動どう揺ようにゆがむ。あたしは呪文の詠えい唱しようを聞いたのだ。さすがにこればかりは言い逃のがれのしようもあるまい。


「それは？」


「それは……そのっ……！　お……


　おばあちゃんの遺ゆい言ごんでっ！」


「そんなおばーちゃんはいねーっ！」


　あたしの絶ぜつ叫きように、どーやら観かん念ねんしたらしく、彼女はその場にがくりとひざをつき、


「……ええ……


　たしかにわたしは……マイケル主任に真ま人にん間げんに戻もどってほしくて……」


　そこでしばしことばを切ると、左右に小さく首を振ふり、


「いえ……いいえ。主任とティファール副評議長の仲に嫉しつ妬として、遺跡の発掘を妨害しようとしました。


　昨さく夜やは階段通路を壊こわして、今日、見つかった隠し通路を壊そうとしたことも間違いありません。


　──ただ！」


　と、真しん剣けんなまなざしをあたしに向けて、


「昨日の昼、階段通路で砂の罠わなが作さ動どうした、あれはわたしじゃあありません！」


「え？」


　言われてあたしは眉をひそめる。


「マイケル主任と心中するつもりで、あーいう罠をしかけてたんじゃないの？」


　あの時は主任が罠を踏ふんでしまったが、本ほん来らいは頃ころ合あいを見て自分で罠を作動させるつもりだったのでは──


　しかしメルカは左右に首を振り、


「違います！


　普ふ通つうだった頃の主任となら、ひょっとしたらそういうことも考えたかもしれませんが……ヤットコ手で鉄てつ仮か面めんの今の主任と心中なんてしたくありません！」


「むう……そりゃそーか……」


　説せつ得とく力りよくバツグンの説明に、あたしは苦い口く調ちようでつぶやいた。


　彼女は続ける。


「現場で何度か事じ故こが起こって、いろんな噂うわさが流れはじめて……


　それでつい、わたしも何度かそういうことをしたんですけど……


　何から何まで全部わたしがやったってわけじゃあありません！　それだけは信じてください！」


　なるほど……彼女の言うことを信じるならば、どさくさまぎれについでにやっちゃった便びん乗じよう犯はん、ということか。


　だがそれはとりもなおさず、彼女の他にも犯人がいることを意味していた。


　もちろん、彼女が罪つみを軽くするためにウソをついている可か能のう性せいはある。


　が──もし本当だったら？


　彼女のことばをウソと決めつけ、これで事件は解かい決けつと、こっちが油ゆ断だんをしたところで、別の犯人が致ち命めい的てきな破は壊かい工こう作さくをしかけて来ることもありうるのだ。


　何にしろ、慎しん重ちように当たる必要がある。


「……とりあえずそのあたりのことは、地う上えに帰ってからゆっくりと聞かせてもらいましょーか」


　あたしのことばに、彼女はこくりと力なくうなずいて、よろよろその場に立ち上がる。


　あたしはショート・ソードを鞘さやごと外し、その先に魔力の明りを灯ともし、


「じゃ、行くわよ」


　彼女はふたたび無む言ごんでうなずき──二人はともに、遺跡の出入り口へと向かった。


　闇に沈しずむ枝えだ道みちの前を通り過すぎて──


「…………………………」


　あたしは何くわぬ顔で、そのまま歩みを進める。


　メルカは抵てい抗こうするつもりもないらしく、黙だまったままでつき従う。


　次の角を曲がった所で──


「だまったままであたしの言うこと聞いて」


　声をひそめてあたしは彼女にそう言った。


　メルカは瞳に疑ぎ問もんの色を浮うかべ、口を小さく開いて──その口の前に、あたしは人さし指を一本立てて沈ちん黙もくさせる。


　ショート・ソードのたいまつを押しつけ、


「これ持って、黙ってここで待ってて。すぐ済すむから」


　言うなりその場できびすを返し、足音殺してもと来た道を引き返す。


　さきほど虚こ空くうに生んだままの魔力の灯ひが、弱い光を放っている。


　それに照てらされて──


「させるかあぁぁぁぁっ！」





　げがっし！





　隠し通路の入り口に向かい、何かの呪文を唱えようとしていた人ひと影かげに、あたしは迷まよわず跳とび蹴げりをかます！


「げがひ。」


　靴くつ裏うらにたしかな手ごたえ。ステキな呻うめき。


　どーやらまともに入ったらしく、影は倒たおれて動かなくなる。


　白く淡あわい魔力光の中、白目をむいて転がっているのは──


　たたり説を主しゆ張ちようしていた男、クラインだった──





「……なんてことギチ……」


　マイケル主任は頭を抱かかえ──ようとして、ヤットコの手を鉄仮面にぶつけ、がきんっ、と硬かたい音を鳴ならした。


「まさか……この二人が……」


　明けて翌よく日じつ、その早朝。


　あたしはメルカとクラインをふん縛じばり、呪文が使えないようにさるぐつわをかまして、マイケル主任のテントに連れん行こうして昨夜のことを説明したのだった。


　彼は資し料りようの整せい理りや何やらのために、一いつ般ぱんスタッフと違い、小さなテントで一人寝ね起おきしている。


　皆の前でではなく、まず彼に話を持っていったのには理由がある。


「ただどーやら……これで話が終わり、ってわけじゃあなさそーなのよ」


　あたしはゆーうつにつぶやいた。


「どういうことギチ？」


　問うマイケル主任に、あたしはため息ついてから、


「今まで起きた事件をリストアップして、そこから、二人がやったと言ってる事件をさし引くと……余るのよ」


「余る？」


　ヤットコの手をがっちゃがっちゃいわせつつ、おうむ返しに彼は言う。


「それはつまり……ギチ？」


　あたしはうなだれるようにうなずいて、


「そう。


　ひょっとしたら、三人目とか四人目とかの犯人がいる可能性があるってわけ」


　それが、あたしがマイケルだけに話をした理由だった。


　事件はまだ解決していないようなのだ。


「うぅぅぅぅぅぅぅぅぅむ……」


　さすがにこれには彼も呻うなって、


「たしかに……『失なわれた聖者ミツシング・セイント』センティのエロ書物発掘に成功すれば、歴史に残る偉い業ぎようになるギチ」


　……そぉかなぁ……？


「魔ま道どう士しならば、シットのあまり『他人にそんな大おお手て柄がらを立てさせるくらいなら、いっそジャマしてやる』と考えても不ふ思し議ぎはないギチ」


　……くどいよーだけどそーかなぁ……？


「けれど……仲間のうちから二人も妨害者が出て、まだそれ以上にいるかもしれない、なんて言ったら、皆が混こん乱らんするギチ」


　彼のつぶやきにメルカはうなだれ、クラインはそっぽを向く。


　……まああたしに言わせれば、こんな変な遺跡を、重要だ重要だと口走りつつ発掘している時点で、じゅーぶんみんな混乱しまくってると思うのだが。


　しかしマイケル主任の懸け念ねんはわかる。あたしはしばし考えて、


「じゃあこの二人には、隠し通路の発掘作業を手つだわせる、ってのはどう？」


　あたしの提てい案あんに、三人は目を丸くする。


「ふん縛ってどっかに転がしておけば、誰かに知られて噂になったり、逃げられたりするかもしれない。


　ならいっそ、目の届くところに置いて監かん視しすればいーのよ。


　もちろん、監視役としてあたしも同どう行こうする。


　でもって二人は、呪文の詠唱は一いつ切さい禁きん止し。


　呪文を唱えようとしたり逃げたりあばれたりしたら、後ろからでもあたしが攻撃呪文をよーしゃなくぶち込む……ってところで。


　わかった？」


　最後のひとことは二人に向けて。


　メルカは力なくうなずき──クラインの方は、敵てき意いのこもったまなざしをあたしの方に向けていたが、しばしにらみあいを続けるうちに、あきらめて首を縦たてに振ふる。


「……なら、二人のことは任せたギチ」


　マイケル主任は言うと、


「そうと決まれば早さつ速そく発掘プランを練ねり直すギチ！


　うまくすればいよいよ今日──


　センティの遺のこした書物を目にすることができるかもしれないギチ！」


　いや。あたしはそんな物ぶつ体たい目にしたくもないんですけどね。


　心の中でつぶやいて──


　ともあれ。


　今日も発掘作業ははじまる。





　作業用の小型ゴーレムが、大きなガレキをとりのぞいた時──


　現れたのは、闇の中へとまっすぐ伸びた通路だった。


　おおおおおおおお。


　せまい通路にひしめいた、発掘スタッフたちの声が重なる。


　それは、昼を少し回った頃のことだった。


　ティファールさんもやって来て、開かい通つうの時には立ち会いたいと言い張はったせいで、さして広くもない隠し通路は大だい混こん雑ざつ。


　あたしとティファールさん、マイケル主任、メルカとクライン、それに昨日隠し扉を見つけた発掘スタッフ二人という、合計七人の大おお所じよ帯たい。


　でもって作業用ゴーレムたち。


　はっきし言ってひたすらせまくてジャマである。


　だが道が開いたそのとたん、そんなストレスも一いつ瞬しゆんにして吹ふっ飛とんだ。


「落ち着くギチ。まだあたりの壁が崩れてくる危き険けんもあるギチ！　慎しん重ちように進むギチ！」


　言うマイケル主任の声にも、興こう奮ふんの色はにじんでいる。


　一同ははやる気持ちをおさえ、魔力の明りを灯しつつ、暗い通路を奥へと進む。


　先頭は名前も知らないスタッフ二人。罠わなの有う無むを調べながら、慎重に行く。


　あたしの前をゆく二人、妨害をしていたメルカとクラインでさえ、発見の期き待たいに興奮した空気が伝わって来る。


　知識の探たん求きゆうを望む魔道士ならば、これはとーぜんの反応ではあるのだが。


　あたしでさえ、待っているのががっかりアイテムと知りながら、雰ふん囲い気きに飲のまれて、ちょっぴりどきどきしていたりする。


「明かりよライテイング」


　何度目に光が解とき放はなたれた時か。


　照てらし出されたのは、それまでの細い通路ではなく、広い空間の一部だった。


　ついに──


　あたしたちは通路を抜ぬけていた。


　誰かが次の明りを生むが、光は部屋の奥まで届かない。


　奥に長く続く部屋の左右に、太い柱はしらが並んでいる。


　まっすぐ行った正面には、石の台だい座ざに石の箱、一いつ脚きやくのイスが、暗い中、りんかくだけを見せている。


　赤じゅうたんこそないものの、そこは謁えつ見けんの間を想おもわせて。


「──ついに──」


　ティファールさんはつぶやくと、思わず一歩踏ふみ出して──


『ついにここまで来たか侵しん入にゆう者しやども……』


　誰のものでもない怨えん嗟さの声は、闇の中にこだました。


　声──


　いや、果はたしてそれは本当に声だったのだろうか？


　耳もとで囁ささやかれたかのように小さく、こだまするほど大きな──ありえぬ声。


　全員が思わずあたりを見回す中、最初にそれに気がついたのはあたしだった。


「あれは!?」


　声を上げて目を向ける。奥に鎮ちん座ざした台座の方に。


　台座の手前、闇に、白いものが生まれた。


　明りではない。モヤか何かのように散さん漫まんとした、光なき白。


　それは渦うず巻まき、ねじれ、寄り集まると、一つの形を取り始めた。


　すなわち、人の似に姿すがたを。


　ぞろりとした長いローブに背の高い帽ぼう子し。口のまわりにたくわえたヒゲ。目鼻立ちははっきりしないのだが、その表情が怒いかりに歪ゆがんでいることだけはわかった。


　虚こ空くうの闇に浮うかんだ白い僧そう衣い姿すがた。それはすなわち──


「聖者センティの……」


「ゴーストギチ!?」


　ティファールさんとマイケル主任。二人は愕がく然ぜんと声を上げた。


　……ほ……


　ほんとーにエロ書物が心残りでゴースト化してますよこのひと！


　なんつーかいろんな意味で浮かばれませんよ！


　けど、ロクでもない宝に妨害者二人にゴーストまでって……この発掘現場、心の底から呪のろわれてるなぁ……


『我わが宝……なんぴとの目にも触ふれさせはせん……！』


　声なのか、それとも頭に直ちよく接せつ響ひびいているのか。聖者の妄もう執しゆうは呪のろいの囁きを続ける。


　これでその宝とやらが、もーちょっとマシなものなら緊きん張ちよう感かんも高まるのだが。


「事件のうちいくつかは……本当に祟たたりだったってわけか……」


　クラインはそうつぶやいて、はっ、と表情をかがやかせ、


「そうかー！　俺おれはゴーストの悪い意い志しに引きずられて妨害工作をやらされていたというわけかー！」


　めちゃめちゃ棒ぼう読よみで声を上げると、今度はそれを聞いたメルカも、ぽんっ、と手を打って、


「はっ！　わたしは今まで一体何をー！　夢の中にあのゴーストが出てきてから、ぜんぜん記憶がありませんー！　まるで何かに操あやつられていたみたいですー！」


　言う二人は、『今、自分たちうまいことやりましたっ！』という、これ以上はないしたり顔。


『いや待てお前ら！　何か知らんがいろいろ全部わしのせいにしようとしてないか!?』


　さすがに抗こう議ぎする聖者のゴーストに向かって、あたしはぽりぽり頭を搔かきながら、


「……あー。


　今の二人の寝ね言ごとはさておいて。


　あたしはあなたのおたからには興きよう味みもないんだけど……


　そろそろ変な執しゆう着ちやくは捨てて、旅立つところへ旅立った方がいーんじゃない！」


『だまれ貧ひん乳にゆうチビ！』





　ぶっち。





「……んっ……ふっふふふふふ……」


　ほっほぉう……ひとが下手に出て……なかったよーな気もするけど、それはさておきとにかく許ゆるせんっ！


　あたしは、びしぃっ！　と影かげを指さし、


「りょーかいわかった！　そっちがそーゆーつもりなら、力づくででも昇しよう天てんさせるっ！


　覚かく悟ごしなさいっ！」


『やれるものならやってみるがいい！』


　言うとゴーストは宙ちゆうを疾はしる！　あたしは相手をにらみすえたまま呪文を唱え──


　しかし呪そ文れが完かん成せいするより早く。


　まっすぐ突っ込んできたゴーストは、突とつ然ぜん進しん路ろを横に変え、そばの柱はしらの陰かげへと消える！


　逃げる気か!?


　思った次の瞬しゆん間かん。


　ゴゴゴゴグゥ……


　重い音を立て、柱の陰から現れたのは、人の倍ほどの背せ丈たけがある女性像！


『ひねりつぶしてくれるわ！』


　そこから響くのは聖者のゴーストの声！


　ここからは見えないが、柱と柱の間には女性像が並んでいるのだろう。そんな一つに憑ひよう依いして、ゴーレムとして操り、挑みかかってきたというわけか！


　だが！　石像という入れ物があろうとなかろうと、本体がゴーストだということに変わりはない！　あたしは唱え終わった呪文を解とき放はなつ！


「烈閃槍っエルメキア・ランス！」


　相手の精神面アストラル・サイドに直接ダメージを与える術じゆつである。人なら寝ね込こむ程てい度どで済すむが、ゴーストがこれを食らえば一いち撃げき消しょう滅めつ！　ゴーレムの鎧よろいを纏まとっていても関係なしっ！


　放った光はゴーレムの胸むな板いたを貫つらぬいて──


『ほう！　心を滅する術を使うか！』


　聖者のゴーストのあざけりが響く！


　石像ははんぱなポーズで動きを止めて、そのまわりには白いモヤが散ちっていた。


　モヤはふたたび寄り集まると、聖者のゴーストと化す！


　あたしの術の直ちよく撃げきを受ける直前、石像への憑依を解いて逃れたのだ。


『だが外れては意味があるまい！』


　言うとこちらをからかうかのように、縦じゆう横おうに飛び回りはじめる！


　確かに──たとえ相手を倒せる攻撃でも、当たらなければ意味はない。そして、これだけの速さで飛び回る相手に一撃を命中させるのはむずかしいだろう。


　が。


　あたしは不ふ敵てきににやりと笑い、口の中で呪文を唱えつつ、一歩前へと踏み出した。


『ほう！　まだ挑み来る気か!?』


　聖者のあざけりは無む視ししてさらに前へ。


『引き返してこの地を荒らすのをあきらめるなら、見逃してやってもよいのだぞ！』


　恫どう喝かつにおびえずあたしは──駆け出す！


　台座のある方。石の箱に向かって！


　あれを開け、中身を皆の前にぶちまける！


　それはゴーストにとって、最も痛いた手でとなることのはず！


『──やめろおぉぉぉぉぉぉぉっ！』


　あたしの意い図とに気づいてか。聖者のゴーストが上げた悲ひ鳴めいは断だん末まつ魔まにすら近かった。


　背はい後ごに何かが追い来る気け配はい。おそらくセンティは憑依してでもあたしを止めるつもりなのだろう。


　台座との距きよ離りはみるみる縮ちぢまり、後ろからの気配もぐんぐん近づいて──


　うなじの毛が、ちり、と逆さか立だったその瞬間。


「烈閃槍っエルメキア・ランス！」


　あたしは呪文の一撃を、脇わきの下からマント越ごしに、後ろに向かって放っていた！


　相手の姿も見ないまま、カンだけで放った一撃に──


『っがぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！』


　人ならざるものの絶ぜつ叫きようがこだました。


　至近距離から予よ想そう外がいの一撃。賭かけではあったが、さすがにこれはかわせなかったようである。


　ふり向けばそこには、霊体からだを半なかば失いもがく聖者の亡霊！


　並なみのゴーストなら瞬しゆん時じに倒たおすはずの術を受け、少しずつ少しずつ、虚きよ無むの塵ちりへと帰りながら、それでもなお、いまだ必ひつ死しで人の姿を保たもとうとあがき続けている。
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　だがその抵てい抗こうも時間の問題っ！


『おのれ……！　おのれおのれ！』


　彼はこちらをにらみつけ、


『わし一人では逝いかん！　一いつ緒しよに……！』


　ことば半ばに白いモヤと化し、ひと息に押し寄よせて来る！


　妄執の残ざん滓しが冷れい気きを乗せた風となって吹き抜けて──


　あとは。


　沈ちん黙もくが訪おとずれた。


　しばしの静寂しじまが耳に染しみ込み──


「リナさん！」


　声を上げたのはティファールさんだった。


「無ぶ事じですか!?」


「──あたしは、ね。……けど……」


　つぶやいて、あたしはふり向く。


　目の前には台座と石の箱。


「──まさか！」


　ティファールさんが声を上げ、みんなでこちらに走り来る。


　マイケル主任のヤットコ手が、石の箱のフタを押し開けて──


『……[image: ]っ……！』


　数人同時に漏もらしたのは、絶望の呻うめき。


　そう。


　聖者センティのゴーストが、滅ほろびる間ま際ぎわの最後の力で一緒に連れて行ったのは、あたしではなかった。


　箱の中には、書しよ物もつ巻まき物ものの形をしたものが何十とあり──


　そのすべてが、形は保ったままで、触ふれれば崩れる灰と化していた。


「最後の力をふりしぼって……エロ書物を処しよ分ぶんするなんざぁ……見上げた奴やつだ」


　呆ぼう然ぜんとする皆の中、クラインは一人しみじみとつぶやいた。


　……見上げたことなんだ。それって。





　かくて発掘そのものは失敗に終わった。


　あたしはちゃんと依い頼らい料りようがもらえたので問もん題だいなしだったが、ティファールさんの落らく胆たんぶりたるやもう。


　マイケルは思ったより元気そうで、ヤットコの手をかちゃかちゃいわせつつ、また次のどこかを探すギチ、とか言っていた。


　──ま、カラ元気かもしれないが。


　メルカとクラインは、役人につき出すことまではしないが、魔道士協会預あずかり、ということになったようである。


　つまりはまあ、えんえんと下したっ端ぱとしてコキ使われる、ということなのだろう。


　ともあれそういうわけで。


　困った聖者が隠した人類の貴き重ちような負ふの遺い産さんは、永遠に失われることになったのだった。


　よかったよかった。







（ミッシング・セイント：完）





混まぜ物ものワイン探たん訪ぼう記き［前編］







　はりつめた気け配はいは、ゆく道の先に現あらわれた。


　あたしとナーガ、二人は一いつ瞬しゆんその場で足を止める。


　気配の正体は──敵てき意い。


　だがそれは、あたしたちに向けられたものではなかった。


　山の中ゆく小さな街かい道どう。道の左右は木々に覆おおわれ、あちらもこちらも死し角かくだらけ。昼間といえど人通りはなく、襲しゆう撃げきには絶ぜつ好こうの場所である。


　そう。おそらく今まさにこの先で、野や盗とうが誰だれかを襲おそおうとしているのだ。


　普ふ通つうの人ならこういう場合、回れ右して即そく退たい散さん、というのがかしこい対応だろう。


　しかし──あたしたちにとっては違ちがう！


　あたしとナーガは顔を見合わせ、うなずくと、口の中で呪じゆ文もんを唱となえつつ、気配の方へと駆かけてゆく！


　やがて道の先に見えたのは、五、六人の、ごろつき風の男たち！


　目にした瞬しゆん間かん──


「爆裂陣メガ・ブランドっ！」





　づばぁぁぁぁぁん！





　あたしが放った攻こう撃げき魔ま術じゆつが、ごろつきたち全員をいともあっさり吹ふっ飛とばす！


「もうだいじょーぶよっ！」


　あたしが、襲われていた人に向かって言った……つもりのことばは、木々の間に虚むなしく消えた。


「ちょっとリナ」


　同じことに気がついて、ナーガはあたりをきょろきょろと見回しながら、


「襲われていたはずの人、いないわよ」


「………………ハイ」


　答えてぴくぴくと手を上げたのは、たった今吹っ飛ばされてぴくぴくしているごろつきたちのうち一人！
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「……は？」


　あらためて男に目をやれば──


　二十代後半といったところだろうか。黒いあごひげ黒い髪かみ。鍔つば付き帽ぼう子しに、細身の長身を包つつむ服。よく見れば顔立ちは整ととのっているのだが、その右目にはアイパッチ。服ふく装そう全部が黒ずくめ。


「………………」


　あたしは無む言ごんで眉まゆをひそめ、


「どう見てもカタギには見えないわね」


　ナーガがあたしの気持ちを代だい弁べんする。


　実じつ際さい、男の格かつ好こうは、野盗たちの中にあって、何の違い和わ感かんもなかったのだ。


　対する男はぴくぴくしながらもこちらを見上げ、ただひとこと、


「……そっちもだろう……」


　……いや。まあ。


　ナーガの方は、やたら露ろ出しゆつ度どの高い服に、トゲトゲつきのショルダー・ガード、そしてドクロのネックレスという、いつも通りのナーガ服。


　あたしの方は、ショルダー・ガードにマントにバンダナ。旅の魔道士としてはふつーの格好なのだが、いっしょにいるのがナーガだという時点で、何を言おうとフォロー不ふ可か。


「えっとつまり……」


　あたしはしばし考えてから、


「仲間割われ？」


「……なんでそういう結けつ論ろんになる」


　男は抗こう議ぎの呻うめきを漏もらした。


「……俺おれはレオヴィル＝オーブリオン……こう見えても、流れのワイン職しよく人にんでな……」


　流れのワイン職人？


　うさんくささに、あたしは思わず小首をかしげた。


　酒の造りかたというのはよく知らないが、ワインというモノができ上がるまでに、年単位の時間がかかることくらいは知っている。


　旅をしながらワイン造り、などというマネができるとは思えないのだが……


　だが、あたしがそこにツッコミを入れるより先に。


「あなたがあのレオヴィル!?」


　声を上げたのはナーガだった。


「知ってるのナーガ!?」


「ふっ！　知らないのリナ!?　ワインの世界じゃあ有ゆう名めい人じんよ！」


　言って彼女はおーいばりで胸を張はる。


　にわかには信じられない話だが……しかしナーガが時々、変なことを知っているのもまた事実。


　……いずれにしろ、流れのワイン職人などとゆーよくわからない職業が実じつ在ざいすることだけは確かなようだが……


「ま……まあそういうことなら、何にしろあぶないところだったわねー。


　あたしたちが助けなかったら、野盗連れん中ちゆうに命までとられてたかもしんないわよ」


　にこやかに言うあたしを、男──レオヴィルは、ぴくぴくしながら見上げつつ、


「……この状じよう態たいで『助けた』と言い張るナイスガッツには敬けい服ふくするが……


　もし回かい復ふくの呪文を使えるなら……かけてくれんか……


　礼をするかどうかはそのあと考える……」


　言われてあたしは、あわてて治癒リカバリイの呪文を唱えはじめたのだった。





「──お前たちは、なぜこんな所に？」


　ともに街道を行きながら、レオヴィル……あぁめんどくさい、レオはあたしとナーガに問いかけた。


　彼を回復呪文で治し、野盗たちからサイフを没ぼつ収しゆうしたそのあとである。


　聞けば行き先は同じ町。彼がお礼がわりにそこでお昼ごはんをおごってくれる、ということで、同行することになったのだった。


「ふっ。もちろん、ワインの町を見学するために決まってるじゃない！」


　彼の問いに、ナーガは胸を張って答えた。


　この小さな街道の先に、ワインの名めい産さん地ちがある。そう言い出したのはナーガだった。


　正直、アルコールをあんまし飲まないあたしとしては、それほど興きよう味みがあるわけでもなかったのだが……


　ワインの産地となれば、おいしいブドウにありつけるのではないか。そう考えていっしょに行くことにしたのだが……その途と中ちゆうでこれである。


「そうか。あの町はワイン好きにはいいぞ。


　もともとモンローズの町は……」


　──と、ここからレオのワインうんちくを交えたくそ長いしゃべりがえんえんと続くのだが──


　要よう約やくすると、このあたりの山の中にはワインを造っている小さな村が点てん在ざいしており、造られたワインは一いつ旦たんモンローズの町に集められ、そこからこの街道を通ってあちこちに出しゆつ荷かされている、ということらしい。


　……たったこれだけの話、レオが語ると長い長い。


　──ワインを運ぶ時には品ひん質しつ劣れつ化かを防ふせぐために荷に藁わらをかけ、冷れい気き系けいの呪文が使える魔ま道どう士しが必ず一人はつく──


　などとゆーうんちくを、ことあるごとにはさみ、ナーガがそれにいちいち反応したりするもんで、さらに調子こいてレオがうんちくを披ひ露ろうする。そんなこんなで話は長くなる一方。


　結けつ局きよく、町に関するレオの解かい説せつが終わった時には、一行は当のモンローズに着いていたりした。


「……へえ……」


　あたしは思わず声を漏らす。


　見た目には、どこにでもある町なのだが、風の香かおりがあきらかに違う。


　どんな、と問われると困るのだが、わずかに甘いというかやわらかいというか。


「ふむ」


　と、レオは目を細め、


「葡萄ぶどうのできはよさそうだな」


「わかるの？」


　目を丸くして問うナーガに、彼は、かぶった帽子の鍔を指先で押し上げて、


「風が教えてくれる」
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『うわ寒ッ！』


「寒い言うなぁぁぁっ！」


　声をそろえるあたしとナーガに、彼はまなじりつり上げて、


「だってにおいで本当にわかるんだから仕方ないじゃないかっ！」


「けど……」


「言い方が……」


「もういいッ！


　それよりとりあえず、どこかそのあたりの店で昼にするか。


　もちろん──


　地元のワインをいただきながら、な」





　山さん菜さいフライにポークとキノコの炒いため物、牛肉のパイ皮包み焼きに秋野菜のバーベキューなどなど。


　大通りにある食堂で、十数種類の注ちゆう文もんをして、最初に運ばれてきたのは飲み物ドリンク。


　あたしはフリッカジュースで、ナーガとレオはもちろんワイン。


「ナーガ、あとでひと口だけ、ワイン、あたしにもちょーだい」


「飲みたければ自分で注文することね」


「どーせレオのおごりでしょ？」


「……そういえばそうね」


　などとやりとりを交わしつつ、一同カップを口もとに運んで──


　そこで、ナーガとレオ、二人の動きがぴたりと止まった。


「……気づいたか？」


「もちろん。においが濁にごってるわ」


　レオが問い、ナーガが答え──


「──おかみ！」


　店のおばちゃんに向かってレオは声をはり上げた。


「俺たちは、ワインを注文したのだが」


「……え？」


　呼ばれてやって来たおばちゃんの営えい業ぎよう用スマイルがわずかに引きつる。


「だから、ワイン……だろ？」


　言うおばちゃんに、レオはわざとらしく深いため息ついてから、


「こんなものはワインとは呼べんな。モンローズがワインの名産地だというのは作り話だったのか？」


「──今のは聞き捨ずてならねぇな」


　声を上げ立ち上がったのは、奥のテーブルについていた男たち四人。どんな町にももれなくついてくるごろつきたち、といった風ふう体ていである。


　おかみさんがおろおろと、こちらと男たちとを見回すうちにも、男たちはあたしたちの方に歩み寄りつつ、


「このあたりのワインを取り仕し切きってるのはうちなんだけどな。


　今のは何か？　うちに、いや、この町やあたりの村にケンカ売ろうってことか？」


　だがレオは、男たちの方など見ようともせず、カップのワインをひと口だけ含ふくみ、


「ワインは半分弱。残りはプルーム酒とランゴルドウォッカ、煮に立たたせたフリッカジュースと──あとはほんのわずか、ライゼール産の香こう茶ちやが入っている。


　原価は、このクラスのワインの三分の二程てい度ど、といったところか。


　つまりは──混まぜ物入りの偽にせ物ものだ」


　愕がく然ぜんと、男たちの足が止まった。


　お……おをををををををっ!?


　本場のはずのワインが混ぜ物入りだということよりも、レオがたったひと口で何が混ざっているかを当てたことにおどろいて、あたしは目を丸くする。


　もちろん、誰だれにでもできるマネではない。修しゆう練れんと経けい験けんを積つんだ者たちのうち、何百人、いや何千人に一人ができるかどうかといったところだろうか。


　レオは男たちにゆるりと目を向けて、


「味もにおいもワイン風にうまくとりつくろってあるが、な。


　よくできたカクテルだとは言えるが、こんなものをワインとは呼べんな。


　それで、今──


　お前たちがワインを取り仕切っている、と言ったな」


　気け圧おされるように、わずかに身を引く男たち。その顔に浮かぶ動どう揺ようの色を見れば、誰にでもわかる。


　正しいのはどうやらレオの方らしい、と。


「そんな……まさか……！」


　おばちゃんは、疑うたがいのまなざしを男たちに向けて──


「……で……


　でたらめぬかすなぁぁぁっ！」


　完かん全ぜんに裏返った怒ど声せいを上げる男の一人。


「何が混ぜてあるかなんてわかりっこねえだろ普通！　いや、もしも混ざりもんが本当に入っていたとしても、の話だぞ！」


「わかるのだから仕し方かたない」


　レオは全く動ぜずに、


「帰ってお前らのボスに聞いてみろ。


　レオヴィル＝オーブリオンという男がこう言っていたが、当たっていたか？　と」


「レ……!?」


　レオの名乗りに、男たちは硬こう直ちよくし、


「ま……まさかきさま、伝説の、流れのワイン職人……!?」


　伝説なんだっ!?


「伝説かどうかは知らんが、俺が流れのワイン職人だということは事じ実じつだな」


「…………っく……！」


　男たちは顔色をなくし、互たがいにおろおろ視線を交わしてから、捨すてゼリフさえ残さずにあわてて店から駆かけ出てゆく。


　一方店のおばちゃんは、ぼーぜんとレオに目をやって、


「あ……あなた様があの……！」


　あなた『様』て。


　ひょっとしてレオって……あたしが思った以上に有名人ですか……？


　おばちゃんは彼の方に近寄ると、あたしとナーガを目で指して、


「そうするとそちらのお二人は、お供ともの方ですか？」


「お供とは何よお供とは」


　ナーガが抗こう議ぎの声を上げ、続いてあたしが、


「彼が街道で野盗に襲われていたところを、通りかかったあたしたちが助けたのよ」


　その説明に、レオはなぜか一瞬何やら言いたげな顔をしたが、


「……おおむねその通りだ」


「けどさ、ちょっとまずいよ」


　と、おばちゃんは声をひそめて、


「今のはさ、このあたりのワインの仲ちゆう介かいを一手にやってる、サンテミリオンさんのところの人たちなんだよ。


　さすがにああいうことを言われちゃあ、黙だまっていないと思うよ」


「ワインに混ぜ物がしてある、ってことについては否ひ定ていしないわけ？」


　横から問いかけるあたしに、おばちゃんは困った顔でしばし沈ちん黙もくしてから、


「……あたしの舌したじゃあ、ワインに混ぜもんがしてあるかどうか、なんてことはわからないけどさぁ……


　実はサンテミリオンさんのところ、しばらく前に先代が亡なくなってね……


　坊ぼつちゃんのシモンさんがあとをついだんだけど……」


「そーいうことをやってもおかしくないタイプの人間だ、ってこと？」


　おばちゃんは渋しぶい表情を浮うかべて──しかし否定も肯こう定ていもせず、


「いかがわしげな連中がちょくちょく出入りしはじめた、ってことは事実だね……


　シモンさんは、運うん搬ぱんの護ご衛えいを増やしただけだ、って言うんだけどさ……」


「なるほど」


　レオは小さくうなずいた。


　これで大体の構こう図ずは想そう像ぞうがついた。


　親のあとをつぎ、このあたりのワイン流通を一手に握にぎったぼんくら二代目が、混ぜ物ワインでさらに大もうけ、などとゆーアホなことを思いついた。


　たぶんそんなところだろう。


「ふっ。これはどうやら、いろいろ調べてみる必要がありそうね」


　言ってナーガはレオと視し線せんを交わし、うなずき合って──


「なんで？」


　あたしのさめたツッコミが、一瞬、二人を静せい止しさせた。


　ナーガは眉み間けんにシワ寄せて、あたしの方をふり向くと、


「なんで……って……？」


「だって。


　どっかから調ちよう査さを依い頼らいされたわけでもないし、お礼がもらえるわけでもないし」


　…………ふぅぅぅぅぅぅ…………


　あたしの意見に、ナーガは深いため息をついてから、


「……リナ、ちょっと想像してみて」


「何を？」


「あなたが店で料理を注文するのよ。


　そうね……頼たのんだのは極ごく厚あつ特とく上じようサーロインステーキ。


　しばらくするとキッチンの奥から、肉が焼ける音が聞こえてきて──


　鉄てつ板ぱんに乗って出てきたのが、味はよく似ているけれど、サーロインのミンチと脂あぶらと赤身を分ぶ厚あつくかためた肉」


「許せぇぇぇぇぇぇぇんッ！　てゆーかハンバーグだしそれ！」


　モノをお肉にたとえられ、あたしはやっと、ことの重じゆう大だいさを理り解かいした。


　かくて、正義の怒いかりを燃やし。


　あたしたちは真しん相そうを究きゆう明めいするべく、調査に乗り出したのだった！





　モンローズの町の一角に、塀へいで囲われた大きな建たて物ものがあった。


　レンガ造づくりでほとんど窓まどはなく、玄げん関かん先さきに近づくだけで、アルコールの香かおりが漂ってくる。


　門の上には黒大だい理り石せきに金文字で、『サンテミリオン・ワイン』の名前。


　そこが、このあたり一いつ帯たいのワインを扱あつかう卸おろし売うり業者、シモン＝サンテミリオンのワイン集しゆう積せき所じよだった。


　あたしたち三人はあの店を出たあと、他にも何件か店を回り、ワインに混ぜ物がしてあることを確たしかめた。


　そのあとここへとやって来て、門番にひとこと言ったのだ。ワインの混ぜ物について聞きたい──と。


　それで門番は建物の奥へと飛んで行った。


　まずは直ちよく接せつゆさぶりをかける。それで相手がどう出るか、だが……


「これで反はん省せいして、おかしなことはやめてくれればよいのだが」


「甘いわね」


　待つ間、レオがこぼした希き望ぼう的てき観かん測そくを、あたしはあっさりうち砕くだく。


「ちょっとゆさぶった程度で反省してやめるなら、最初からそんなことしないわよ。


　たいていそーいうことする奴やつって、合ごう理り的てきとヒキョーの見分けがついていないわりに、自分のことを頭がいいってカン違いしてたりするもんだし」


「リナ、言ってて自分で耳、痛くない？」


「ほほぉう。ナーガ、それどーいう意味？」


　あたしとナーガ、二人の視線が火花を散ちらし──


「来たぞ」


　レオの声が死し闘とうの勃ぼつ発ぱつを止めた。


　目をやれば、建物の方からこちらへと向かい来るのは、六、七人の男たち。中には、門番や、メシ屋でレオの名前を聞いて逃げていった男の姿すがたもある。


　その一団の中心にいるのは、五十がらみの小太りの男。シュミは悪いが、いかにも値ねの張はりそうな服を着ているところからして──


「私がここの責せき任にん者しや、シモン＝サンテミリオンです」


　一同が、こちらのそばに来て足を止めると、小太りおっさんがそう名乗った。


「なんでも、町でワインに混ぜ物がしてあった、とかいう話ですが……


　いやはや、もしそれが本当だとすると嘆なげかわしい話ですなぁ」


　いけしゃあしゃあと言い放はなつ。


「えー。全くです」


　対して、あたしも満まん面めんの笑えみで、


「そんなバレバレのセコい悪あく事じなんてやったところで、結局はいつかバレて、後あと々あと自分の首を絞しめるだけだっていうのに。


　あったま悪いですよねー」


　ぴきっ！　と、おっさんのこめかみに青スジが立つ。しかし表情は全く変えずに、


「いやはやおっしゃる通り。誰がそんなことをしたのかは知りませんが、こちらで詳くわしく調査させていただきます。


　お知らせいただきありがとうございます」


　なるほど。やはりあくまでとぼけ通すつもりか。


「ところで──」


　と、シモンは同じ表情で、


「ワインに混ぜ物が入っていたという証しよう拠こはお持ちですかな？


　我われ々われとしても、そういう話があったというだけで同どう郷きようの仲間たちを疑うたがうわけにはいきませんからね。


　それで結けつ局きよく何もなかったら、あとあとの仕し事ごとに悪あく影えい響きようも出て来ますし」


　今度はあたしたちに反はん撃げきしてくる。むろんこれも予想のうちではあったが。


「証拠、だと？」


　レオは左の眉をはね上げて、


「町に出回っているワイン、それが証拠だ」


「ですから、そのワインが混ぜ物入りだという証拠ですよ。


　ご存ぞん知じとは思いますが、ワインというのは保ほ管かんの温度や樽たるが違っただけで味わいは全く違って来ます。


　失礼ながら、保ほ存ぞん状じよう態たいの悪いワインを店で出されて思い違いをなさった、などということではないでしょうね？」


　そのことばを一いつ笑しように付ふしたのは──


「ふっ！　笑わせてくれるわね！」


　レオではなくナーガの方だった。


「アルコールのなじみ具ぐ合あい、においの濁にごり！　あれが混ぜ物入りだなんてこと、誰にだってわかるわよっ！」


「……誰にだってわかる……？」


　つぶやいたのはシモンではなく、彼のやや後ろに佇たたずむ一人だった。


　灰色の髪かみをした長身の男。年ねん齢れいは──一体いくつくらいだろう。不ふ健けん康こうな二十代とも見えるし、シワのない老人のようにも見える。


　彼は妙みように底光りのするまなざしをナーガに向けて、


「ならお前達以外の誰がわかった？」


「ディケムくんっ！」


　男の失しつ言げんに、シモンはあわてて、


「……その言い方だと、本当にワインに混ぜ物が入っていて、我々がそれを知っているように誤解されてしまうぞ。


　言葉には注意してくれたまえ」


　後ろの男を叱しつ責せき、というかフォローしてから、あたしたちの方に向きなおり、


「失礼。


　今までに同様の訴うつたえは全くなかったものですから、あなたたちからのご忠ちゆう告こくを、同業の皆に対する侮ぶ辱じよくと受け取って、やや感情的になってしまったようですな。


　ともあれご忠告ありがとうございました。　調査はしておきますよ」


　証拠がないならそろそろ帰れ、という意味である。


　まあいい。これで相手のことはわかった。


　あたしはにこやかな笑み浮かべ、


「こちらこそ、ありがとうございます。お話できて、本当によかったです。それじゃあ」


　言ってくるりときびすを返す。


「ちょっと！　リナ！」


　ナーガが声を上げかけるが、レオも無言できびすを返し──


　結局あたしたち一行は、その場をあとにしたのだった。





「厄やつ介かいな相手だな」


　レオがぽつりとこぼしたのは、きびすを返してしばらく行ってからのことだった。


「ふっ。厄介？　あのタヌキ親父おやじが？」


　ナーガの問いに、しかし彼は左右に首を振り、


「いや。


　シモンは一いつ緒しよにいた男を、ディケムと呼んでいた。


　噂うわさにその名を聞いたことがある。


　ディケム＝オーゾンヌ。暗黒のカクテルマスター」


「暗黒の？」


「カクテルマスター？」


　出てきた変な二つ名に、眉をひそめるあたしとナーガ。


　レオは小さくうなずいて、


「さまざまなカクテルを極きわめ尽つくし、その暗黒面に魅み入いられた男。


　ある酒の味を、他の材料を使ってほとんど同じに再さい現げんすることさえできるという。しかも、原価を大おお幅はばに抑おさえて。


　カクテルをカクテルとして売るのなら、無む論ろん何も問題はないが、奴やつはその力に溺おぼれ、悪用している」


「それをあのシモンが雇やとった、ということね」


　とナーガ。


「奴が関かかわっているとすれば──あれを混ぜ物だと見抜ける者は、そう多くないだろう」


「なるほど……」


　あたしはつぶやいた。


　実じつ際さい、混ぜ物ワインを出してた店の人たちでさえ、デキが今一歩だと評ひようする人はいたものの、混ぜ物と気づいた人は皆かい無む。


　これでは、いくらあたしたちが混ぜ物入りだと主しゆ張ちようしたところで、気のせいだと一いつ蹴しゆうされておしまいである。


　いや、へたをすれば、レオヴィルの名前を騙かたって文もん句くをつけ、金をだまし取ろうとしているのだ、などとさえ言われかねない。


　でもって困ったことにその説せつ、ナーガとレオの格好を見ると、非ひ常じように説せつ得とく力りよくがあったりするのだ。


　これはなかなか面めん倒どうな話である。


　こーなったら……


「いっそ、あの建物丸ごと攻こう撃げき呪文でこっぱみじん……」


「駄だ目めだ！」


「何言ってるのよリナ！」


　冗じよう談だん二割のことばも終わらぬそのうちに、かみついてくるレオとナーガ。


「全く何考えてるのよ!?　あそこには大量のお酒があるのよ！　そんなことしたらもったいないじゃない！」


「え……でも、混ぜ物入りなんでしょ？」


「混ぜ物入りじゃないお酒もあるかもしれないじゃない！


　それを吹っ飛ばすなんてっ！　人を憎にくんで酒を憎まずって格かく言げんを知らないのっ!?」
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「そんなやさぐれた格言があるかぁぁっ！」


　絶ぜつ叫きようしてからあたしは小さく息をつき、


「けど、それならどーすんの？　ひょいひょいとシッポを出してくれるタマじゃあないわよ。あれは」


「──職しよく人にんたちに聞くしかないな」


　と、レオ。


「彼らなら、少なくとも味の違いはわかるはずだ」


「ふっ。それしかなさそうね」


　とナーガがうなずく。


　正直な話、あたしとしては、かなりどぉでもいい気分になってきているのだが……


　とりあえずなりゆき上、二人について行くのだった。





　おひさまが傾かたむきはじめた頃ころ。


　あたしたちがたどり着いたのは、モンローズのまわりに点てん在ざいする村のうち一つ、ブランというところだった。


　村といっても、ほんの十じゆつ軒けんほどの家がぽつぽつと緑の中に佇たたずむばかりの小さなもの。


　これまでにも他の村にある工房を何軒か回ったのだが、職人たちは何かを知っていそうなそぶりは見せるものの、返ってくる答えは全部、知らぬ存ぞんぜぬ心当たりなし。


　収しゆう穫かくのないままここへとやって来たのだが──あまり期き待たいはできなさそうである。


　この村にある工房は一つ。レンガ壁かべをツタに覆われた建物は、村の端はしに位置していた。


　訪たずねると、濃のう厚こうなブドウの香りが鼻をくすぐる。


　玄げん関かんドアをノックして、


「ごめんくださーい」


　呼びかけて待てど返事も何もなく。


　耳をすませば、何かの音が聞こえて来る。


　これは──何の音だろうか？


　顔を見合わせ、三人は音の方へと建物をまわり込んでゆく。


　やがて角を曲がった先には──一人の少女とブドウの山。


　大きな木のタライがおいてあり、タライの端にはボートのオールのように、長い柄えの杵きねがとりつけてある。彼女が柄の先を踏ふんだり離はなしたりするたびに、杵が上下し、タライの中身をぺちこんぺちこんと叩たたく。


　ワイン用のブドウを処しよ理りしているのだろうが──


「感心せんな」


　レオの漏もらした不満の声に、彼女はようやくこちらに気づき、動きを止めた。


　十七、八といったところか。質しつ素そだが清せい潔けつなエプロンドレス。頭をすっぽり覆う作業帽から、金色の髪がほつれこぼれている。


　青い瞳ひとみをこちらに向けて、


「……え？」


　とまどいのまなざしに、レオは名乗るより先に、


「破は砕さいの基き本ほんは軽く潰つぶすことだ。


　種の状じよう態たいによっても風味は変わる。木の杵を使ってそんな風に破砕すると、種まで潰れて後々雑ざつ味みを残すことになる。


　杵を落とし切るのではなく、盥たらいの底を叩く直前に止めるんだ」


　ワイン造りのアドバイスらしきことを口にする。


　とたん、レオを見る彼女の目が変わった。


「あなたがたは一体……？」


「ふっ！　人呼んで白蛇サーペントのナーガとはこのわたしのことよっ！」


　と、まずまっ先にナーガが名乗り、


「あたしはリナ。で、その人が……」


「レオヴィル＝オーブリオン。流れのワイン職人だ」


「レオヴィル……!?」


　どうやら、やはりその名を知っていたらしく、彼女は驚おどろきに目を開き、


「あ！　あのっ！　わたしは、マリー＝ラトゥールっていいます！　ここのワイン工房の職人です！」


「そうか」


　レオは小さくうなずいて、


「主あるじに会いたいのだが」


「ええっとその……」


　彼女はほんのすこし口ごもり──


「わたしが、ここの主です」





　ここはもともと、マリーのおとーさんがやっていた工房だった。


　腕うではよかったのだが、ややガンコなところがあって、時々マリーに手伝いを頼たのむものの、基本的には一人でやっていたらしい。


　その父親が、一年前に事じ故こ死しした。


　工房を畳たたむという選せん択たく肢しもあったのだが、結けつ局きよく彼女はあとをつぐ決けつ意いをした──


　と、どうやらそういうことらしい。


　彼女がそんな話を終えると、レオは、


「工房を絶たやさぬようにという気持ちは感心だが、そのぶんでは、父親からまだ教わっていないことも多いのだろう？」


「……たぶん……」


　マリーは言って下を向く。


　あとをつごうと決意したほどならば、一通りのことは教わってはいるのだろうが、教わっていないことも多々あるだろう。


　現につい今しがた、レオから作業のダメ出しをされたばかりである。


「多少のことなら教えてやれると思うが」


「本当ですか!?　ぜひ──」


「──ってちょっと待ったぁぁぁっ！」


　盛もり上がる二人にあたしは横からストップをかけ、


「それは別にいいんだけど、目的見失わないでよね」


「──そういえば──そうだったな」


　レオがようやく我われに返ったところで。


「実は、モンローズの町で、混ぜ物入りのワインが売られてたのよ。


　どーやら、流通を取り仕切ってるサンテミリオンの二代目、シモンが何かやってるみたいなんだけど……何か知らない？」


　話が横道にそれるのを防ぐため、あたしの方から問いかける。


　とたん、マリーは表情を曇くもらせて口を閉ざした。


　……やはり何かを知っているようである。


　ならば。


「もしそんなワインが世の中に出たら……それは結けつ果かとして、モンローズの名を汚けがすことに──あなたのおとーさんがいっしょうけんめいやってきたことを台だい無なしにすることになると思うのよ」


「──！」


　ぴくりっ、と彼女の肩がふるえる。


「混ぜ物ワインが世の中に出てからじゃあ遅おそいのよ。


　名が通っているからいいものなんじゃあない。できるだけいいものを作り続けて作り続けて、なおかつ運が味み方かたしてくれて、それでやっと名が通るのよ。


　その信しん頼らいを築きずき上げるには長い長い努力がいるけど、それをつき崩くずすには、たった一つの裏切りだけでじゅーぶんよ。


　その裏切りを今、シモンが……いえ、サンテミリオンがやろうとしている。


　止めるチャンスは今しかないわ」


　ことばを切ってしばし待ち──


「……職人仲間から変な噂は聞きます……」


　うつむいたままで彼女はつぶやく。


「シモンさんは、先代さんの時よりも割わり高だかでワインを引き取ってくれたんです。


　それで最初は、職人の間では評ひよう判ばんは悪くなかったんですけど……


　そのうち、ワインに何かしてあるんじゃあないか、って噂が出てきたんです。


　町で自分たちが造ったはずのワインを飲むと、味が変わっていた、って。


　けど……確かく信しんがあるわけでもないし……」


「なるほどねぇ」


　なかなかうまいやり口である。


　混ぜ物で原価を安くおさえられるのなら、ワインを少々割高で仕入れても、結果としてシモンのもうけは大きくなる。


　なおかつ職人たちとしては、前より高く買ってもらっている以上、うかつな文もん句くは言いにくい。


　それで、今まで回った工房の職人たちは何も言わなかったのだろう。


「でもそうすると、前より割り増しされたぶんって、共きよう犯はんになってくれ、っていう口止め料みたいなもんじゃない」


「口止め料って……！」


　あたしの言いように、彼女は抗こう議ぎの声を上げようとして──結局、力なくうつむく。


「……確かにそうかもしれません……


　けど、ならどうすれば……？」


　そう。問題はそこなのである。


　職人たちに聞いても証拠らしい証拠が得られないというのなら……


　こちらが答えあぐねていると、彼女は、ふうっ、と息を吐はき、気を取り直して顔を上げると笑顔をつくり、


「決まってないのなら、とりあえず、今日はうちにお泊とまりになりませんか？


　そこで、みんなで考えましょう。


　今から町に戻るのは大変でしょうし。部屋だけは余あまってますから。


　それに──」


　と、レオにほほえみを向けて、


「ワイン造りの講こう義ぎも、できればお願いしたいところですし」


　──かくてあたしたちはその夜、マリーの工房におじゃますることになったのだった。





　工房の夜はおだやかにふけてゆく。


　豪ごう華かとはいえないがおいしい夕食。ちなみに夕食のテーブルにはブドウも出たのだが、ワインの仕込みに適てきした状態のブドウと食べておいしいブドウとは少し違うのか、期待していたほどの味ではなかった。


　そのあと、レオはマリーにワイン造りの実じつ技ぎレクチャー。あたしとナーガは小さな食堂で雑ざつ談だん。


　あたしもホットワインをちょっぴり飲んで、体ぽかぽかいい気分。


「──ちょっと風かれに当たっれくゆ」


「ろれつが回ってないわよ。リナ」


「やかまひい」


　言ってあたしは部屋を出た。


　住居は工房の建物の中にある。いくつかのドアを開けていくつかの部屋を通り抜け、外に──出たつもりだったが、どうやらどこかで間ま違ちがえたらしく、出たのは作業所の片かた隅すみだった。


　その奥、離はなれた場所ではレオとマリーが何やら仕込みの作業中。


　なんとなく、あたしはその場で足を止めた。


「──ここまではわかったか？」


「はい」


　二人の声が聞こえて来る。


「少し休むか」


　レオは作業の手を休め、近くに置いたイスに、こちらに背を見せる形で腰こしを下ろす。


　その背中に向かって、


「……お兄ちゃん……」


　かけたマリーのつぶやきに、レオの肩が小さくふるえる！


　ふり向かぬ彼に、マリーは続ける。


「実はわたしには……昔、生き別れたお兄ちゃんがいるはずなんです。まだ小っちゃい頃のことだったんで、顔もよくおぼえてないんですけど……


　父さんがワインの造り方を教え込もうとして、その厳きびしい教えかたがイヤで家を出ていったらしいんですけど……


　今ふっと……名前は違うけど、レオヴィルさんがわたしのお兄ちゃんなんじゃあないかな、って、そんな考えが頭に浮かんで……」
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　レオは何も答えない。だがあたしの目は、その後ろ姿に明らかな動どう揺ようの色を見て取ったのだった──







（混まぜ物ものワイン探たん訪ぼう記き：つづく）
















　次回予告





　果たしてリナたちは混ぜ物ワインの証拠を見つけ、サンテミリオンたちの野望を阻そ止しすることができるのか!?


　依い頼らい料りようとか出そうにないが、そのへんのことはどうなのか!?


　そして、レオとマリーの関係は!?


　なお、この物語はフィクションです。実在の人物・団だん体たい・食品会社・温おん泉せんとは無む関かん係けいですのでご了りよう承しようください。


　それはさておきともあれ次回、『混ぜ物ワイン探訪記』後編！


　食品表ひよう示じが正しいかどうかを店員にしつこく訊たずねつつ待て！




混まぜ物ものワイン探たん訪ぼう記き［後編］













　あらすじ





　旅たび路じをゆくリナとナーガはその途と中ちゆう、襲おそわれていた流れのワイン職しよく人にん、レオヴィルを助けることになる。


　三人が向かったのは、ワインの隠かくれた名産地、モンローズの町とその周しゆう辺へん。


　だがそこでは、混まぜ物で嵩かさ上げされた精せい巧こうな偽ぎ造ぞうワインが売られていた！


　それが、ワインの仲なか買がいをするシモン＝サンテミリオンのしわざと見た三人は、集しゆう積せき所じよに乗り込み、サンテミリオンに荷か担たんする悪のカクテルマスター、ディケムの存そん在ざいを知る。


　のらりくらりと言い逃れるシモン。


　リナたちは混ぜ物ワインの証しよう拠こを摑つかむため、近くのワイン工房を回って聞き込みを開始する。


　そこで出会った、亡なき父の工房を守ろうとする少女、マリー。


　彼女はレオが、自分の生き別れの兄ではないかと語るのだった──







　店内は、重い空気に満みちていた。


　集まったおっちゃんたちは一人残らず眉み間けんにシワ寄せ、ただでさえ濃こい顔立ちの濃さを一いつ層そう増ましている。


　シワの理由は、彼らの前に置かれたカップ。


　中には赤い液えき体たいが満ちていた。


　あたしたちがマリーの工房を訪おとずれてから、三日ほど経たった日のことである。


　小さな村の小さな宿屋。一階が食堂で上が宿というオーソドックスなつくりだが、村の大きさや場所を考えると、とうてい流は行やっているとは思えない。


　しかし今。その一階を借り切って、集まっているのは二十人以上の男女たち。


　ひょっとすると、この宿はじまって以い来らいの客入りなのではないだろーか。


　いるのはほとんどはおっちゃんばかり。マリーに声をかけて集めてもらった、近きん隣りんのワイン職しよく人にんの皆々様である。


　本題の前にまず乾かん杯ぱい、と、店の人が出してきたワインをみなさん口にして──


　とたん、全員眉間にシワ寄せ沈ちん黙もく。


　そう。今みなさんに出したのは、他ほかでもない、サンテミリオンの売っている混ぜ物ワイン。


　そこに──


「これが、みなさんの仕事ですか？」


　マリーが朗ろう々ろうと呼びかけて、


「これがモンローズのワインなのか？」


　レオが続けて問いかける。


　職人たちが何も言えずにいる間に、マリーは一同をぐるりと見渡し、


「わたしはブランの村で小さなワイン工房をやっている、マリー＝ラトゥール。


　テルヌの娘、と言った方がみなさんにはわかりやすいかもしれません」


　と、前に亡なくなった父親の名前を出す。


「そして彼が──」


　と、隣となりの黒ずくめを手で指して、


「たまたまこの町にいらっしゃいました、流れのワイン職人、レオヴィル＝オーブリオンさん」


　レオの名に、おおっ……と、職人たちの間から呻うめき声が漏もれる。


　このレオ、一見すると、ただの黒ずくめごろつきにーちゃんでしかないが、実はワイン製せい造ぞう業ぎよう界かいでは知る人ぞ知る、流れのワイン職人だということなのだ。


　……あたしにはいまだ、それがどーいうものなのか、よくわかんないのだが。


　かくいうあたしとナーガとは、店の片かた隅すみで今は黙だまって座すわっているだけ。


　混ぜ物ワインなんぞとゆーふざけたマネをしたサンテミリオンをどーにかする、そのテを考えたのはあたしだが、この場の説せつ得とくはマリーとレオの役やく割わりである。


「知っている者もいるだろう。これが、サンテミリオンが、モンローズのワインとして売っているシロモノ。


　──混ぜ物入りだ」


　レオは一同をぐるりと見回し、言い放つ。


　職人たちがざわめいた。


　彼らの中には、そのことに薄うす々うす気づいている者も、そうでない者もいたのだろう。


　ある者は驚きよう愕がくに目を開き、別のある者は気まずげに視し線せんをそらす。


　かまわずレオは先を続けた。


「ワインのような味と香りにはなっている。


　よくできたカクテルだとは言えるし、これはこれで、と飲む者もいるだろう。


　だが。


　これをワインと呼んでいいのか？


　自分が造つくったワインがこれなのだ、と。これが自分の仕事の結けつ果かだと、皆みなは胸むねを張はって言えるのか？


　世せ間けんから、これがモンローズのワインなのだと思われて、それでいいのか？」


　──いいわけねえだろ──


　誰だれかがつぶやく。


「わたしも同じ意見です」


　と、今度はマリー。


　真しん摯しなまなざしで職人たちを見渡して、


「亡くなった父は、よく言っていました。


　ワインはある意味、我わが子みたいなものだ、と。


　わたしには親の気持ちというのはよくわかりませんけど……


　ひょっとしたら、父さんが造って遺のこしたワインも、混ぜ物で量りようを増やされて売られているんじゃあないか、って想そう像ぞうしたら……なんていうのか……父さんの人生そのものを否ひ定ていされたような気がして……」


　彼女はしばし口をつぐむと、小さく鼻をすすって、
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「みなさんが丹たん誠せい込めて造ったワインも、自分の子供みたいなワインも、混ぜ物をされて質を落とされて売られている、ということになります。


　サンテミリオンの当代……シモンさんが、わたしたちのワインを高く評ひよう価かして、それで高く買ってくださるのならいいんです。


　けど……ある人に言われたんです。


　高く買ったんだから、混ぜ物のことには何も言うな、っていうのなら、それは口止め料と同じことだ、って」


　聞く職人の反はん応のうはさまざま。気まずく黙だまって目をそらす者、怒いかりに顔を染そめる者。


　いずれにしろ、ここでサンテミリオンを擁よう護ごに出る者はいない。


「ならみんなでシモンの旦那だんなに直じか談だん判ぱんだ！」


　うちの一人が眉まゆを吊つり上げ声を上げ──


「もうやってみた」


　レオが静かに口をはさむ。


「ご丁てい寧ねいな言い回しで、証しよう拠こがあるなら見せてみろ、と言われた。


　あれはとぼけ通す気だな。


　たとえここにいる全員で直談判に行ったところで、その場だけの安やす請うけ合いをされるか、適てき当とうに煙けむに巻かれて終わりだな」


「けど集しゆう積せき所じよに乗り込みゃあ、混ぜ物に使ったものがあるはずだろ？　それを見つけりゃあ動かぬ証しよう拠こになるってもんさ！」


　と、別の職人。


　しかしこれにもレオは冷れい淡たんに、


「ワイン以外の飲み物も扱あつかおうと考えていただけだ、と言い抜ぬけられて終わり、だな」


「……じゃあどうすりゃあいいってんだ!?」


「簡かん単たんなことだ」


　問われてレオは言う。


「サンテミリオンにワインを売らなければいい」


「……いや。あのな。そう言っても、このあたりでワインの仲なか買がいをやっているのはあそこしかないんだぜ」


　指し摘てきに彼はあっさりと、


「他に仲買がなければ作ればいい」


　さすがにこの発言には、職人たちも吐と息いきをついて、


「簡単に言ってくれるけどよ。資し金きんや人ひと手ではどうするんだよ？


　ワインのことをロクに知らねえ者モンに任まかせて、運んでる途中でダメにしちまった、なんてことになったら最さい悪あくだ。


　まさか……オレたちみんなに金と人を出せ、なんて言うんじゃねえだろうな？」


「いいえ」


　きっぱりと。そこでマリーが言い放つ。


「わたしが仲買をはじめます」


　と。


　一同の視し線せんが彼女に集まる。


「確たしかに今はお金はありません。けどわたしには、父さんが遺のこしたワインがあります。


　もしこの話が決まったなら、今日明日あたりに準じゆん備びをして、あさっての朝にでも、それのいくらかを離はなれた町に売りに行き、買い付けの資金を作ります。


　それを元手にすれば、なんとかやっていけるはずです」


「けど……ってぇことは、親父おやじさんの工房を閉しめちまうってことか？」


　誰だれかの問いに、マリーはさみしげな笑みを浮うかべて、


「たしかに……当とう面めんはそういうことになるでしょう……


　けどいつか──状じよう況きようが安定すれば、工房を再さい開かいできるようになる日も来るかもしれません。


　逆ぎやくにここで何もしなかったら、父さんのワインはこれからずっと、混ぜ物をされて売られるでしょう。


　それならまだ、わたしが選んだ道の方が、父さんもきっと喜んでくれる。そう信じています」


　言って決けつ然ぜんと一同を見渡す。


　むろん。


　もはやこの場に、彼女の決意に異いを唱となえようとする者は一人もいなかった。





　木こ陰かげでは、幹みきにつながれた馬がもしゃもしゃ飼かい葉ばを食はんでいた。


　マリーが近所から借りてきた馬である。


　そばには年ねん季きの入った荷に車ぐるまがあり、少し離れて藁わらの山。


　工房の中、扉とびらの向こうには、出しゆつ荷か用ようの樽たるに詰つめ替かえられたワインが眠っている。


　出発の準備は万ばん端たん。


　マリーは腰こしに手をあてて、あたりを見回し、ふうっ、とひとつ、息をつく。


　職人たちの集会から明けて翌よく日じつのことである。


　まだ昼にもなっていない。今から出れば、夜になる前にワインを売る予定の町にたどり着けるが……その場合、宿代という出しゆつ費ぴがかさむ。


　明日の朝早く出て昼に商しよう談だん、夜にはここに帰って来る。そういう予定だった。


「いよいよ明日、ですね」


　準備を手伝ったあたしたちの方をふり向いて、マリーはいささか興こう奮ふんした口く調ちようで言う。


「それじゃあわたし、そろそろお昼ごはんの用意をしますね」


「ふっ！　ならこのわたし、白蛇サーペントのナーガもごはんの用意、手伝ってあげるわっ！」
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「あの、ナーガさん、手伝ってくださるのはいいんですけど、味あじ見みと称しようしてワインをごっぱごっぱ飲むのはさすがにもう勘かん弁べんしてほしいんですけど……」


　などと会話を交わしつつ、二人は工房の中へと入ってゆく。


　秋風の中に残されたのはあたしとレオ。


「……はりきってるわねー。彼女」


「緊きん張ちようしているのだろう」


　あたしのつぶやきにレオは言う。


「けど彼女……最初はこの工房を継つぐつもりだ、って言ってたのに、仲買をはじめるって話によく乗ってくれたもんね」


「人ごとのように言うな。あんたの発案だろう」


「ま、そうなんだけど」


　肩かたをすくめて認みとめると、レオはしばらく沈ちん黙もくしてから、


「……ここ数日、マリーにワイン造りの指し導どうをしていたが、彼女は自分の未み熟じゆくを痛つう感かんしていたようだった。


　自分がワインを造っても、父のものには及およばない。及ばぬワインを造って売ったとしても、工房を守ることにはならないのではないか。そう悩なやんでいたようだ。


　おそらくそんな葛かつ藤とうもあって、この話に乗ったのだろうな」


「……まー、彼女のおとーさんか、それ以上にウデのある人でも身近にいてくれたら、話は違ってくるんでしょーけどね……」


　あたしはぽりぽり頭を搔かいて、


「……で、余よ計けいなお世せ話わだって自分でもわかってるんだけど……


　ちょっと前、聞くともなしに聞いちゃったのよ。


　あなたが……マリーの、生き別れの兄さんなんじゃあないか、って──」


「それはっ──！」


　レオは一いつ瞬しゆん、顔を朱しゆに染そめあたしの方をふり向いて──


　長い吐と息いきをひとつついて、


「……それは、あんたが口をはさむ問題じゃあない」


　言うと不ふ機き嫌げんにきびすを返し、工房の方へと歩みゆく。


　……まあ……確かにその通りではあるのだが……


　すっきりしないものを感じつつも、あたしは小さく息をついたのだった。





　がたごと音立て、荷馬車は秋の道を行く。


　よく晴れてはいるものの、朝の空気はひんやりとしている。


　御ぎよ者しやはマリーが一人だけ。以い前ぜん、父親の手伝いで荷物運びをしたこともあるらしく、手た綱づなさばきはなかなかのもの。


　荷車に乗っているのは、一見すると藁の山。


　本当の荷はワイン樽だが、秋の山道とはいえど、樽が直ちよく射しや日光に長時間当たると、中のワインの温度が上がり、質が落ちるおそれがある。それを防ふせぐために上から藁をかぶせているのだ。


　夜明けのうちに村を出て、モンローズの町を通り抜け、街かい道どうが続く先の町へ行き、ワインを売りさばく。


　手て間まもかかるし大変だが、売買が軌き道どうに乗れば、サンテミリオンにとっては致ち命めい的てきな打だ撃げきになるはずだった。


　──軌道に乗れば、の話だが──


　馬車はがたごと道を行く。


　道の左右を覆おおう木々が濃こさを増し──その時！





　づがぅおぉごぉん！





　突とつ然ぜんの爆ばく発はつは木々の間で起きた！


　馬がいななきマリーはあわてて手綱をさばく！　なんとか馬をなだめて見やった視線の先、煙けむり立たつしげみの奥から街道へと姿すがたを見せたのは──


「おっし読みどーりっ！」


「ほーっほっほっほ！　策さくを弄ろうしたつもりだったんでしょうけれど、悪あく党とうの考えることなんてとっくにお見通しよっ！」


　ほかでもないこのあたし、リナ＝インバースと白蛇サーペントのナーガ！


「そうするとやっぱりわたし……待まち伏ぶせされていたんですか」


　不安げにマリーが問いかける。


　そう。彼女の行く手、しげみの奥に、得え物ものを手にして身をひそめていたのは五、六人の男たち。


　たぶん、こちらの動きを知って、サンテミリオンが送りつけてきたごろつきたち。


　あたしとナーガはこっそりマリーのあとをつけ、潜ひそんだごろつきを発見し、攻こう撃げき呪じゆ文もんをぶちかましたのだ。


　マリーの方にのみ注意を向けていた男たちが、これをかわせるはずもなく。全員ひとたまりもなくへち倒たおれている。


　……まあ、事じ前ぜんに言っておいたとはいえ、やはり自分が狙ねらわれていたと言われれば、気持ちのいいはずもないが。


「けどまあ、全員ぶち倒したから、もぉだいじょーぶっ！」


　と、あたしは気楽にＶサイン。


　実のところ。


　これこそが、あたしの立てた、真のサンテミリオン対たい策さくなのだっ！


　ワイン職人の一いつ致ち団だん結けつ。それももちろん計画の一いつ環かん。とはいえこれは順じゆん調ちように行きはじめるまで時間がかかる。


　だが。その計画は遠くないうちに、サンテミリオンの知るところとなるはずだった。


　その時連中は、どういう手を打ってくる？


　ほうっておけば、サンテミリオンにとっては致ち命めい傷しよう。なりふりかまってはいられないだろう。


　なら、一番ありえるのが、実じつ力りよく行こう使しの妨ぼう害がい工作である。


　そこで襲しゆう撃げき者しやをぶち倒し、黒くろ幕まくがサンテミリオンだと白はく状じようさせることができれば、すべてはそれで解かい決けつ、というわけである。


「じゃ、あたしたちはこいつらふん縛じばって、町まで連れん行こうして背はい後ご関かん係けい白状させるから。


　あなたはがんばってワイン売ってきてね」


「ふっ。せいぜい気をつけて行くのね」


「はい。それじゃあそちらの方はよろしくお願いします」


　言ってマリーはぺこりとおじぎをして、ふたたび荷馬車を進めゆく。


　その背中を見送って。


「さーて、と」


　あたしとナーガは、顔を見合わせてうなずき合った。





　陽ひはやがて、中天近くにさしかかり、風もあたたかみをおびはじめている。


　そろそろ昼と言っていい時じ刻こくだが、町まではまだやや距きよ離りがあった。


　荷馬車は変わらぬペースでがたごと道を行く。


　……かさりっ……と、そばのしげみが小さく揺ゆれた。


　マリーも馬も、そんなことは気にもとめずに進み行き──


　がざざざざっ！


　しげみが揺れる！　影かげが飛び出す！


　荷馬車の前に六つ、後ろに四つ。


　スカーフで鼻から下を隠かくした男たち。手に手にナタやら棍こん棒ぼうやらをにぎりしめ。


「──あなたたち──!?」


　悲ひ鳴めいじみたマリーの声も終わらぬうちに、男たちは地を駆かける！　彼女が乗った荷馬車に向かって！


　瞬しゆん間かん！


『氷フリーズの・矢アロー！』


　重なり響ひびいた声二つ！　続くは男たちの悲鳴と怒ど声せいと驚きよう愕がくの声！


「ほーっほっほっほ！　おとりに先せん発ぱつ隊たいを配したくらいで、この白蛇サーペントのナーガの裏うらをかいたつもりになるなんて、ずいぶんと甘く見てくれたものねっ！」


「……ま、そんなだから使い走りのごろつき用よう心じん棒ぼうなんだろーけど」


　言いつつ木々の間から現れ出たのは、むろんあたしとナーガの二人！


　氷づけで動けなくなった男たちは、しかし気き絶ぜつはしていない。その目があたしとナーガの動きを追っている。


　その男たちに向かって、あたしはしげみから歩み出て、


「襲しゆう撃げきが最低二回ある、ってことくらいは予想できたわよ」


「……なぜ……？」


　男の一人が問いかける。その声がふるえているのは、寒さのためか、悔くやしさのせいか。


「簡かん単たん。


　まず最初、山の中でレオが襲おそわれた。


　その時は、野や盗とうのしわざか何かだと思ってたんだけど……考えてみれば変だったのよ」


「……変……だと……？」


「そーよ。


　レオの格かつ好こうは知ってるでしょ？


　あんな、見た目にもお金持ってなさそーなごろつきふうの人を、わざわざ野盗が襲うと思う？」


「当人が聞いたら怒るわよ、リナ」


　と、後ろでナーガが苦く笑しようする。


　当のレオは、今日はマリーの工房で留る守す番ばんなのだが。


「じゃあ誰がレオを襲ったか？


　あたしはこう考えたのよ。


　ひょっとしたら、噂うわさか何かで、彼がモンローズの町に向かっていることを知った誰かさんが、ワインに混ぜ物がしてあることがバレるとマズい、ってことで、ごろつきに野盗のフリをして襲わせたんじゃあないか、って。


　もしこの想そう像ぞうが当たっていて、その『誰かさん』がサンテミリオンだとしたら？


　相手はマリーのそばに、あたしとナーガとレオがいることや、レオへの襲撃で、ごろつきたちじゃああたしとナーガに勝てなかったと知っている。


　なら、どうするか。


　最初は、足のつかないルートで雇やとったごろつきたちに襲撃させる。


　こいつらはまあ、ただの捨すてゴマ。


　襲撃が成せい功こうすればそれでよし。失しつ敗ぱいしても、そこであたしたちは油ゆ断だんするはず。そのスキを突ついてあなたたち本隊が襲撃をかける。
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　たぶんこっちには、ある程てい度ど信用の置ける連中を配置する。


　そんなところね」


「……じゃあ……さっきの連中を町に連れて行く、とか言っていたのは……」


「ウソよ。


　さるぐつわ嚙かませて、適てき当とうなところに縛りつけといただけ。いかにも捨てゴマくさかったから、背後関係とか聞いてもムダだと思って。


　あんたたちがこっちの様子をどっかから見てる可か能のう性せいがあったから、油断させるためにああ言ったのよ。


　あ。ひょっとしたら第三次の襲撃とかもあるのかもしんないけど、さすがにもうムダだから。


　……と、ゆーことで」


　あたしは、男たちのうち一人の前に立ち、口もとを覆おおうスカーフをひっぺがす。


　その下から現れたのは、モンローズの町のメシ屋で出会った、サンテミリオン子こ飼がいのごろつきその一の顔だった。


「逆チキンゲームはじめまーす！


　最初に全部話してくれた一人には特に何もなし。


　けど、あんたたちをかばってすらくれなさそうな雇やとい主に義ぎ理り立てしてしゃべらなかった他のみなさんは、死ねないけれど死にたくなる程度に攻撃呪文で──」


　あたしのことばが終わるより早く。


　男たちはヒナ鳥のごとく一いつ斉せいに、シモン＝サンテミリオンの悪あく事じをまくし立てはじめたのだった。





　人々の間にざわめきがひろがってゆく。


　モンローズの町の一角にある、サンテミリオン・ワイン集しゆう積せき所じよ。


　一瞬あたしたちを止めようとした門番も、敷しき地ちの中で作さ業ぎようをしていた人たちも、動きを止めてこちらに目をやっている。


　それはそうだろう。


　見知った顔の用よう心じん棒ぼうたちが、ずらりとヒモでつながれて、ぞろぞろ引っ立てられているのだから。


　彼らを引っ立てているのはむろん、あたしとナーガ、レオとマリーの四人である。


　だがメンバーはそれだけではない。


　繫つながれた用心棒たちの後ろからは、近きん隣りんの村から集まったワイン職人たち十数人が、怒りの表情もあらわにぞろぞろついて来る。


　襲撃者を撃げき退たいしまくり、町でワインを売って無ぶ事じに帰ったその翌よく日じつのことである。


　近隣の職人たちを呼び集め、その前で用心棒たちにすべてを話させて、全員でここに乗り込んだのだ。


　こちらが集積所の建たて物ものにたどり着くのより早く。


　表の騒さわぎに気づいてか、建物から飛び出して来たのは、見おぼえのある顔を交えた一団、ざっと十人ばかり。


「こ……これは……！」


　その中心にいた五十がらみのおっさんが、こちらを目にして驚きよう愕がくの声を漏もらす。


　言うまでもない。このおっさんこそが混ぜ物ワイン事件の首しゆ謀ぼう者しや、シモン＝サンテミリオン。


　さすがにこうなると、その顔からは血の気が引いている。


　すぐそばには、シモンに混ぜ物ワインの技ぎ術じゆつを教えただろう男、ディケムが陰いん気きな顔で佇たたずんでいた。


　シモンはふん縛られた用心棒たちを見回して、


「……どういうことだっ……!?」


「説明しなきゃあわかんない？」


　つき放したあたしの問いに、彼はしばし沈黙してから、


「……そいつらが何かやったのか？」


　ほほう。この期ごに及およんでまだとぼけようと。


　そのしぶとさだけは、たいしたものだと認みとめるが。


　あたしは用心棒たちを指し、


「こいつら、もう全部しゃべったんだけど。


　あんたがワインに混ぜ物をしてること。マリーがそれを妨ぼう害がいしようとしているのを知って彼女を襲ったこと」


「そうか。そういうことか」


　シモンは苦々しげに口の端はしをゆがめ、用心棒たちを目で指すと、


「実はそいつらは、行いに問題があるので、先日私がクビにした連れん中ちゆうなのですよ」


　ざわりっ、と用心棒たちがざわつく。


　──なるほど。そう来たか。


「私を恨うらみに思ってか、そう言えば罪つみが軽くなるとでも思ってか、私に頼たのまれた、などという作り話をしておるのでしょうな」


　あくまでのらくら言い逃のがれる、と。


　ならば。


　あたしはため息ついて、ちらりとナーガに目をやった。


　それを合あい図ずに。


「ほーっほっほっほ！　どうやら自分が何をしていたかということさえ思い出せないようねっ！」


　ナーガが声をはり上げる！


　相手を見下しきったまなざしと声で、


「なら思い出せるように、最初から説明してあげるわっ！


　あなたは、みんなが造ったワインに、へったくそな混ぜ物をして、嵩かさ上げして売ってもうけを出そうとした！


　まあ、この白蛇サーペントのナーガに言わせれば、あんな酒とも呼べない半はん端ぱなものを、ワインと称しようして売るなんて、腹が立つというよりは、その度ど胸きように恐おそれ入いるわね。


　混ぜ物に入っていた渋しぶみの処しよ理りも不十分だしアルコールのトゲトゲしさだけが変に舌したにつくし。子供が適てき当とうにジュースを混ぜてもあれよりマシな──」


「黙だまれっ！」


　ナーガのことばを遮さえぎって、怒いかりの声を上げたのは、シモンの後ろでじっと黙っていたディケム！


　おーしっ！　狙い通りっ！


　シモンの方はともかくとして、ムダにプライドが高そうな彼なら、挑ちよう発はつに乗るのではないか。


　それも──挑発して来る相手が、いかにも人生失敗丸出しのナーガとなればなおさらのこと。


「──ディケムくん！」


　あわててシモンが止めようとするが、シモンの制せい止しももはや耳に入らないのか、ディケムはナーガをにらみつけ、


「口先だけの侮ぶ辱じよくもいいかげんにしろ！


　酒場からはそんな苦情は来ていない！　ワイン職人どもにしても、味が変わっていると気づいた者こそいたものの、見抜いた者は一人もいない！　あれが──」


「ディケムくんっ！」


「あれがカクテルだということを」


　言った。


　シモンが──


　絶ぜつ望ぼうにがくりと膝ひざをつく。


　その彼をディケムは見下ろし、


「……恨うらまないでもらいましょうか。


　何にしても、あなたはおしまいだったんですから。


　もしここであなたがうまく言い逃のがれていたとしても、職人たちはもうあなたにワインを売ってはくれなかったでしょうからね」


　言って今度はこちらに目をやり、


「見み抜ぬかれた以上、負けを認みとめよう。


　だが俺おれが負けたのは、これがカクテルだと見抜いた者の舌に、だ。


　言い換かえれば、これがカクテルだと見抜けなかった連中──このあたりのぼんくら職人どもには勝った、ってことだ」


　色めき立つ職人たちを、あたしは手を上げて制せいする。


　ディケムは勝ちほこったまなざしで、


「混ぜ物呼ばわりしてくれたが、冗じよう談だんではない。


　職人どもが何か違うと感じたのも、普ふ段だん舌になじんだ味とは違っていたから疑うたがったという、ただそれだけ。


　もし、よそから仕し入いれたワインだと言われて飲んでいれば、何も気づかなかったんじゃあないか？


　結けつ局きよくのところ、ワインなのかカクテルなのかを見抜けなければ、それはそいつにとって本物と同じ。


　大たい抵ていの者には本物と見分けもつかぬカクテル。つまりそれはもはや、立りつ派ぱな作品なのだよ。


　たしかにお前たちはシモンさんには勝ったかもしれん。しかし、あれをカクテルだと見抜いた者以外の連中は、俺には負けているんだよ」


　職人たちに侮ぶ蔑べつのまなざしを投げかけて、彼は歩き出す。こちらをまわり込み、門の方へと。


「どこ行くのよ？」


　あたしの問いに、彼は淡たん々たんと、


「雇い主が吊つるし上げられた以上、ここには用はなくなった。だから去る。それだけのことさ」


「ハイそーですか、って、こっちがおとなしく見送るとでも？」


　だが彼は、口の端に笑みを浮かべて、


「まさかとは思うが──罪つみを償つぐなえ、などという寝ね言ごとを口走る気じゃあないだろうな？


　勘かん違ちがいするなよ。


　言っておくが俺は、雇い主に、ワインにそっくりなカクテルの作り方を教えただけだ。


　それをどう売ったかは雇い主の責せき任にん。


　つまり。


　俺自身は誰一人騙しちゃあいないんだよ。


　とがめ立てされるようなことは何一つしていない」


「そっちこそカン違いしないでよね」


　にやりっ、と今度はあたしが笑みを浮かべ、


「法ほう律りつがどうこう、って話をしてるわけじゃないわ。


　あたしはただ──


　あんたがさっきさんざんバカにした職人たちがあんたをどーにかしたがるのを、これ以上止める理由はない、って言ってるだけ」


「……え？」


　ディケムの表情が凍こおりつく。


　あたしのことばに職人たちは、瞳ひとみに殺さつ気きをみなぎらせ、彼の方へと詰つめ寄って行く。


　──秋空に、カクテルの暗黒面ダークサイドに落ちた男の悲鳴が響く。





　乾かん杯ぱいの音おん頭どを合あい図ずに、カップのワインはみるみるうちに減へってゆく。


　いざこざ済すんで日が暮れて。事件解かい決けつとモンローズの新たな門かど出でを祝いわって──


　誰がそう言い出したのかは忘れたが、気がつけば、メシ屋を一いつ軒けん借かり切って、近隣のワイン職人たちで集まってパーッとやろう、という話の流れになっていた。


　事件解決の主役ということで、あたしやナーガやレオも呼ばれ──もちろん、せっかくのお誘さそいを辞じ退たいする理由などはなく。


　テーブルの上にはお肉やお魚お野菜がところ狭せましと並べられ、あっちでワインをもう一杯、こっちでワインをもう二杯。


　酒が入るとはじまるのが、じまん話にヨタ話。とはいえ今日の話の主役はやはり、並んで席についたレオとマリー。


　職人たちに囲まれて、いろんな話に花が咲き──


「けど本当に工房閉めちまうのかい？　惜おしいやね」


　酒に顔を赤らめて、職人の一人がマリーに語りかける。


　そのきっかけを逃さずに、あたしは横から口をはさんだ。


「そーよねー。


　せめて、ウデのいい職人さんの一人でも近くにいてくれたら、たとえ細々とであっても、工房と仲買の両立もできるかもしれないのにねー。


　たとえば──生き別れのお兄さんがウデをみがいて帰ってきてくれるとか」


「あ」


「う」


　あたしのことばに二人が呻うめき、


「生き別れの兄さんか、そいつぁいいや」


　聞いていた職人は大笑いして、


「けど、一人っ子のマリーちゃんにそいつは、ないものねだりってもんだろ」


「……[image: ]……？」


　空気が凍りつく。あたしとレオとマリー、その三人のまわりだけ。


　赤ら顔の職人は、そんな空気にはてんで気づかず、


「ま、マリーちゃんの親父さんとは昔っからの知り合いだけどよ、よそに隠かくし子つくるような奴やつじゃなかったし、さすがにそりゃあいくらなんでも望のぞみ薄うすだな！」


　言って、ぶははは！　と大笑い。


　あたしは、ぎぎぃっ、と首を回してマリーを見つめ、


「……どぉいう……こと……？」


「……あ……いや……その……」


　彼女はびくびくしながらも、


「なんていうのか……ほら、レオさんって有名人だし……それらしい作り話とかしたら、ひょっとして、同情していろいろ手伝ってもらえたりするかなぁ、なんて……」


　うわこのアマ。打だ算さんずくでしたか。


　あたしは今度は視し線せんをレオの方に向け、


「……けどレオ……あんた、お兄さんじゃあないなら……」


「それは違う！」


　あたしのことばを遮さえぎり、彼は声を上げ、正面からこちらを見つめてきっぱりと、


「『お兄さん』ではなく『お兄ちゃん』と呼ぶべきだっ！」


「………………は？」


　眉間にシワが寄るのが自分でもわかった。


「『は？』ではない！　そのわずかな違ちがいに含ふくまれる無む垢くさをはじめとする諸もろ々もろの決定的な違い！　これを理り解かいしてもらわないと困るな！」


「……困るんだ」


　あたしは指でこめかみ押さえる。


　隣となりで話を聞いていたナーガが、こっそりあたしにささやきかける。


「……いるらしいわよ。そういうシュミの人って」


　……そーだったんだ……


「……つまりレオ……あんた、お兄ちゃん、って呼ばれたのがツボだったから、あえて否ひ定ていもしなかった、ってこと……？」


「そういう言い方をされると、特とく殊しゆな趣しゆ味みを持った駄だ目めな人のように聞こえるが……おおむねそういうことではあるな」


　いや。それはダメなひとですよ。


「──ということは──」


　話を聞いていたマリーは、いきなり瞳をかがやかせ、ひし！　とレオの腕うでにしがみつき、


「お兄ちゃん、もしお兄ちゃんさえよかったら、ここにとどまって力を貸かしてもらえませんか？」


「い……いやしかしっ……！」
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　レオの表情に、あからさまな動どう揺ようの色が浮かぶ。すかさずマリーは、


「そうしたら、父さんの工房も守って行けるし、わたしもずっとお兄ちゃんといっしょにいられるわけだし。


　だめ？　お兄ちゃん」


　レオは一いつ瞬しゆんだけ沈黙し、


「……し……仕方がないなぁマリーは」


　あっさり落ちたぁぁぁぁぁぁぁぁっ！


　しかもめちゃめちゃ表情ゆるんでるしっ！


「ただし、俺のことは必ず『お兄ちゃん』って呼ぶんだぞ」


「うん。わかってるよお兄ちゃん」


　……男ってみんなこうなのか……それともレオがアレなのか……


　しかし……


　そうとわかれば見逃せんっ！


　あたしも負けじとレオにしがみつき、


「お兄ちゃん、あたし、事件解決を手伝ったんだから、依い頼らい料りようほしい～[image: ]……できれば金きん貨か三、四十枚くらい[image: ]」


　ナーガもレオにすり寄って、


「ふっ。お兄ちゃん。このわたしは金貨五十枚程度でいいわよ」


　レオは表情をゆるめたままで、ふところから金貨を……とかいう流れになればいいな、と思っていると。


　だが彼は、沈ちん痛つうな面おももちであたしとナーガを見やり、


「いや。それ、あんたらには似合わんから」


『なにぃぃぃぃぃぃぃっ!?』


　おにょれレオっ！……とゆーかれーせーに考えると今回の件って、結けつ局きよくマリーの一人勝ちっ!?


　なにやら釈しやく然ぜんとしないものを感じつつ、あたしとナーガは、せめて依頼料がわりに、と、テーブルの料理をひたすらがっつきまくるのだった。







（混まぜ物ものワイン探たん訪ぼう記き：完）





シッティング・ダック［前編］







　それは、どこにでもある山中の光こう景けい。


　風は木の葉を揺ゆらし、小鳥は唄うたい、野や盗とうはパターン通りのセリフをさえずる。


「なぁに置いてくもん置いてきゃあ命まで取ろうたぁ言わねえよ。その肩アテについてるでっけぇ宝石とかな……へへ」


　上半身裸はだかでハゲという、どこのご家庭にも必ず一人はいそうなほどありきたりなスタイルの野盗は、型かた通どおりの脅おどし文もん句くをのたまっていた。


　山の中ゆくさびれた街かい道どう。旅の美少女魔ま道どう士しを取り囲む野盗たち。


　もはや伝でん統とうとすら呼べる様よう式しき美びの世界に、次の瞬しゆん間かん響ひびいた声を、あたしは最初、それもパターンの一いつ環かんなのだと思った。


「待て待てぇぇぇぇぇぇぇっ！」


　男の声と、ともに近づくひづめの音。


　一同そちらに目をやれば、木々の間にのびゆく街道。その先に一頭の馬うまが姿すがたを見せた！


　馬上に鎧よろいに身をかためた若き戦士の姿が刹せつ那な見えたのは、定型という先せん入にゆう観かん念ねんがもたらす幻まぼろしか。


　だが実じつ際さいに見えるのは、駆かけ来る馬の姿のみ。その背に人の姿はなく、それでも。


「待てぇぇぇぇぇぇっ！」


　男の声はひづめとともに近づいて。


　あたしと野盗たちは街道の脇わきに身を寄よせて、間を縫ぬって馬が駆かけ抜ける。


　その瞬間。


　あたしは見た。


　青地に金きん縁ぶちの軽装鎧ライトメイル。背に剣を負った一人の戦士が、たづなを右手に巻きつけたまま、馬の後ろに引きずられている様さまを。


　──目が合っちゃった。


「たすけてぇぇぇぇぇぇぇっ！」


　男が馬にかけていた制せい止しの呼びかけが、あたしに向けられた哀あい願がんへと変わる。


　……どぉしよう……


　あたしは思わず野盗たちと目を合わせ──野盗の方も困った顔で、ふるふる左右に首を振ふる。


　……しかたないなぁ……


「火炎球フアイアー・ボール」





　ずがぁぁぁぁんっ！





　あたしは野盗用に唱となえていた攻こう撃げき呪じゆ文もんを、馬の方へとぶっ放ぱなす！


　解とき放たれた光こう球きゆうは、狙ねらいどんぴしゃ、馬と男のそばに着ちやく弾だん・炸さく裂れつし、爆ばく発はつとともに炎を撒まき散ちらす！


　男と馬とは吹ふっ飛とんで──男は顔から地面に落下し、対する馬は空中でくるりと綺き麗れいに身をひるがえすと、四本の足で、かっ！　と見み事ごとに着ちやく地ちした！
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　うわ馬何者っ!?


　馬はちらりと一瞬、あたしの方をふり向いてから、まるで何なに事ごともなかったかのように、かつかつとひづめを鳴ならして街道を去ってゆく。


　あたしはその後ろ姿を、いつまでも、いつまでも眺ながめていたのだった。







完。







　……じゃなくて。


　今ので手た綱づなが切れたかほどけたか。男はその場に倒たおれたまま。


　一いち応おう様よう子すとか見た方がいーのだろうか……


「あー。ちょっと待っててね。あれの様子見て来るから」


　あたしが野盗たちにひとこと断ことわると、彼らはできうる限りの笑え顔がおを浮うかべて、口々に、


「あ。いえいえおかまいなく」


「我われ々われのことなどどうぞお気になさらず」


「自分、今からバイトとかありますし」


　言ってきびすを返し、歩み行くその背に向けて。


「火炎球フアイアー・ボール。」


　ずばんど。


　あたしの攻撃呪文第二弾だん。


　いや。なにげなさを装よそおわれても見み逃のがさないから。


　連れん中ちゆうのサイフはあとであさるとして、とりあえずあたしは戦士の方に歩み寄る。


「……う……」


　彼はぴくぴくしながら身をもがき、それでもあたしの方を見る。


　そこにすかさず。


「あぶないところだったわね。けどもう大だい丈じよう夫ぶよ。助けてあげたから」


　男が口を開くより先に、あたしの方から声をかけた。


　実は世の中にはなぜか、あたしに助けられて文もん句くを言い出す奴やつもいるのだ。


　まあたぶん、助けるためには手しゆ段だんを選えらばない、というあたしの基き本ほん方ほう針しんが、彼らの生活習しゆう慣かんと若じやつ干かん合わないというだけの理由だろうけど。


　ともあれこういった場合、助けた、と先にきっぱり言い切り、相手の出ばなをくじくのが戦せん術じゆつ的てきに有ゆう効こうなのだ。


　それが功こうを奏そうしたか、


「……そうでし……たか……ありがとう……ございました……」


　男は荒あらい息をつきながら、笑みを浮かべて言ったのだった。





「いや全く。あなたがいてくれなければ、一体どうなっていたことか」


　野盗のふところあさったあと。治癒リカバリイの呪文でキズを治すと、戦士は言ってあたしに頭を下げた。


　うむ。なかなか素す直なおで結けつ構こう。


　としの頃ころなら二は十た歳ち前後。黒くろ髪かみを小ざっぱりと短くまとめ、とりたててハンサムというわけではないが、どこか品のある顔立ち。


　見れば鎧よろいも剣も拵こしらえがよく、鎧の下に着ている服も、安物のようには見えなかった。


「私はアーメス＝リブトン。ご覧らんの通り、旅の戦士をなりわいとしております」


「あたしはリナよ。リナ＝インバース。見ての通りの魔道士よ」


　さてどう謝しや礼れいを請せい求きゆうしようか、と、あたしが考えていると──


「命を救っていただいたお礼にしてはいささか些さ少しようかとも思いますが、これは、ほんの気持ちです」


　さいそくする前に彼がふところから取り出したのは、中身がぎっしり詰つまった革かわ袋ぶくろ。


　これにはこっちが面くらう。


「え？　いいの？」


　尋たずねて返事を聞く前に、あたしの手は革袋に伸のびているのだが──この重さ、間ま違ちがいなく中身は金きん貨か。


「ええ。もちろんです」


　彼ににっこりほほえまれ──あたしはあわててきょろきょろあたりを見回した。


　──これは何かの罠わな！


　あたしがそう思ったのも、無む理りからぬことだろう。


　なにしろせちがらい世の中である。こんな場所で、気が良くて気前のいい人、などという絶滅危惧種レツドデータアニマルに出会うことなど、ふつーはあろうはずもない。


　だが。


「？　どうなさいました？」


　問うアーメスの目に曇くもりはない。


　……むう……あるいは単に、世せ間けんの相そう場ばを知らない人なのか……


「けど、一体どーいうわけで、あーゆーことになったわけ？」


　何かの罠か世間知らずか。もし後者なら金ヅル……もとい。困っていれば助けてあげるのが人の道。


　尋ねるあたしに、彼は表情を引き締しめて、


「ええ。実は、急いで行かなければならない所がありまして。


　それで、近くの街まちで一番足の速い馬を買ったんですが、こちらが乗る前に走り出して、あんなことに」


「街……」


　あたしはなんとなく、アーメスがやって来た方に目をやる。


　あたしもその街からここまで歩いて来たのだが、けっこぉ距きよ離りがあったよーな。


　それをずっと馬に引きずられてたのかこの男は。


　鎧がいいのか当人がしぶといのか。何にせよ、よく無ぶ事じだったもんである。


「急ぐって、なんで？」


「それが実は──」


　彼はあたりを見て──離はなれたところでノビている盗とう賊ぞくたちが気になったのか、


「歩きながら話しましょう」


　言って街道を歩きはじめる。


　ついてゆくあたしの方に身を寄せて、彼は声を低めると、


「伝でん説せつの、赤せき竜りゆうの剣が手に入るかもしれないんですよ」


「赤竜の剣……？」


　つぶやいて、あたしは眉まゆをひそめた。


　光の剣にブラストソードに餓が骨こつ杖じよう。伝説とされる武器は数あるが、伝説中の伝説といわれているのがその名の剣。


　かつて世界の存そん続ぞくと破は滅めつとを賭かけて、赤の竜神フレアドラゴンスィーフィードと赤ル眼ビのー魔ア王イシャブラニグドゥが戦った時、スィーフィードが手にしていた一ふりだとされている。


　とはいえもちろん──


　伝説、ということは、本当にそんなものがあるかどうかもわからないということでもある。


　仮に実じつ在ざいしたとしても、そう簡かん単たんに手に入るシロモノではないはずだが──


　いぶかしむあたしに、アーメスはふところから巻物スクロールを取り出し、


「実は昨日きのう、僕が宿に泊とまっていると、こんな手紙が届とどいたんです」


　綴とじ紐ひもをほどいてこちらにさし出す。


　読んでいーのか？　と思いつつ、受け取り、それをひろげてみると、おせじにもうまいとは言えない字で、





　オレオレ。オレなんだけどさぁ。ちょっといい話があってさ。この間たまたま赤竜の剣拾ひろっちゃってさぁ。けどオレ、こういうの使わねーし持ってても仕し方かたないだろ？　でさ、お前が戦士やってるって思い出して。タダでやる、ってのもちょっとアレだしさぁ。金貨五百とかでどうよ？　よかったら受け取りに来てくれよ。場所はトルク・シティの……
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「ウソつけぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ！」


　絶ぜつ叫きようとともに、あたしは、びし！　と巻ソ物レを地面に叩たたきつけた！


「ああっ!?　何するんですかリナさんっ！」


　あわてて拾い上げるアーメスに、あたしは眉を吊つり上げて、


「『ナニスルンデスカ』ぢゃないっ！　何なのよこの一分のスキもなくウソくささがにじみ出てる物ぶつ体たいはっ!?」


「……え？　噓うそ？」


　アーメスは一いつ瞬しゆん、きょとんっ、としてから、真ま顔がおであたしを見て、


「まさか……これに書かれていることは噓だと？」


「見りゃわかるでしょぉがぁぁぁぁっ！　これのっ！　どこにっ！　信しん憑ぴよう性せいがあるってのよっ!?」


　彼は未み練れんがましいまなざしで巻物を見やって、おずおずと、


「でも……こういうことって時々ありますよね？」


「ないッ！　そんなことはないッ！」


「え？　でも僕、この剣を手に入れた時もそんな感じでしたよ」


　と、背中の剣をしぐさで指して、


「実は僕、最初の頃、依い頼らいを受けて仕事に行く前、よくおなかが痛くなってたんです。


　そんな時！　たまたま知り合った親しん切せつな人が持っていたのがこの魔力剣！」


「魔力剣？」


　つぶやくあたしに、彼は得とく意いげに、


「そう！　ドワーフ族の伝説の鍛か冶じ師しが鍛きたえた一ふりで、これにはなんと『仕事に行く前におなかが痛くなったりしない』という祝しゆく福ふくの魔法がかけられているそうなんです！」


　ええっと。


　にせものですよ。きっぱりと。


「……そぉ……高かったでしょ……？」


　げんなりと問うあたしに、彼は瞳ひとみをかがやかせ、


「それが、魔力剣としては破は格かくの安やす値ねでわけてもらえたんですよ！」


　ほほう。つまり、普ふ通つうの剣としては法ほう外がいに高かった、とゆーことですかそうですか。


　だまされてる。だまされてますよこの人。


　言うまでもなく。これはただ単に、病やまいは気から、とゆー奴やつである。


　とはいえこの場合、本当のことをアーメスが知ったところで、彼にマイナスになりこそすれプラスにはならない。


　とりあえずそれに関しては黙だまっておくことにするけど……


　あたしはこめかみおさえつつ、


「……まあそれはそれとして……


　こっちの手紙は心の底からウソだから」


「……でもリナさん。人を信じる心って大切ですよね？」


「場合によるでしょーがっ！　大体誰だれなのよこの『オレ』って！　名な乗のらないけどいい話がある、なんて持ちかけて来る奴やつ、信じる信じない以前の問題でしょーがっ！」


「……うーん……」


　あたしの指し摘てきに、アーメスはしばし書しよ面めんを見つめて、


「この字のクセとざっくばらんっぷりは、うちの庭にわ師しにそっくりなんですが」


「どーゆー庭師よそれは。……って、うちの庭師って言った今？」


「ええ。──あ。と言っても、家を飛び出して来た身ですから、もと、と言った方が正せい確かくなんでしょうけど」


「……あー。つまり……」


　あたしはこめかみに指あてて、


「あなたは貴き族ぞくとか大商人とかのぼんぼ……もとい。ご令れい息そくで、いろいろあって家を飛び出して、旅の戦士をやってる、と？」


「よくわかりましたねリナさん！」


「……ま……まあね……」


　あたしは視し線せんをそらしつつ、あいまいに答えた。


　……なんか……ダメなパターンですよこの人……


　時々あるのだ。貴族とか商人とかの次じ男なん坊ぼう三男坊が平へい穏おん無ぶ事じな日々に倦うみ、自分らしく生きるとか称しようしてこーいう道に入って来ることが。


　もちろんそういった者たちの中には、それで成功をおさめる者もいるのだが……


　実はあたし、魔道士ながら、剣の心こころ得えもそれなりにある。


　そんなあたしの見立てだが、このアーメスくん、立ち居い振ふる舞まいからして、それなりに剣は使えるのだろう。


　だが。


　この純じゆん真しんさというかだまされやすさというかバカっぷりは、なんか致ち命めい的てきにダメっぽい。


　そうかがんばれ、と言い捨すてて、ここで別れることも簡かん単たんだが──


　さきほどの巻物に記されていたトルク・シティには、あたしも足を向けてみようと思っていたのだ。


　ならばついでに、彼に社会勉強をさせつつ、この寝ねぼけた手紙を送りつけてきたサギ師をとっつかまえてみるのも一いつ興きよう。


　となれば。


「──思ったんだけど」


　考えるふりをしながらあたしは言う。


「これはひょっとしたら……あなたを卑ひ劣れつな罠わなにかけようとする、何者かの陰いん謀ぼうかもしれないわ」


「陰謀、ですか？」


　あたしのことばに、予よ想そう通りアーメスは瞳ひとみをかがやかせた。


　ろくに世間も知らぬまま、刺し激げきを求めてこーいうしごとを選んだのなら、陰謀だのなんだのとゆー単語に燃もえるのではないか、と読んだのだが、まさに狙ねらいどーりっ！


「そーよっ！　この陰謀をうち砕くだいてこそ、あなたは真に一人前の冒ぼう険けん者しやとして自立できるのよっ！」


「冒険者っ！」


　彼の瞳に炎ほのおが燃える。


　ここであたしは、声のトーンをやや落として、


「そう。けどカン違ちがいしちゃあダメよ。


　一人前の冒険者っていうのは、一人でなんでもできる人間のことじゃあない。


　自分に何ができて、何ができないかをわかる人のこと。足りない部分を補おぎなえる仲間を見つける、運と力を持っている人のことを言うのよ！」


「なるほど！」


　あたしのことばに頰ほおを紅こう潮ちようさせて、彼はこくこくうなずいている。


　ふっ！　もはや完全にこっちのペース！


「今のあなたに足りないものは、ずばり！　呪文が使えるサポーター！


　……とはいえもちろん。


　最初からいきなり本当の仲間として現れてくれる人なんていないわ。


　最初は、サポート役としてお金を払はらって雇やとったりとか、そういう形であっても縁えんをつくっているうちに、真実の絆きずなとゆーのが生まれるのよっ！」


「ををををっ！　真実の絆っ！」


　アーメスは子供のよーに目をきんきらきんきらさせてあたしの方を見ている。


　おっしゃぁっ！


　あたしは、びしぃっ！　と行く手──トルク・シティの方を指さし、


「さあ！　行くのよアーメス！　悪あしき陰謀をうち砕くだくため！」


　彼もそちらに目をやって、


「はいっ！　あの、リナさんっ！」


「何？」


「よかったらこの件が解かい決けつするまで、ご助じよ力りよくを願えませんか!?」


「いくらでっ!?」


「金貨百枚出します！」


「わかったわ！」


「ところでリナさん！」


「今度は何!?」


「僕ひょっとして今、だまされたりしてませんよね！」


「だいじょーぶよっ！　あたしが保ほ証しようするからっ！」


「よかった！　なんか一瞬わけもなく不ふ安あんになって！」


　彼方かなたに続く道の果てを、ともに遠い目で見つめつつ、あたしは心の中でつぶやいた。


　いや。だまされてるから。と──





　二人がベスミの町に着いたのは、おひさまが西の空に姿を隠かくした、ちょうどそんな頃のことだった。


　空にまだ光の名残なごりはあるものの、闇やみは刻こく々こくと濃こさを増ましつつある。


　目的のトルク・シティまではまだある。歩きなら、この町を明日の朝早くに出て到とう着ちやくは午後、といった感じだろうか。


　……もしアーメスがちゃんと馬に乗れていたら、もう着いていたかもしれないが。


　とりあえず今夜の宿を探すべく、あたしたちは町の中心の方へと向かい──


　と、その時。


「──ほう。貴き様さまか。赤竜の剣を手に入れようとしている男というのは」


　女の声が夜空に響ひびく。


「なにっ!?」


　アーメスがふり向き、あたしも視し線せんを巡めぐらせて──


　すぐそばにある一いつ軒けんの民家。その庭に並ならんだタルの上、すっくと立った影かげ二つ！
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　高み──というほど高くもない、なんともビミョーな立ち位置に、ツッコミを入れるべきか否いなか、あたしが迷まよっていると。


「だが貴様にあの剣は渡さん！」


　影の一方、長身の男が言う。声からまだ若いことはわかるが、全身を黒いマントですっぽりと包つつみ、その顔も、鼻から上を、悪魔デーモンを模もした仮面で覆おおっている。


「あれはたかが一いつ介かいの戦士が手にしてよいものではない」


　と、もう一方の、こっちは女。最初に声をかけてきた相手である。


　これまたマントに、こっちは黒い鳥の仮面。


　二人とも、仮面の下に見える髪の毛は夜の色。


　対するアーメスは女に向かって、


「えっ？　そうなんですか？」


「素す直なおに聞くなぁぁぁぁっ！」


　すぱこぉぉぉぉぉんっ！


　あたしはすかさず、取り出した木き靴ぐつでアーメスのうしろあたまにツッコミ一発！


「ここはっ！　相手が放つプレッシャーに圧おされながら、素す性じようとか目的とかを聞くのがセオリーってもんよっ！


　それを破やぶるのが悪いとは言わないけどっ！


　素直に納なつ得とくしてうなずいて完、って道だけは絶ぜつ対たいないっ！」


「そ……そうなんですか……。けどリナさん、なんで木靴なんて持ってるんです……？」


「街道に片っぽだけ落ちてたから拾ひろったのよっ！　あんたにツッコミアドバイスするのに便べん利りだと思ってっ！」


「そういうことでしたか」


　納得したッ!?


　……このひと……素直とゆーかボケがいもツッコミがいもないとゆーか……


　向こうでは仮面の二人が、どこか困ったふうにぼそぼそと相談してから──


「──あー。つまりだ、アーメス」


　悪魔の仮面は、こほんっ、とひとつせき払ばらいをして、


「わかりやすくかみくだいて言うと、我われ々われ悪の組そ織しき『果てなき深淵ボトムレス・ピツト』は、きみより先に赤竜の剣を手に入れて、何か悪いことをしようとしているんだ」


　うわ自分で悪の組織って言ったよこの人。


「なにぃっ！」


　そう説明されてようやく、彼の瞳に正せい義ぎの炎が灯ともる。


「そんなことはさせないぞっ！」


「ふっ。ならばどうする!?」


　言って男は闇やみにマントをひるがえす。


「よもやこの悪魔デイアボロと──」


　続けて女もマントをたなびかせ、


「鴉クロウの二人に、たった一人でかなうとでも思っているのではあるまいな──」


　言ってから──しばし、アーメスとあたしとに交互に目をやって、


「……ええっと。


　つい『一人』って言っちゃったけど、そういえばそっちの女の人は？」


「僕を助けてくれる人だ！　時々木靴で殴なぐってくるけど！」


　アーメスの説明に、仮面の二人は顔を見合わせ、しばしひそひそ相談して、


「ふっ。いいだろう！」


　ディアボロがあざけりの声を上げる。


「我々の企たくらみ、阻そ止しできると思うのならばやってみるがいい！


　とはいえまあ、今日は遅いんでそのあたりのことは明日からだ！　いいな！」


　門もん限げんにうるさい親がいる子のよーなセリフを吐はくと、ばさぁっ！　とマントをひるがえし、よいしょっ、とタルの上から降おりる。


「じゃあそういうことでよろしく」


　クロウも続いて身をひるがえし、ともに民家の陰かげへと姿を消す。


　それを見届けてから。


「……あ」


　ふと思い出したようにアーメスは、あたしの方をふり向き、


「今のってひょっとして、追いかけた方がよかったんでしょうか？」


「……まあ……どっちでもいーけど……」


　あたしはヤル気のない口く調ちようで、頭をぽりぽり搔かきながら、


「さてここで問題。


　気がついたことを述のべよ」


「え？　気づいたこと？」


　あたしの問いに、彼はしばし考えて、はっ、と顔を上げ、


「そういえば！　リナさんって案あん外がい態たい度どがデカいですよね！」


　がっす。


「そーいうことじゃなくて」


　とりあえず顔面に木靴でパンチをかましてから、あたしは小さく息をつき、


「……あたしがここで答えを言っちゃってもいいんだけど……


　あなた自身が、もーちょっといろんなことを考えるクセつける必要はあるわ。


　連れん中ちゆうとどんなやりとりをしたか、よーく思い出して、いろいろ考えてみて。


　じゃ、とりあえず今は、とっとと今夜の宿を探しに行くわよ」


「は……？　はあ……」


　わかっているのかいないのか。鼻をおさえてうめきつつ、とりあえず、彼はうなずいたのだった。





　扉とびらをくぐったそのとたん、とがった空気が身を包つつむ。


「うわ寒さむっ」


　あたしはあわててマントで身を覆おおう。


　昨さく夜やはあのあと何なに事ごともなく、明けて翌よく朝ちようのことである。


　スープとパンと厚あつ焼やきハムと温おん野や菜さいのサラダとベーコンエッグと焼き魚とジュースという、ごく軽めの朝食をとり、トルク・シティに向かうべく宿を出たのだが、さすがにこの季節、陽ひがすでに昇のぼりきっていても朝の空気は肌はだ寒さむい。


　それでも町にはすでに行き交かう人々の姿があって──そんな人の群むれの中から。


「──ほーっほっほっほ」


　ごくふつーの町まち娘むすめの服を着た何かが──


「ほーっほっほっほっほっほ！」


　朝風裂さいてまっしぐら！　こちらに向かって駆かけて来る！
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　それはあたしたちのすぐ前でぴたりっ、と止まり、とまどうアーメスをまっ正面から指さして、


「ふっ！　さてはあなたがアーメス＝リブトンねっ！」


「あ。はい。そうですけど」


　やや身を引いて答える彼に、それは大きく胸を張はり、


「ほーっほっほっほ！　やっぱりね！　そうだと思ったわ！


　このわたしは、見ての通り、ごくごく普ふ通つうの善ぜん良りような町娘なんだけど！」


「はあ。見ればわかります」


「……………………」


　二人の横で絶ぜつ句くするあたし。


　自じ称しよう平へい凡ぼんな町娘は、長い黒髪を、ふぁさぁっ、とかき上げ、


「さっき通りすがりに、悪魔の仮面とカラスの仮面をかぶった二人に弟を捕つかまえられて、あなたに、一人だけで町の西にある廃はい屋おくに来るように伝でん言ごんしろ、って言われたのよっ！」


「なんですって！


　さては『果てなき深淵ボトムレス・ピツト』の二人か！　僕を邪じや魔まするためだけに人ひと質じちを取るとは、なんて卑ひ劣れつなっ！」


　吠ほえて彼は、あたしの方を向き、


「一人だけと言われた以上、二人で行くと、人質の少年に危き害がいが加えられるかもしれません！　ですからこの場は、僕一人に行かせてくださいっ！」


「んー。行ってらっしゃーい」


　言ってあたしは気楽に手を振ふる。


「じゃあっ！　待っていてくださいね！　弟さんは必ず助け出してみせますっ！」


　自称町娘にそう言うと、彼は地を蹴けり、西の方へと駆けてゆく。


　てきとーにその背を見送ってから。


「──で？」


　あたしは、隣となりに佇たたずむ自称町娘に向かって声をかけた。


「今回のソレはどーゆー芸風なわけ？　ナーガ？」


　彼女はぴくりと身をふるわせて、大きく跳とんで間ま合あいを取ると、


「ふっ！　さすがねリナ＝インバースっ！


　カンのいいあなたのことだから、ひょっとしたらこのわたしの正体に気づくかもしれないとは思ったけどっ！」


「ええっ!?」


　そのことばには、さすがにあたしもおどろいて、


「うまくいけば気づかれないかも、とか本気で思ってたの!?」


　よく、女は服や化け粧しようで変わる、と言われるが、モノには限げん度どとゆーのがある。


　いかにいつもの変な服じゃなかろーが、町娘の服を着ていよーが、駆けてくる段だん階かいからいつものバカ笑いを響ひびかせていては、正体を隠かくすも何もない。


　そう。彼女こそ、自称あたしのライバルこと、なんだか別にどーでもいい人、白蛇サーペントのナーガ！


「けどナーガ、あんたたぶん、あの仮面の二人に雇やとわれたんだと思うんだけど……もーちょっと依い頼らい主ぬしとか依頼内容とか選んだ方がいーわよ」


「あぁら。人の善ぜん悪あくを外見だけで判はん断だんするとは笑しよう止しね！　リナ！」


「いや。外見だけの問題じゃなくて、あの二人、きっぱり自分たちで『悪の組織』とかって名な乗のったし」


「そうなの？」


　ナーガは一瞬眉まゆをひそめてから、


「しかぁぁぁぁぁしっ！


　あの二人には、なけなしのお金でせっかく買った徳とく用ようもやしの袋ふくろを橋から川に落として泣いているところを助けてもらったという恩おん義ぎがある以上、ここでせめてもの借りは返させてもらうわっ！」


「うわあたし今、あんたの生活っぷりに目め頭がしらが熱くなりかけたし。


　……っていうかそれは、ふびんな自じ殺さつ志し願がん者しやか何かと間ま違ちがえられて同どう情じようされただけなんじゃあ……？」


「いきさつはともかぁぁぁくっ！」


　いつものマントをひるがえすクセでか、彼女は右手を無む意い味みに振ると、


「あなたとアーメスとを引き離はなすのがこのわたしの役やく目めっ！　追わせはしないわよっ！」


　宣せん言げんして身がまえるのに、あたしはあっさりうなずいて、


「うん。追わないから」


「……へっ……？」


　ナーガはしばし沈ちん黙もくし、


「……追わないの？」


「うん。」


「なんで？」


　問われてあたしは腕うでを組み、首をかしげて、


「んー。どう説明したものやら。彼が……いやここから話すとかえってわかりにくいし……んーっと……」


　あたしはしばし、口の中でごにょごにょつぶやいてから──


「炸弾陣デイル・ブランド」


　ずどん。


「あうひ。」


　ふっ！　かかったな！　考えるフリして呪じゆ文もん詠えい唱しようあーんど攻撃っ！


　吹っ飛んだナーガが地に落ちるのも待たずに、あたしは西に向かって駆けだしていた。


　もちろん、アーメスのあとを追わない、というのはナーガを油ゆ断だんさせるためのウソである。


　昨夜あたしが、自称悪役たちに手出しをしなかったのも、弟を人質に取られたなどとゆーナーガの話を、その場でウソだと指し摘てきしなかったのも、世間知らずのアーメスくんに、社会勉強をしてもらうため。


　とはいえ、陰からこっそり見守るくらいのことはしておいた方がいいだろう。


　彼が何かでピンチに陥おちいり、そこをまたあたしが助ければ、依い頼らい料りようアップ！　という可か能のう性せいもじゅーぶんあるわけだしっ！


　街がい路ろ樹じゆと家並みの間を縫ぬって、あたしは一いち路ろ、町の西へ。


　それほど大きな町ではない。宿のあった中心街を外れると、とたんに家の密みつ度どは少なくなる。


　廃屋、と言っていたが、それらしきものはまだ見あたらない。


　と、その時。


　駆けるあたしの耳に届いたのは、朝風に混まじる高い音！


　それが何なのか、あたしは知っていた。すなわち──剣と剣とのぶつかる音！


　音の方へと視線をやれば、少し離はなれたあたりに木々の連なり。


　一見ただの小さな森だが、よく見れば、木の上からわずかに屋根がのぞいている。


　あそこかっ！


　向かってあたしはまっしぐら！　近づくにつれて剣けん戟げきの音は大きくなり──


「ほらほらどうした!?　お前の力はその程てい度どか!?」


　ディアボロの挑ちよう発はつする声が聞こえる。


　足音を消しつつ近寄れば、木々の向こうに見えるのは──


　主あるじを失ってから、どれほどの年月が経たったのか。朽くちかけ屋根に苔こけの生えた廃屋。小さな林と見えたのは、庭木が伸のび放ほう題だいに伸びた結果なのだろう。


　家のまわりには膝ひざほどの高さまで雑ざつ草そうが生え、もはや庭というよりも草むらと化していた。


　その雑草をかき分けて、三つの影が交こう錯さくする！


　ロングソードを手にしたディアボロと、レイピアを操あやつるクロウ。二人はマントをなびかせ草の原を滑すべり、手にした銀の光を翻ひるがえす。仮面二人のマントの下は、黒い服に黒い革鎧レザー・アーマーらしきもの。


　対するアーメスはロングソードで、かろうじて二人の攻撃をしのぎ続けていた。


　ディアボロが駆かけ抜け、一いつ拍ぱく遅れて草が鳴る。朝風を薙なぐ刃やいばをアーメスの剣が受けた、と見えた次の刹せつ那なには、アーメスは深い草の中を、整せい地ちを行くがごとくに駆け抜け、間ま合あいを取っている。


　だがいつの間に近づいたのか、その背に回ったクロウのレイピアが風を穿うがち──ふり向きざまのアーメスの剣が、相手の突きをかろうじてからめはじく。


　……あれっ……？


　なんかこのひとたち三人とも……予想してたより強いですよ？


　もしもあたしが、このうちの誰かと剣だけで戦ったならば、まず間違いなく勝てないだろう。三人が三人ともに達たつ人じん級きゆうかそれ以上の使い手である。


　しばらく様よう子すを見るつもりでいたが、さてこうなると、どうしたものやら。


　木の陰かげに隠れ息ひそめ、あたしは考えを巡めぐらせる。


　見たところ、ディアボロとクロウには余よ力りよくがある。二人が決めるつもりで畳たたみかけてくれば、アーメスも長くはもたないだろう。


　だが逆に言えば、なぜ二人はそうしない？


　それに──気になることがもう一つ。


　他でもない。さきほどあたしが呪文で吹っ飛ばしたナーガのことである。


　いつもの彼女なら、あの程度の攻撃呪文で吹っ飛ばしたところで、即そく座ざに復ふつ活かつし、反撃するなり文句を言うなりするはずだった。


　それが今になっても何の動きもなしというのは、かえって不ぶ気き味みである。


　しかし町の方を向いたとて、ナーガの姿が現れることもなく。


　──いや。それならむしろ、ナーガが姿を現して話をややこしくする前に、ケリをつけた方が得とく策さくか！


　あたしは口の中で呪文を唱え──


　だがその時！


「手出しは無む用よう！」


　一いつ旦たん身を引き、アーメスから間を取ったクロウは、あたしの方を見て声を上げた。


　──気づかれた!?


「それでも手出しするというのなら、あなたを敵てきとみなすことになる！」


　カラスを模もした仮面の奥おく。二つの瞳ひとみは、疑うたがいようもなくあたしをじっと見つめていた。







（シッティング・ダック：つづくっ！）
















　次回予告





　馬に引きずられていたりした割わりには案あん外がい使い手だったアーメス！


　その彼と互ご角かく以上の腕うでを誇ほこる仮面の二人！　二人の正体は何なのか!?　彼らの真しんの狙ねらいとは!?


　普ふ通つうなら二行後くらいには復ふつ活かつするナーガは一体どこで何をしているのか!?


　そして赤せき竜りゆうの剣けん……の、ことはまあ、どーでもいーですよね。どうせ噓うそなんだし。


　ともあれ次回、『シッティング・ダック』後編！


　怪あやしい電話がかかって来たらとりあえず録ろく音おんしつつ待て！




シッティング・ダック［後編］













　あらすじ





　リナが出会ったのは、元いいところのぼんぼんで、察さつしが悪いというかだまされやすい旅の戦士、アーメス＝リブトン。


　彼は伝説の赤せき竜りゆうの剣けんを安く売るという匿とく名めいの手紙にだまされて、トルク・シティへと向かう途と中ちゆうだった！


　だがその行く手に、悪魔デイアボロの仮か面めんをつけた男と鴉クロウの仮面をつけた女、自じ称しよう悪の組そ織しきの二人が現れる！


　その時は晩ばんも遅おそかったので二人はそのまま帰ったが、明けて翌よく朝ちよう、二人に雇やとわれたナーガが、リナとアーメスの切り離はなし工作にかかる！


　ナーガを倒たおしたリナがアーメスのところに駆かけつけると、そこではすでに彼とディアボロ、クロウの戦いが始まっていた！


　三人が予想以上の使い手であると知って驚おどろくリナ。


　攻こう撃げき呪じゆ文もんで援えん護ごしようとしたその時、クロウの目がリナの姿すがたを捉とらえる！







　爆ばく音おんが朝の空気をふるわせる。


　言うまでもなく。


　それは、あたしが放った攻撃呪文の一発だった。


　手を出せば敵てきとみなすと鴉クロウは言った。それが本気だともわかった。


　が。


　ちょっとおどされた程てい度どでいちいち身を引いていたんじゃあ、旅の魔ま道どう士しなんぞやってらんないのである。


　おどされビビったフリをして、こっそり放った火炎球フアイアー・ボール。


　大気を灼やいて草を灼き。だが撒まき散ちらされる炎ほのおから、紙一ひと重えでクロウが跳とび退のいたのを、あたしの目は捉えていた。


　地を蹴けりあたしから見て左手に疾はしり。その姿が木立に隠かくれた次の瞬しゆん間かん。


　左上。伸のび放ほう題だいになった庭木の葉が鳴なると同時に、あたしは左後ろに跳ぶ！


　爆音の余よ韻いんを風裂さく小さな音が横切り、たった今まであたしの立っていた場所を、黒いつぶてが貫つらぬいてゆく！


　呪文を唱となえつつふりあおげば、そこにはクロウの黒い仮面！


　瞬時に木を伝い、あんな場所まで登ったのか。その身のこなしには感心するが、降おりる時には必ずスキができるはずっ！


　それを見み逃のがすあたしではないっ！


　こちらが身がまえたその時、クロウの体が沈しずみ込こむ。同時に木の枝が大きく揺ゆれて葉を鳴らし──


　まさかっ！


　予よ感かんが背中を走り抜け、あたしは全力で左に駆ける！


　視し界かいの中を銀の光がかすめたのは刹せつ那な。


　風の唸うなりと草鳴りはわずかに遅れて耳に届とどいた。


　駆け抜けながらふり向けば、そこには着地し、レイピアをナイフに持ち替かえたクロウの姿！


　枝のたわみと自身のバネを利用して、一気に飛び来たのである。へたに迎げい撃げきしようとしていれば、痛い目を見ていただろう。


　クロウはその場でこちらに目をやり、


「かわしたか。やるな。


　関係のない者にあまり手出しはしたくないのだが……そちらがそれなりの使い手なら、こちらも手て加か減げんはできなくなる」
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　言うクロウの後ろ、廃はい屋おくの草地では、やはりあたしの攻撃呪文から逃れたアーメスとディアボロが、いまだ刃やいばを交わし続けている。


　援護に行きたいところだが、目前の相手をなんとかしないことには動けない。


　思った以上にやるようだが──しかし、手はいくらでもあるっ！


　あたしは唱えていた呪文を中ちゆう断だん。別のに切り替えて詠えい唱しようを──


　はじめようとした、その時！


「風魔咆裂弾ボム・デイ・ウインっ！」





　ぼぶばぁぁぁんっ！





　突とつ如じよ響ひびいたその声と、ついで吹き荒れた烈れつ風ぷうが、その場の全員を吹っ飛ばす！


　直ちよく撃げきを受けたのはアーメスとディアボロ。


　事じ態たいを理り解かいできぬまま風を背に受けたクロウも吹っ飛び、声を聞いた瞬間に伏ふせたあたしだけが、難なんを逃れたようである。


　風が通りすぎるのを待ち、身を起こしつつ目をやれば、廃屋のその屋根の上、すっくと立った影かげひとつ！


　肩にはトゲつきショルダーガード！　首にはドクロのペンダント！　無む意い味みに露ろ出しゆつ度ど高い服！　言うまでもなく白蛇サーペントのナーガ！


　って、着き替がえてるぅぅぅぅっ！


　……そーか……あたしが術じゆつで吹っ飛ばしてから復ふつ活かつするまで、今回はなんか時間が長いと思っていたら……どっかで町まち娘むすめの扮ふん装そうからいつものこの服に着替えてたのか……


　彼女は屋根から地上を見下ろし、あたしがいるのとは全く違ちがう方を見て、


「ほーっほっほっほ！　さっきはよくもやってくれたわねリナ＝インバースっ！　しかぁしっ！　あんな攻撃がこのわたしに通つう用ようするとは思わないことねっ！


　さあ！　あきらめて姿を現しなさいっ！」


「──ってちょっと待ってくださいっ！」


　立ち上がり、ツッコミを入れたのはディアボロだった。はずれそうになった仮面をおさえ、多少足がふらついてはいるものの、意外に元気である。


「ということはひょっとして今、敵味方の姿を確かく認にんしないでぶっ放しましたかっ!?」


「ふっ！　愚ぐ問もんね！」


　問いにナーガは、ばさぁっ！　とマントをひるがえし、


「戦いで最も重要なのは機きを見ることっ！


　つまぁぁりっ！


　敵か味方かは二の次っ！」


「……ええっと……」


　展てん開かいされるナーガ理り論ろんに、一体どこからツッコミを入れようかと、ディアボロはしばし首をかしげて──結けつ局きよく。


「きみ、クビ」


「えぇぇえええっ!?」


　宣せん言げんに、ナーガの悲ひ鳴めいが響き渡る。


「どうしてっ!?」


「どうしてって言われればまあいくらでも理由はあるけど、きっと言ってもわからないだろうから……


　戦いで最も重要なのは機を見ることっ！


　クビの理由とかは二の次っ！」


「くっ……！」


　同じことばを返されて、ナーガはしばし沈ちん黙もくし、


「そういうことなら仕し方かたないわね」


　納なつ得とくするんだっ!?


　でたらめなようで、実は一本スジが通ってますかひょっとして!?


　……まあ、そのスジとやらが他人からは全く見えない以上、意味はないのだが。


　しかし。


　まだディアボロはナーガのことを甘く見ている！


「けどそれはすなわちっ！」


　ナーガはマントをひるがえし、


「ここにいるのは、このわたしを吹っ飛ばした人とクビにした人っ！　つまりは全員敵ということねっ！」


　言うと同時に次の呪文を唱えはじめる。


「ちょっと待てぇぃっ！」


　その反応に絶ぜつ叫きようするディアボロ。


「どうしろとぉぉぉぉっ!?」


　こたえ：どうしようもありません。


　はっきし言って、ナーガとまともに会話しようとした時点で負けである。


　かくいうあたしは、ナーガが『それはすなわち』とか言い出した瞬間、後ろを向いてダッシュをはじめていた。


　アーメスくんがまだ現げん場ばに残っているが、それは考えない方向でっ！


　やがて。


　駆けゆくあたしの後ろの方で、攻撃呪文の爆ばく音おんがした。





「──じゃあ、あの二人は爆発から逃れたと？」


　町のメシ屋でジュースを飲みつつ。アーメスくんの発した問いに、あたしはこくんとうなずいた。


「たぶん、ね。無む傷きずかどうかはわからないけど」


　ナーガが一発ぶっ放し、自身も風の余よ波はで足をすべらせ、腐くさった屋根を踏ふみ抜き落らつ下かしたあのあと。


　現場に戻もどったあたしが見たのは、倒たおれているアーメスくんと、割われた悪魔の仮面のみ。


　ディアボロとクロウの姿は、もはやどこにも見あたらなかった。


　とりあえずあたしはアーメスくんを治癒リカバリイの術で手当てして、ひと休みをしようと手近な店に立ち寄ったのだが。


「ふっ。いずれにしてもただものではない、ということね」


　隣となりでナーガが昼間っからワインをがぶ飲みしつつ、くそえらそーに言い放つ。
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　ちなみにこいつは勝手について来た。


「……あのー……」


　アーメスくんはおずおずと、ナーガをしぐさで指してあたしに向かい、


「この人って……」


「あー。気にしないで。こーいう存在だし」


「いえ、そうじゃなくて。


　さっき助けを求めに来た女性と似にてらっしゃいますけど、ひょっとして姉し妹まいか何かかと思って」


「……いや。同じ人だから」


　気づけ。


　つーかこのアーメスくん、だまされやすいとかそーいう問題なのではなく、ほんっとーに何にも考えてないんじゃあ……？


「そうなんですか！」


　言ってから彼は、はっ！　として、


「それじゃあ、捕つかまった弟さんは!?」


「あの話、ウソだから」


「ええっ!?」


　彼は驚きよう愕がくの表情を浮うかべてナーガの方を向き──


「ふっ。確かに弟が人ひと質じちにされたというのは作り話よ。あなたとリナを引き離はなすようにあのディアボロに頼たのまれただけよ」


「そうだったんですか！」


　答えに大きくうなずくと、今度はあたしに尊そん敬けいのまなざし投げかけて、


「よく気づきましたねリナさん！」


　……アーメスくんの脳のうミソが溶とけかけゼリーなのはわかった。悪意がないのも知っている。


　だがなぜだろう。ものっすごくバカにされているよーな気がするのは。


　頭痛をこらえ、あたしが額ひたいを押さえているうちに。


「……ほら、これがその手紙なんですよナーガさん！」


「ふっ！　確かに赤せき竜りゆうの剣と書いてあるわねっ！」


　アーメスくんは例のいんちき手紙を取り出して、じまんたらたらナーガに見せていたりする。


　見るナーガの目はきらきらとかがやいて。


　……まさか……信じた？


「リナさんは、この手紙そのものがニセモノかも、っておっしゃっていたんですけど、ディアボロとクロウの二人が、剣を手に入れるのを妨ぼう害がいしに来たということは──」


「この手紙に書いてあることにも信しん憑ぴよう性せいが出てきた、ということねっ！」


　出ねぇよきっぱりニセモノだよ。


「そういうことならこの白蛇サーペントのナーガも力を貸かしてあげてもいいわよっ！」


「本当ですかっ!?　ならこれは些さ少しようですがお礼ということで──」


「ちょっと待てぇぇぇぇぇいっ！」


　さすがにこのままほうっておくと、話がどんどんどぉしようもなくなる気がして、あたしは横からツッコミを入れる。


　二人はあたしの方を見て、


「どうしたのよリナ」


　言いつつナーガは、アーメスくんがさし出した金貨の袋ふくろを受け取ったりしているが。


「どぉもこぉも、なにフツーに味方になってんのよっ!?」


「え？　何か問題が？」


「ふっ。さては、自分の活かつ躍やくの場が減へるんじゃあないかと心配でもしてるのかしら？」


　二人にさらりとそう言われ──あたしは悟さとった。


　こいつらを説得するのは無む理りだ、と。


　どうやら、アーメスくんにいろいろわかってもらうには、ディアボロとクロウの二人に協力してもらうしかなさそうである。


　これ以上何か言うのはやめにして──


　かくてあたしたち三人は、ともにトルク・シティへと向かうことになったのだった！





　でもってあっさり街まちに着いたりするのだった！


「……途と中ちゆうなんにもなかったわねー」


「そうねー」


「きっとディアボロたちが襲しゆう撃げきして来ると思ってたんですが」


　夕方と呼ぶにはまだ早い午後。トルク・シティの端はしに佇たたずみ、あたしたち三人は口々につぶやいた。


　湖に面したこの街は、もともと漁ぎよ業ぎようや農のう業ぎようで発展してきた場所らしい。


　人が増ふえるにつれて農業はすたれたが、漁業の方は続いているとか。


　この湖でしか獲とれない水ダコや水イカを使った料理は、美び味みというよりは珍ちん味みの方に属ぞくするらしいが、近くに寄れば、一度は試ためしに食べてみたいと思うのが人情。


　あたしがここに足を向けたのも、もともとはそれが目的だった。


　……まあ……その途中でこんな事件にかかわっちゃったわけなのだが……


　結局あたしたちは、朝にベスミの町を出てから、紆う余よも曲きよく折せつも一切なしに、ここに着いてしまったのだ。


　途中で絶ぜつ対たいディアボロたちが現れると思っていたのだが……朝にナーガから受けたダメージが、案あん外がい大きかったのだろうか。


「ふっ！　なら今のうちに、赤竜の剣を受け取ってしまえばいいのよっ！」


「それだ！　さすがナーガさん！」


　ナーガの寝ね言ごとに感心するアーメス。


「ふっ！　それほどでもなくってよ！　ほーっほっほっほ！」


　そんな寝ぼけた二人に、あたしはなげやりにツッコむ。


「……で？　この街のどこで、いつ、誰だれと出会えば受け取れるわけ？　それ」


　二人の表情が凍こおりつく。


　アーメスくんは、あわててふところから例のインチキ手紙を取り出して、


「……リナさん。今気づいたんですけど」


「なーに？」


　期き待たいせず、それでも一応聞いてみると、


「匿とく名めいの手紙ってこういう時不ふ便べんですよ！」


「あー。今気がついたんだ」


　……なんだかひどく疲れた気分で、適てき当とうなあいづちを打っていると。


「ほーっほっほっほ！　この程度のことで対応にあわてるとはっ！　二人ともまだまだ経けい験けんが浅いわねっ！」


　ナーガはやたらくそえらそーに、


「こういう場合はたいてい、宿でも取って休んでいれば向こうの方から近づいて来るものなのよっ！」


「そうなんですか！」


「もちろんよっ！　だからまずはあなたのお金でどこか豪ごう華かな宿に……」


「──ああっ！　もう来てるっ！」


　ナーガのことばのその途中、響ひびいた声は聞き覚えのあるものだった。


　目をやれば、街の中心へと向かう方、そちらからあわてて駆け来るのは、ディアボロとクロウ──と、呼んでいいのかどうか。


　クロウの方は朝と同じ姿だが、たった今声を上げたディアボロは、なんだかわけのわからない仮面をつけている。


　色はまっ黒で、のっぺりとした何かの下に何本もの触しよく手しゆだかちぢれ麵めんだかが生えているというデザインのお面。


「お前たちは!?」


　アーメスくんは二人に気づき、


「『果てなき深淵ボトムレス・ピツト』か!?──ディアボロの姿が見えないようだが──」


「気づけぇぇぇぇっ！」


　すこぉぉぉんっ！


　さすがにあたしは取り出した木き靴ぐつでアーメスくんのどたまをこづき、空いた方の手で、なんだかわからない仮面を指さし、


「こ・い・つ・が・ディアボロよっ！　声とか体格とかにおぼえがあるでしょーがっ！


　朝の戦いで仮面が割れちゃったんで、先回りして新しい面を買おうとしたけど悪魔のが置いてなくて、てきとーな黒いのを買ってたとかそんな理由よきっと！」


「み、見てたのかっ!?」


　正しよう体たい不ふ明めい仮面が叫さけぶ。そうですか大当たりですか。


　しかしアーメスくんにしてみれば、その説はどうやら納得できなかったらしく、


「えぇぇぇえっ？　でもまさか、悪の組織のメンバーともあろう者が、予よ備びの仮面も用意していないなんて！」


　言われた不明仮面は少し迷まよってから、


「そ……そうとも！　私はディアボロではないっ！　彼は別の任にん務むで動いている！


　私は『果てなき深淵ボトムレス・ピツト』第三の幹かん部ぶ！　その名も──」


　そこで唐とう突とつにことばを切ると、すがるようなまなざしをクロウに向ける。


　……さては名前考えてなかったな。


　クロウも一いつ瞬しゆんうろたえて、とっさに小さな声で、


「……イカ墨すみ？」


「そう！　名はイカ墨！」
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　イカ墨かっ!?　確かに黒いけどっ！


　……そーか。元ディアボロがかぶってるあれ、黒く塗ぬられてはいるけど、イカの仮面なんだ……


　そーいえば水イカってここの特とく産さん品ひんだったよなー。とか思いつつ。


「ともあれっ！


　アーメスよ！　これ以上貴き様さまを先に行かせるわけにはいかんっ！


　しかしここで戦うとまわりのみんなにも迷めい惑わくがかかるっ！　場所を移うつすぞ！」


　──この頃ころになると、さすがにあたりにやじ馬たちが集まりはじめている。確かにここで戦えば、まわりに被ひ害がいが出るだろう。が。


「ヤだ。」


　アーメスくんが答えるより早く。あたしはきっぱりと断ことわった。


「……え？　なんで？」


　とまどい尋たずねるイカ墨に、あたしはため息つきながら、


「なーんだってあたしたちが、あんたたちの都つ合ごうにあわせて、いちいち場所を移してまで戦わなくちゃあなんないのよ。


　それにあんたたちも、自じ称しよう悪の組織なんだったら、まわりの人のことを無む視しして大あばれするくらいの覚かく悟ごはあるんでしょ？」


　たぶん連れん中ちゆうの最初の予定では、この街で新しいお面を買って引き返し、街かい道どうの途中であたしたちと戦う、というつもりだったのだろうが。


　そうと知りつつ言ってみれば、あんのじょう、クロウは困った声で、


「けどそれは、他の人に迷惑だし……」


「街の警けい備び兵へいとかに怒おこられたら体てい裁さいが悪いではないか」


　と、イカ墨。


　体裁てあんた。そんな格かつ好こうで自称イカ墨って時点で、体裁も面めん目もくもあったもんじゃあないのだが。


　どうやらそのへんの自覚はあまりないようである。


「けど、あたしたちがそっちにつき合う義ぎ理りがない、ってことには変わんないんだけど」


「む……そ……それは……」


　イカ墨はしばし呻うなって──やがて、ぱんっと手を叩たたき、


「おお！　今思いつ……思い出したんだが、アーメス、お前に剣を売ると言っていた人物を人ひと質じちにしている！　無ぶ事じに帰してほしければいっしょに来るがいい！」


　自分ではうまい噓うそのつもりだろーが、芸げい風ふうは今朝と一いつ緒しよだし。それに何より──


「剣が目的なら、わざわざアーメスくんにケンカ売りに来たりしないで、そいつ連れてどっかに行きゃあいーじゃない」


「うっ……！」


　あたしの指し摘てきにふたたびイカ墨はことばに詰つまり──


「こっ……！　これは意い地じというかなんというか、今朝の借りを返すためのものだっ！」


「今朝の借りって、あんた、ディアボロじゃなくてイカ墨なんでしょ？　じゃあ借りも何もないじゃない」


「うううっ……!?」


「あ！　それ私の方の借り！」


　あわててクロウがフォローを入れる。


　……がんばって言いつくろおうとする、その努力は認みとめるけど……


「とぉにぃかぁくぅっ！　そういうことなんで来るがいぃいぃっ！」


　もはやイカ墨泣きそうだし。


「リナさん、何にしても人質がいるなら見み捨すててはおけませんよ！」


「あぁ。アーメス、お前だけは私の言うことを信じてくれるんだな。ありがとな。ありがとな」


　……ごめん。あたしもちょっとおとなげなかった。ツッコミ甲が斐い皆かい無むのアーメスとナーガをしばらく相手にしてきたもんで、ついイカ墨にツッコミを入れすぎたのだ。


「さあ。それじゃあ話もまとまったところで行こうか」


　なぜかクロウに仕切られて。あたしたちと半泣きのイカ墨は、街のはずれへと向かったのだった。





　風は小さな波を生み、のどかな水音を立てている。


　街の外れにある、湖に面した岸辺。


　二人があたしたちを連れてきたのは、そんな所だった。


　湖のこのあたりは、遠とお浅あさの砂浜なのだが、岸や水中のあちこちに大小の岩が転がっており、釣つりをするにも船を出すにも不ふ向むきな場所になっている。


　漁師さんたちの船着き場も、街の中心部もずっと向こう。やじ馬たちも、さすがに巻き込まれる危き険けんを冒おかしてまでこんなところにはついて来なかった。


　つまりここなら、少々ごたごたしてもかまわないということである。


「人質はどこだ！」


　イカ墨とクロウが足を止めたのを合あい図ずに、あたりを見回し、アーメスくんが言い放つ。


　当たり前だが、あたりに人質らしき者の姿はなく。


　対するイカ墨は、ふり向きざまにマントをひるがえし、


「はははははは！　ひっかかったな！　人質など最初からいない！」


「なんだって!?」


　宣せん言げんに、おどろきの声を上げるアーメスくん。


　はいはい。もういちいち心の中ででもツッコミは入れないからね。


「あれはお前たちをこの場所におびき出すためのただの噓うそさ！　こうあっさりとだまされてくれるとは思っていなかったが！」


　あんたの方にはツッコむぞ。さっきさんざんあたしにつつかれて涙目になってたのは誰だ。


「一体どういうことだ!?」


「ふっ！　読めたわよっ！」


　そこにナーガが朗ろう々ろうと、


「さてはあなたたち、剣を持っているのが誰だかわからないもんだから、アーメスを倒して彼になりすます気ねっ！」


「そういうことかっ！」


　珍ちん説せつには納得するのな。この男。


　イカ墨とクロウは一瞬沈ちん黙もくしてから、


「じゃあそのセンで！」


　珍説採さい用ようしたっ!?


「そうはさせんっ！」


　吠ほえてアーメスくんはロング・ソードを抜き放つ！


「面おも白しろい！」


「止められるものか！」


　イカ墨とクロウも抜ばつ剣けんし、あたしとナーガが呪文を唱える！


　同時に駆かけるイカ墨とクロウ！　アーメスくんは身がまえて──


　しかし仮面の二人は彼の直前で左右に分かれて、後ろのあたしとナーガを狙ねらう！


　今朝見た時よりさらに早い！　これが本気ということかっ！　呪文を使うあたしたちを先に片づけて、あとでアーメスくんの相手をしようというつもりか！


　だがっ！　そうくることはお見通し！


　隣となりのナーガは氷フリーズの・矢アローの呪文を唱えているようだが──


「翔封界レイ・ウイングっ！」


　あたしが唱えたのは高速飛行の呪文！


　風の結けつ界かいを身に纏まとい、スタートダッシュとともに隣にいたナーガを跳はね飛ばす！


　たぶん悲鳴くらい上げただろうが、風の結界のおかげで声は聞こえない。


　そのまま横手にすっ飛んで、一同をまわり込むように湖の上へ。


　あたしが飛んでナーガが倒れ、目もく標ひようを失ったイカ墨とクロウはきびすを返す。


　あたしは適てき当とうなところで術を解とき──降り立ったのは湖の中、水面からつき出した岩の上だった。


　アーメスくんをはさんで、ちょうど仮面たちの反対側である。


「アーメス！」


　あたしは彼の背に声をかける。


「水の中に誘さそい込んで！　相手の足を殺せるはずよ！」


　岸辺からあたしのいる岩まで距きよ離りは二十歩ばかり。それでも水の深さはせいぜいヒザのあたりまで。動き回ることはできても、速そく度どはかなり落ちるはず。


「わかりました！」


　答えて素す直なおにアーメスくんは、水の中へと駆け込んで、あたしのやや手前できびすを返す。


　それを追うイカ墨とクロウ。ためらわず、しぶきを上げて湖の中へと駆け込んで、アーメスくんと対たい峙じする！


「ひっかかったな！」


　言うアーメスくんの声には勝利の確かく信しんがにじむ。


「この場所では、お前たちもそうそう機き敏びんには動けまい！」


　指し摘てきに、仮面たちは一瞬沈黙してから、イカ墨の方がぽそりと、


「そうだけど……お前もだろ」


　………………………………


「あれっ!?」


　やっぱし気づいてなかったか。だが、この場合はそれでいい。


「失しつ策さくだったな」


「だが容よう赦しやはしないっ！」


　イカ墨とクロウは言うと同時にふたたび駆ける！　波を蹴立てて水を裂さき、しぶきを上げて──


「──!?」


　同時に気づき、足を止めてふり向いた。


　だが──もう遅い。


　復ふつ活かつしたナーガは、岸辺ですでに呪文を唱え終えている！


　二人は知らない。ナーガの復活速度が完全に常じよう識しき外れだということを。


　あたしはそれを利用したのだ。


　高速飛行の術でぶちかましをかけ吹っ飛ばし、これでナーガは戦せん闘とうから脱だつ落らくしたと思わせる。しかしナーガはすぐに復活し、仮面たちか、吹っ飛ばしたあたしに向かって攻撃呪文をぶっ放してくる。


　仮面たちが跳ね散らす水音でナーガが呪文を唱える声もある程度はかき消される。


　その復活に気づいていなければ、仮面二人は後ろから直ちよく撃げきを受けたはず。


「氷フリーズの・矢アローっ！」


　ナーガが術を解とき放つ！


　しかし。二人は最低限の動きでそのことごとくをかわしてのける！


　むう。やるな。


「なるほど。こういう作戦か」


「しかし我われ等らを甘く見たな」


　イカ墨とクロウは、言ってあたしの方をふり向こうとして──


　愕がく然ぜんと気づく。


　足が動かないことに。


　言うまでもない。


　ナーガの放った今の一発が着水し、水の一部が凍ったのだ。皆の足を縛いましめるように。


　無事なのは岩の上にいるあたしだけ。


「まさか、ここまで考えて──!?」


　肩かた越ごしにあたしの方を見やり、驚愕の声を上げるイカ墨。


　とーぜん。


　ナーガには、冷気系の呪文を多用するクセがある。それを利用したのだ。


　ちなみに、もしも今ナーガが冷気系の呪文を使って来なければどうしたか？


　答えは簡かん単たん。あたしが自分で唱えておいた呪文で同じことをやっただけ。


「氷フリーズの・矢アローっ！」


　せっかく唱えた冷気呪文。あたしはイカ墨とクロウの足もとに向かって冷気の矢をぶっ放し、二人の足を閉ざした氷を、より強きよう固こな縛めへと変える。


　アーメスくんの足も氷づけになっているが、こっちの処しよ理りはあとでいいとして……まずはナーガをなだめにかかる。


「やるじゃないナーガ！　おてがらよっ！」


　声をはり上げ親指立てて、岸辺のナーガにウインクひとつ。


「へ？」


　たぶん、あたしを吹っ飛ばすためのものだろう。次の呪文を唱えていたナーガは、あたしのことばにしばし迷まよってから──


「ほーっほっほっほ！　この程度のこと、どうということはないわっ！」


　呪文を中止し、計算通り調子に乗って、胸を張はっておーいばり。


「さて、と。


　何にしてもこれで勝負はついたと思うんだけど？　よかったら剣を捨ててくれる？」


「……わかった……」


　あたしの呼びかけに、イカ墨とクロウの二人は手にした得え物ものをおとなしく投げ捨てたのだった。





「……そんな……まさかっ……！」


　イカ墨とクロウを縛しばり上げ、みんなの足の氷を溶とかし。


　岸に上がって二人の仮面をはいだ瞬間、予想通り、驚おどろきの声を上げたのはアーメスだった。
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「兄さん！　それに姉さん！」


「なんですって!?」


　そのことばにナーガも声を上げる。


　仮面の下の面おも差ざしは、たしかにアーメスくんと似ている。ちなみにお姉さんの方は結けつ構こう美人。


「──あなたは驚かないのね」


　クロウ──いや、姉に言われてあたしは小さく肩をすくめ、


「最初あなたたち、アーメスのことを名前で呼んだでしょ。


　それで気づいたのよ。たぶんアーメスの知り合いなんだ、って。


　兄弟ってのはわかんなかったけど、あんたたちが何のかんのと言いながら、無む関かん係けいな人たちを極きよく力りよく巻き込まないようにしてたのはわかったし。


　ま、そこらへん、アーメスくんの方は全然気がついてなかったみたいだけど」


「そこなのだよ……」


　表情を曇くもらせ、兄は言う。


「とりあえず、まずは名乗っておく。


　私はカーネル。お聞きの通り、アーメスの兄だ。素す性じようは察さつしてもらいたい」


　了りよう解かい。お金を持ってて兄弟揃そろって剣けん術じゆつを学んでいるとなると、騎き士しの名家とかそんなところなのだろう。


「シャーリー。姉よ」


　と、おねーさん。


　カーネルは困った表情で、


「アーメスは、剣術の腕うでは確たしかだと思う。


　それで身を立てたいという気持ち、そのものはよしとしよう。


　しかし一方で素直すぎるというか世せ間けん擦ずれしていないというかその……」


「バカ？」


　あたしの補ほ足そくに彼は複ふく雑ざつな表情で、


「……まあ言い方はいろいろあるが。察しがよくないことは事じ実じつ。


　ちゃんとやって行けるかどうか心配で、人を使って日ひ頃ごろの行動を調べさせたら……


　店員の口車に乗せられて、無む駄だに高価な武ぶ器き防ぼう具ぐを買うのはまだいいとして、偽にせ依い頼らい者しやに騙だまされるわ偽占うらない師しに騙されるわ偽武器屋に騙されるわ……」


「そんなにだまされてたの？」


「というか、むしろ騙されていない日の方が少ないくらいで」


「うわぁ……」


　まあ確かに、アーメスくんを見てるとカモにしたくなって来るけど……


「これはさすがにそのままにしてはおけないと思ったのだが……ただ『向いてないからやめろ』と言っただけではアーメスも納得しないだろう。


　それで私とシャーリーがこういうことをした、というわけだ。


　当初は、アーメスを負かしてから正体を明かし、全部説明するつもりだったのだが」


「……だからって……」


　アーメスくんは肩をふるわせ、


「だからって、何も兄さんや姉さんが悪の組織に入るなんて！」


　……ええっと……


　そのあたりのことから説明しないとわかりませんかこの人は。


　めんどくさいなぁ……


「いや。だからねアーメス、剣をゆずる、って手紙も悪の組織もみーんなウソだから」


「そうすると何？　このごたごた、最初から最後まで狂きよう言げんだった、っていうこと？」


　ナーガの問いにうなずいて、


「そーゆーこと。ま、こっちは別に損そんをしたわけでもないし、文もん句くを言うこともないんだけど」


「ちょ……ちょっと待ってください！　僕にはまだよくわからないんですが……」


　まだわからんのか。アーメスくん。


「兄さんと姉さんとがイカ墨とクロウなら、ディアボロは誰だったんですか!?」


　……あー。


　さすがにあたしも、いーかげんめんどーくさくなって来て、


「よし。こうしましょう」


　ぱんっ、と手を叩き、アーメスくんに向きなおり、


「そんなことよりアーメス、実は今、あなたの家は狙ねらわれてるのよ！」


『ええっ!?』


　突とつ然ぜんの宣せん言げんに、声を上げる兄弟一同。


　かまわずあたしはアーメスに、


「そこでお兄さんとお姉さんは、あなたに実家の警けい護ご依頼をしようと考えた。


　で、あなたの腕前を試ためすためにこんな芝しば居いを打った、というわけよ！


　芝居のくわしい内容が知りたかったら、家に帰ってお兄さんあたりからこんこんと説明してもらうといいわ。ちゃんと正せい座ざして聞くよーに」


「──その手があった！」


　と、シャーリー。


　そういうこと。


　いくら芝居をうち、お前はこのしごとに向いてない、と、説明したところで、アーメスくんが納得しなければ意味はない。


　そもそも彼には、自分がだまされやすいという自覚すら皆かい無むなのだ。


　ならばいっそ──ずっとだましてしまえばいいのである。


「実はそういうことなんだアーメス！」


　ここぞとばかりに兄が言う。


「噓をついたのは悪かったが、これも、お前がどれほどの男に成長したのか、我わが家を守れるのかどうかを試すため！」


「そうだったんですか！」


　ほら信じた。


「そういうわけだ。


　我が家の警護依頼、受けてくれるな」


「もちろんっ！」


「じゃあ納得してくれたところで、まずは、ナワを切ってくれるか？」


「わかった！」


　いそいそナイフを取り出す彼。


　そんな一同を眺ながめつつ、


「ちょっとリナ。これってつまるところ、なんだか丸くおさまった、っていう解かい釈しやくでいいわけ？」


「ま、そーなるわね」


「なるほど。それなら──」


　ナーガは、ナワを切られて立ち上がったカーネルとシャーリーに向かって、


「ふっ！　どうやらこのわたしたちの助じよ力りよくもあって、一応丸くおさまったようねっ！」


　すかさずあたしも、


「けどそう考えるとあたしたちって結けつ局きよく、巻き込まれただけみたいなもんねー」


「いや、全くもって申もうし訳わけない」


　対するカーネルはフレンドリーな笑顔を浮かべて、


「お礼とおわびは、アーメスが先に渡したぶんで十分だとは思うのですが」
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　知ってたか……あるいはカマをかけただけか。いずれにしろ、ここにアーメスくんがいる以上、『いいえ何ももらってませんよ』というおとぼけはさすがに通用しない。


　さすがに弟と違ちがってしっかりしてる。


　結局あたしとナーガとは、そのままおとなしく、兄弟を見送ることにしたのだった。





　その後アーメスくんがどうなったのか、あたしは知らない。


　調べればわかったかもしれないが、あたしはそれをしなかった。ま、そもそも興きよう味みもないし。


　けどたぶん──彼は今も、誰かにだまされ続けているのだろう。







（シッティング・ダック：おしまい）





スレイヤーズすぺりおぉる



未み知ちなるキメラに個性を求めて








　部屋にあるのはただ沈ちん黙もく。


　あたしの向かいに佇たたずむ彼女は、整ととのったその顔立ちに、苦く悩のうの色だけをにじませて。


　だが、互たがいにこのまま黙だまっていても仕方ない。


「……話しにくいことなの？　ティファールさん」


　宿の部屋の一室で。


　あたしはイスに腰こしかけたまま、向かいのベッドに座すわった彼女に声をかける。


　二は十た歳ち前後にしか見えないが、彼女──ティファールさんは、ある町の魔ま道どう士し協きよう会かいの副ふく評ひよう議ぎ長ちよう。地位も名めい誉よもある人である。


　以い前ぜん、彼女から、とある事件の解かい決けつ依い頼らいを受けたことがあり、それでお互い顔見知り。


　そして今日、このハイントルの町で、たまたま彼女と再会し、頼たのみがある、人前では話せないと言われて、彼女の宿の部屋に行き、話を聞くことになったのだが。


「……どこから……どう話していいのか……」


　彼女は視し線せんを床ゆかに向けたまま、それでもぽつりと口を開いた。


「リナさんは……マイケルのことは覚えていらっしゃいますか……？」


「もちろん」


　あたしはきっぱりうなずいた。


　やはりその事件の時に出会った魔道士の男で、ティファールさんに言い寄よるも、個性のない人は好みではないと言われて一いち念ねん発ほつ起き。鉄てつ仮か面めんにヤットコ手、語ご尾びが「ギチ」という実に個性的な姿すがたに大だい変へん身しん。みごとティファールさんのハートを射い止とめ、婚こん約やくするに至いたったという人である。


　なんでそんな人を忘れることができるだろうか。


「──ってことは、頼みってマイケルがらみなわけ？」


　問いにしばしの沈黙の後、彼女はこっくりとうなずいた。


「あの事件があってしばらくした頃ころ……マイケルと私は、魔道士協会の用があって、とある街まちに行ったんです。


　そこで二人は……出会ってしまったんです。実に個性的な人と……」


「ほほう。」


「流れる黒くろ髪かみ黒マント！　黒いビキニのような服！　首からドクロのネックレス！　肩にはトゲトゲショルダーガード！　名前も知らぬその方は、高たか笑わらいと強きよう烈れつな印いん象しようだけを残して去さってゆきました……


　あの、リナさん、イスごと倒たおれてないで真ま面じ目めに聞いてもらえますか？」


「……あ……うん……ごめん……で？」


　ちょっとした心当たりのせいで、思わずひっくりこけたあたしは、それでもなんとか身を起こし、話の先をうながした。


「その方は女性でしたけれど……私は思ったんです。


　これが、本当の個性というものなのだと。


　言葉を交わしたわけでもありませんが、わかったんです。その人は、ただ自分の好みやセンスに絶ぜつ対たいの自信を持って、好きでその生き方をしているんだ、って。


　そして……それから……」


　彼女はわずかにことばを切って、


「それから……なんだか、マイケルの格かつ好こうが不自然に見えてきて……」


「つかそれまで、あの格好が自然に見えてたわけっ!?」


　思わず放はなったツッコミを、ティファールさんはさらりと無む視しし、


「もちろんそんなこと、口には出しませんでした。


　出しませんでしたけど……マイケルもあの人を見ていましたし、私の態たい度どからも、そういったことは伝わったのかもしれません。


　そして先日……マイケルは姿を消したのです……


『究きゆう極きよくの個性を手に入れてみせるギチ』という置き手紙だけを残して……」


「あーあ……」


　うんざりと、つぶやきをため息に乗せる。


「もちろん私も、マイケルがより個性を高めることは止めません」


　いや。止めてやれ。それは。


「けれど問題はその手しゆ段だんです。


　私は嫌いやな予感がして、マイケルの動きを調べてみました。


　すると彼は……どうやらある魔道士と接せつ触しよくしたらしいのです」


「魔道士と？」


「ええ。正確には、元、と言った方がいいかもしれません。


　アルパ＝シーフェルド。異い端たんの研究に血ち道みちを上げて、魔道士協会を追われた男。


　彼は──人間を使った合キ成メ獣ラの研究をしていたそうです」


「──それって──」


　さすがにあたしは声を上げる。


　キメラとは、魔道の技術で何種しゆ類るいもの動物などを混まぜ合わせて生み出す合ごう成せい生せい物ぶつのことである。


　戦せん闘とう用ようとして造つくられることが多いのだが、それに人間を使うなど、言うまでもなく大きなタブー。


　そんな男にマイケルが接触したということは……


　ティファールさんはうなずいて、


「アルパは今、この町に住んでいるんですが……しばらく前、酒場でマイケルと話をしていたそうです。


　聞いたところによれば、二人は随ずい分ぶん盛もり上がっていたようで、マイケルが、『星せい辰しんが正しく並ならぶその時こそ、真の個性が手に入るギチ』と言っていたとか」


「星辰とまでッ!?」


　またまた声を上げるあたし。


　要ようは星の並びのことなのだが、そんなものを気にするとゆーことはすなわち──


「つまり、なんか大がかりな儀ぎ式しき魔法を使う気まんまん、ってことよね!?　それって心おきなくヤバい話になってない!?」


　彼女は小さくうなずいて、


「ええ……


　それこそ魔ま族ぞくか何かを召しよう喚かんして……マイケルとの合キ成メ獣ラの素そ材ざいとして使う、という可か能のう性せいすら考えられます」


　人と、その天てん敵てきたる魔族との合成。


　それはまさに、タブーの中のタブーと言っても過か言ごんではないだろう。


　彼女は苦悩の表情で、


「もちろん全ては推すい測そく、可能性に過すぎません。


　二人の目もく的てきは、本当は全く別の所にあるのかもしれません。


　けれど。


　何か間ま違ちがいがあれば、おおごとになりかねない計画を、二人が進めているらしい、という可能性が高いのも事じ実じつです。


　ならば少なくとも、二人が何をやろうとしているのか、知る必ひつ要ようはあります。


　それでもし、大きな事じ故こになる可能性が高かったり、マイケルが人間をやめるつもりだというならば、なんとしても止めなければなりません」


　おー。


　あたしは胸のうちでこっそり感心した。


　変な個性大だい歓かん迎げいのティファールさんなら、半分魔ま族ぞく化かという個性に大だい賛さん成せいしそうな気もしていたのだが、どうやらまだ人間としての心とゆーのは残っているよーである。


「ところがさらに調べてみると。


　アルパはここしばらくの間、家に戻もどっていないようなのです」


「家に──いない？」


　あたしのおうむ返しに、彼女はこくりとうなずいて、


「マイケルと一いつ緒しよになって、どこかでその儀式か何かの準じゆん備びをしている、という可能性が一番高いと思っています。


　それで、手伝ってくれる魔道士たちを十人ばかり連れてきて、行方ゆくえを捜さがしているのですが……


　今のところ、あまり有ゆう力りよくな手がかりは得えられていません。


　そして仮に、二人を見つけたとしても。


　こちらは戦いとは縁えんのない者たちばかり。もしも相手が実じつ力りよく行こう使しに出てきた時、止められる自信はありません。


　ですからリナさん、どうか──お力を貸かしてもらえませんでしょうか」


　深ふか々ぶか頭を下げるティファールさん。


　さすがにそういうことならば、知らぬと突つっぱねるわけにもいかない。


「報ほう酬しゆうは──はずんでもらうわよ」


　苦く笑しようして、あたしはそう言ったのだった。





　捜そう索さくは、だが順じゆん調ちようにはいかなかった。


　マイケルとアルパ、二人が近くにいるのなら、とーぜんどうにかして食料を調ちよう達たつしているはずである。


　ゆえに、分ぶん担たんを決めて、食料品店やメシ屋を中心に、聞き込みやら何やらを展てん開かいしてはいるのだが、どうにも最近の手がかりが摑つかめない。


　摑めぬままに時間だけが過ぎてゆき──あたしが依い頼らいを受けてから二日目。


　通りのメシ屋でお昼ごはん兼けん聞き込みを終えて、店を出て。そこであたしはばったりと、ティファールさんに出くわした。


「──リナさん」


　あたしに向ける親しん愛あいの笑み。だがその奥おくにも、苦悩と焦しよう燥そうが見える。


「どうですか？　何かありました？」


　問われてあたしは肩かたをすくめ、


「うーん……今のところ何も。そっちは？」


　彼女は沈しずんだ表情で、ゆっくり左右に首を振ふり、


「同じく、です。ここ数日、マイケルやアルパを町で見かけたという話は……


　かといって、あらかじめ食料の買いだめをしていたという話や、この町を出て行ったというような話も聞きませんし……」


　そうなのである。


　二人が町を出た可能性もある一方で、そう見せかけて町のどこかに潜ひそんでいる可能性もまたあった。


　こっちの人数は十人ちょい。確かく証しようもなしに捜そう査さ範はん囲いを広げるのには、少なすぎる人数である。


　ともあれ、何かの手がかりを得ないことにはどうしようもないのだが、その手がかりが見つからない。


　見つからぬまま、ただ聞き込みを繰くり返すというのは、精せい神しん的てきにやはりキツい。


　ティファールさんの表情には、疲つかれの色がはっきりとにじみ出ていた。


「……ところでティファールさん、ちゃんとごはん食べてしっかり休んでる？　無む理りしてあなたがここで倒れたりしたら、それこそどーにもならなくなっちゃうんだから」


「ええ。わかってます。あと一軒けん二軒聞き込んだら、お昼にしようかと思ってます」


　……って昼ごはん、まだなんだ。


　言うとティファールさんは、通りの先にあったパン屋さんへと足を運ぶ。どーにも心配になって、あたしもいっしょについてゆく。


　ちりんちろん、とドアベルが鳴なる。


　時間帯のせいなのか、あるいは単に流は行やってないのか、店の中にはカウンター奥の店主と、大きな袋ふくろにパンを満まん載さいした金きん髪ぱつ男が一人だけ──って、おい。


　金髪男は、あたしたちを見て、あからさまに、ぴくりっ、と身をふるわせた。


　しかしティファールさんはふらふらと、男のそばを通り過ぎ、カウンター向こうのおやじさんに、


「お聞きしたいんですけど。最近、半鉄仮面にヤットコ手の人が買い物に来ませんでしたか？」


「え？　鉄仮面にヤットコ？　さあ、見ないねぇ」


「そうですか……」


　そんな会話を交わす後ろを、金髪男はそろりそろりと出口に向かい、あたしの横を──


　通り過ぎようとしたその瞬しゆん間かん、あたしは男の二の腕うでを、わしっ！　とひっ摑み、


「……とゆーか……あなた、マイケル……よね……？」


　言ったとたん。


　ティファールさんは息を呑のみ、はじかれたようにふり向いて、あたしの方をきょろきょろ見回し、


「どこにっ!?」


「いや、だから……」


　あたしは自信なく、目の前の金髪男を指さした。


　彼の素す顔がおは以前に見たおぼえがある。変な鉄仮面さえかぶっていなければハンサムと呼んでいい顔立ちだった。目の前の男の顔は、それと一いつ致ちする……のだが……


　彼女はしばし金髪をまじまじ眺ながめ──


「そういえば似にていますけど……鉄仮面がありませんよ」


「いやあの！　鉄仮面とヤットコ取ったらこーなるでしょーがっ！」


　言ってから、あたしの脳のう裏りに、ふとある可能性が浮うかぶ。


　まさか、みんなの聞き込みって……素顔のマイケルに対しては、まるっきりのノーマークだったんじゃあ!?


　実じつ際さい、今のティファールさんは、店のおやじさんに対して、鉄仮面とヤットコのことしか聞いていない。


　あたしの指し摘てきに、ティファールさんは、はっ、として、


「そうか！　変へん装そうですね！　けどどうやって人間の姿に……!?」


　……この女……マイケルのことを何だと思ってるんだろう……？


　そんなことはともかくとして、あたしは、パンの包つつみを抱かかえたままで脂あぶら汗あせを流す男に、


「マイケル、よね？」


　問われて彼は視し線せんをそらし、


「ひ、人ひと違ちがいギチ」


『ギチって言ったぁぁぁぁぁぁぁぁっ！』


　期きせずにハモるあたしたちの声。


「しまったギチ！」


　マイケルは言うなり、持っていたパン入り袋を放り投げる！


　──パンがっ！


　あたしはとっさにマイケルを離はなし、横っ飛びに飛びついて、すんでのところでパンの入った袋をキャッチ！


　だがその瞬しゆん間かん、いきおいで、袋から小さなパンが、ころりと転がる！


　させるものか！　食べ物を粗そ末まつになど！


　あたしは無む理り矢や理り身をひねり、パンが床ゆかへと落ちるその直前、口でそれをがっちりキャッチした！


　あ。けっこうおいしい。


　だがその間にマイケルは、玄げん関かんを飛び出し外に！


「何やってるんですかリナさん！」


　悲ひ鳴めいに近いティファールさんの声。


　むろんあたしとて、投げられたのが、いたいけな子供とかなら無む視ししただろう。だが食べ物となればそういうわけにもいかなかったのだ。


　何にしろ、このままマイケルを逃がすつもりはさらさらないっ！


　あたしは素す早ばやく身を起こし、逃げるマイケルのあとを追う！


　ドアベル鳴らして表に出れば、マイケルの後ろ姿が少し離れた通りの角を曲がってゆくところだった。


　あたしとティファールさんの二人が、そちらに向かって駆け出したその時！


　ブるひヒィィィィィィィィィン！


　響ひびいたのは馬のいななき！


　次の瞬しゆん間かん、ひづめの音も高らかに、通りの角から飛び出たのは、馬にまたがったマイケルの姿！


「馬泥どろ棒ぼうぅぅぅぅぅ！」


　どこかの家から誰だれかの声。


　たまたまそこに繫つながれていた馬を、マイケルがとっさに拝はい借しやくしたのだろう。


　むろん相手が馬となれば、人が必ひつ死しに走ったところで追いつける道どう理りはない！


　しかぁしっ！


　あたしには高こう速そく飛ひ行こうの術じゆつがある！


　かじったパンを最高速で咀そ嚼しやくして、こくりと飲み込み呪じゆ文もんの詠えい唱しようを開始！　その間にもマイケルを乗せた馬は、通りを曲がって見えなくなるが、だいじょーぶっ！


「翔封界レイ・ウイングっ！」


　唱となえた呪文を解とき放ち、そしてあたしは宙ちゆうに舞まう！


　重じゆう量りようと速度と高度との総そう和わが、術者の力量に比ひ例れいする、制せい御ぎよのむずかしい術である。


　しかし使いこなせれば、便べん利りなことこの上ない！


　あたしは術をコントロールし、まずは一いつ旦たん高度を取る。空の高みから見下ろせば、マイケルを乗せた馬がどこにいるかは一いち目もく瞭りよう然ぜん！


　──ほら見つけた！


　相手の場所と向かう方とを確かめると、今度は高度を地面近くのぎりぎりまで落とし、最高速度でかっ飛ばす！


　通りを右に、あるいは左に！　やがて町の外れにさしかかる頃ころ、ようやく行く手に、逃げるマイケルの後ろ姿が見えて来る！


　逃がすかぁぁっ！


　気力を込めて速度を上げる。しかし、馬がいいのか、あるいはマイケルの腕うでがいいのか、距きよ離りはじわりじわりとしか縮ちぢまらない。


　やがてマイケルを乗せた馬は、完かん全ぜんに町を出て、そばの山へと入る道へ。


　道はジグザグと山を登っている。なら！


　あたしは再び高度を上げて、連なり繁しげる木々の上、空から斜しや面めんをまっすぐ縦じゆう断だん！　マイケルの頭上を飛び越こえ先まわりして術を解とき、地面に降おり立ち呪文を唱となえる！


　やがて近づくひづめの音。どうやらこちらの先回りには気づいていないようである。


　姿を見せた瞬間に、今唱となえている術で吹っ飛ばし、動きを止めて捕つかまえる！


　だが山道に、マイケルの馬が姿を見せるより先に！


　気け配はいは横手、道なき山の中から出しゆつ現げんした！


　轟ごうッ！


　咆ほう吼こう響ひびかせ、木々の間を縫ぬい現れたのは一匹の獣けもの！　獅し子しには違いないのだが、あたしをにらむ目は一いつ対ついではない！　それには体じゅうのいたるところに、いくつもいくつもの獅子の顔がついていた！


　──キメラ！


　あたしは多少剣けんにも自信はあるが、さすがにこんなもんと接せつ近きん戦せんをやる気はない。


　とっさに飛び退のき、道をはさんで、キメラが来るのとは反対側の木々の間へ！


　相手がこちらを追いかけて、道へと飛び出したその瞬間！


「爆裂陣メガ・ブランドっ！」





　づどぉんっ！





　あたしの放った一いち撃げきが、キメラの体を吹っ飛ばす！


　大地を吹き上げつぶてと化す攻撃呪文！　仮かりにこの一発でしとめることができなくても、キメラの顔にはそれぞれ、目や鼻といった弱点になる部分がついている。


　そこにつぶてが直ちよく撃げきすれば、相そう当とう痛いはずである！


　念ねんのため、あたしは口の中で、次の呪文を唱となえはじめる。


　吹っ飛び草むらに横たわったキメラは、一瞬動きを止めたものの、よろよろその場に身を起こし──


　かかって来るかとも思ったが、くるりと後ろを向いてそのまま退たい散さんしてゆく。


　あたしはその後ろ姿を黙だまって見送った。


　追い打ちをかける必要はない。今かんじんなのは、キメラを倒すことではなく、マイケルを捕らえること──


　思って、あたしはふと気づく。


　馬のひづめの音が途と絶だえていることに。


　──しまった！


　飛び出して道をたどれば、そこには佇たたずむ一頭の馬。


　だがいつの間にか背中から、マイケルの姿は消えていた。


　攻撃呪文の音を聞き、先回りに気づいて逃げたのだろう。


　……今のキメラによる襲しゆう撃げきが、そこまで読んだ上でのものだったのかどうかはわからないが。


「……ミスったわね……」


　つぶやくと、あたしはいまだ抱かかえたままの袋から、パンを一つ取り出し、口に運ぶのだった。





　吹き行く風が木の葉を揺ゆらす。


　こくりとティファールさんの喉のどが鳴る。


「ここ、ですか」


「そう。ここ」


　うなずいて、あたしは緑の奥へと目をやった。


　一いつ旦たん町へと引き返し、ティファールさんにことの次し第だいを話し。


　あたしは再びやって来た。キメラに襲おそわれたその場所に。


　今度は、ティファールさんとともに。


　お手伝いの魔道士たちは、結けつ局きよく町に残して来た。山の中を捜さがすなら人数がいた方がいいのだが、マイケルたちが、潜せん伏ぷく場所を別の場所へ移そうとする可能性もあった。山やま狩がりにのみ力を入れて町をがら空あきにすれば、入れ違ちがいで逃げられるおそれがあった。


　それに何より、戦いに慣なれていない連れん中ちゆうがぞろぞろ連れ立っている所にキメラをけしかけられたら、パニックになるおそれが大きい。そうなれば、さすがにあたし一人で全員を守りきることはできない。


　本当は、ティファールさんにも町に残るよう言ったのだが、マイケルを説得できるのは自分しかいない、ということばにほだされ、連れてきたのだ。


　あたしは道なき緑の奥を指さして、


「キメラはこっちからやって来た。ならそっちに、マイケルやアルパたちの潜伏場所があるはずよ」


「けど、漠ばく然ぜんと『こっちの方』というのは不ふ確かく実じつすぎませんか？　それだけの手がかりで捜すのには、山は広すぎます」


「ちゃんとした手がかりならあるわよ」


　言いつつ、あたしは山道から、雑ざつ草そうと灌かん木ぼくの中に踏ふみ込んだ。


「そんなものが……？」


　あたしのあとについて来ながら、疑うたがいの声でティファールさん。


「そう。


　キメラはたぶん、アルパが作ったものなんでしょーね。あたしの攻撃呪文を受けて、あわててまっしぐらに逃げ出した。


　たぶん、自分のねぐら──言い換かえれば、アルパとマイケルがいる方に向かって。


　だからあたりをよく見ると──」


　言いつつ進むその先に、腐ふ葉よう土どにはっきり穿うがたれたくぼみ。


「でっかい図ずう体たいが通ったあとには、しげみの小枝が折おれてたり、地面に足あし跡あとが残ってたりするから。


　その続く先にマイケルたちがいるはずよ。


　でもって、彼は歩いて町までやって来て、この近くで姿を消した。つまり、潜伏場所はそう遠くない。


　たしかに山は広いけど、ほんとうに捜さなくちゃあなんない場所って奴やつは、それほどでもないわ」


「……なるほど……」


　ティファールさんが感心する。


「あ。でもって、今のうちに言っておくけど。


　たぶんキメラの襲しゆう撃げきは、またあると思う。


　けどくれぐれも、パニックを起こして、あわてて逃げ出したり、あたしにしがみついたりしないこと。


　それさえ守ってくれれば、あたしがちゃんとなんとかするから。


　混こん乱らんしない自信がないなら、下で待っていてもらわなくちゃあなんなくなるけど」


「……いえ……大だい丈じよう夫ぶです。リナさんを信じてますから……」


　さすがに声に多少のおびえは含ふくまれていたが、それでも彼女はきっぱりと言う。


　草を踏ふみ分け行くうちに、ほどなく小さな岩場に出た。


　あたりは緑と土とで囲かこまれていて、しかしむき出しになった岩の所で、キメラの足跡は当然ふつりと途と切ぎれていた。


「これじゃあ足跡は追えませんね……」


　彼女のつぶやきにあたしは何も言わず──かわりに、ただ、指先のしぐさだけで合あい図ずを送った。


　先に行け、と。


　彼女の顔がわずかにこわばり──しかし結けつ局きよく何も言わずに、ゆっくりと歩みを進める。


　あたしの横を通り過ぎ、岩場の真ん中あたりを通り過ぎ──


　その時！


　ぐォうッ！


　猛たけ々だけしい吠ほえ声上げて、木々の間からティファールさん目がけ、飛び出して来たのはいくつも頭のある獅子のキメラ！


　それが彼女のもとへとたどり着くより先に──


「氷フリーズの・矢アロー！」


　ひゅかかかかかきぃぃぃぃぃぃぃんっ！


　あたしの放った冷れい気きの術が、飛び出たキメラを瞬しゆん時じに氷づけにした！


　ティファールさんはしばし動かず、氷づけキメラを眺ながめていたが、わずかにうるむ目であたしの方を振ふり向いて、


「……試ためしましたね。リナさん」


「わかってるじゃない」


　あたしは悪びれもせず、そう答えた。


　岩場のそばに、キメラが身をひそめているのは気配でわかった。


　そこであたしは攻撃呪文を唱えて、彼女を先に行かせたのだ。


　ティファールさんが、誓ちかった通り、いざという時にパニックにならないかどうかを試すために。


　もしも彼女がこの程てい度どで、あたしの言いつけを忘れ、混こん乱らんしてむやみに逃げたりするようなら、町に戻るよう言うつもりだった。


　ヒドいなどとは言うなかれ。この先、マイケルとアルパの潜伏場所に足を踏み入れれば、こんなキメラ以上のお出で迎むかえがある可能性は十分なのだから。


　しかし彼女はあたしの予想に反し、これがテストとわかってなお──言い換かえるなら、キメラに狙ねらわれるとわかっていてなお、先へと足を踏ふみ出した。


「合格、ですよね」


「満点よ。


　キメラが待ち伏ぶせしてたってことは……つまり、近いってことよ。これからはなお気をつけて行くから」


「……わかりました……」


　彼女はうなずき、二人は再び歩みはじめる。


　岩場を通り抜け木々の間へと入り。


　そしてあたしの予想通り。


　いくらも行かぬそのうちに、あたしとティファールさんは同時に足を止めていた。


　木々の並ぶ先、二人の行く手。


　切り立った小さなガケに、ツタやら灌かん木ぼく、雑草やらに半なかば埋うもれつつ、ぽっかりと黒い穴あなが口を開いていた。


　洞どう窟くつではない。入り口のまわりは古びた材木で補ほ強きようされている。


「鉱こう山ざん……？」


「そういえば昔、このあたりの山で宝石が採とれていた時期があった、とかいう話を聞いたことがありますけど」


　あたしのつぶやきにティファールさんが言う。


　廃はい鉱こう、か。たしかに、身を隠かくすには手て頃ごろな場所である。


　あたしはそちらに足を運びつつ、


「当たり、みたいね。


　あたしが先頭に立つわ。明あかりは自前で調ちよう達たつお願いね。光こう量りようはやや絞しぼり気ぎ味みってことで。


　ベストは相手の不ふ意いをついて動きをおさえる、ってやりかただけど……


　そのあたりは状じよう況きようによって臨りん機き応おう変へんに、ってことで行くから」


「わかりました」


　と、彼女。


　あたしは口の中で呪文を唱え、腰こしのショート・ソードを抜き放ち、その切っ先に──


「明かりよライテイング」


　魔力の明りを灯ともして即そく席せきたいまつに。


　夜に書物を読むときなどに便べん利りなこの術、魔道士ならば収しゆう得とく必ひつ須す。ティファールさんは、取り出した羽は根ねペンに明りをかけてかかげ持つ。


　そして二人は廃鉱へ。


　入り口をくぐった所で温度が変わる。


　闇やみが二人を出で迎むかえて、濡ぬれた空気の中には獣けもののにおいが混まざっていた。


　おそらくキメラが出入りしていたせいだろう。


　進む先には枝えだ道みちもあったが、獣のにおいを選んでゆけば、道に迷まようこともなく。


　そうやって、どれくらい進んだだろうか。


　やがて向かい行く闇の先に、遠くうっすらと明りが見えた。


　どちらからともなく足を止め──


「……？　何か聞こえませんか……？」


　ささやいたのはティファールさんだった。


　言われて耳をすませてみれば。


　確かに聞こえる。


　今しがたまで、自分たちの足音にまぎれていた、ささやくような祈いのるような、遠い何かの詠えい唱しようが。


　──まさか──！


　二人の顔に動どう揺ようが浮うかぶ。思ったことはたぶん同じ。


　マイケルをキメラ化する儀ぎ式しきは、すでにはじまってしまったのではないだろうか。


　もしもそうなら、もはや、気け配はいを消して不ふ意いをつく、などという気長なことを言ってはいられない。


　二人はあわててダッシュをかけた！


　坑こう道どうを駆かけ抜け光を目指し。やがて出たのは広い場所。


　そこは、半ば自然の洞どう窟くつだった。


　あちこちに魔力の明りが灯されている。


　天と地をいくつもの鍾しよう乳にゆう石せきがつなぐ幻げん想そう的てきな光こう景けいは、しかしある部分でぶつりと途と切ぎれていた。


　一部に人の手が入っており、鍾乳石の森の中を、平らに均ならされた道がまっすぐ続いていた。


　道の終わりには、一いつ心しん不ふ乱らんに呪じゆ文もんを唱となえる男の背中。黒いマントを背に負って、黒い髪かみにはちらちらと白いものが目立っている。


　その先は、ホールのように広い場所。


　ちょっとした家くらいなら建たちそうなほど広い床は、その一面が、無む数すうの魔ま法ほう陣じんで埋うまっていた。


　魔そ法れ陣らは複ふく雑ざつにつながり合ってからみ合い、何かの力を内ない包ほうし、淡あわいかがやきを放っている。


　そして魔法陣の上に佇たたずむのは、半分鉄仮面にヤットコ手のマイケル！


「マイケル！」


　ティファールさんの呼びかけに、しかしマイケルは、こちらを見てはいるものの微び動どうだにせず。


　かわりに──背を向けていた男の詠唱が止やんだ。


　ゆっくりときびすを返し、ふり向いたのは──期待に反し、平へい凡ぼんな顔立ちの男だった。


　おそらく五十にはなっていないだろう。中肉中背の、どこにでもいるおっさんといった風ふ情ぜいだが、平凡なその外見の中、その瞳ひとみだけが尋じん常じようならざる光を放っていた。


「……マイケルから聞いておるぞ。邪じや魔まをしに来る者がおるかもしれぬと」


　平凡な外見とはうらはらに、その言い様は尊そん大だいで。その尊大さとはうらはらに、声は耳につく甲かん高だかさ。


「……アルパ＝シーフェルド……」


　男の名を呼ぶティファールさんの声には、あからさまな怒いかりの色。


「許せません……禁きん断だんの研究に手を染そめたキメラ研究者にして、マイケルに歪ゆがんだ道を示した魔道士……それがこんなに個性キヤラ薄うすいなんてっ！」


　そこかっ!?　怒いかりのポイントはっ！


　わけのわからぬ糾きゆう弾だんに、魔道士は、わずかに眉まゆを引きつらせ、


「何を言っているのかわからんが……


　いずれにしてももう遅い！


　星せい辰しんの位置はいまだ揃そろわぬが、もはや賽さいは投げられた！


　やがて私の研究が実る！　究きゆう極きよくのキメラが誕たん生じようするのだ！　それをもって私は、私の研究を否ひ定ていした、愚ぐ昧まいなる魔道士協会への復ふく讐しゆうを成なし遂とげるのだ！」


　うわ。ほんとーにめちゃめちゃふつーだ。こいつ。


　たぶん自分では、かっこいいことを言っているつもりなのだろーが、そこらへんに転がっている伝サ承ー歌ガの悪役ゼリフと大差ない。


　こちらを女二人と甘あまく見てか、アルパは余よ裕ゆうの表情で、


「私の放ったキメラの牙きばをかいくぐり、ここまでたどり着いたことはほめてやろう！　だがそれは、更さらなる後こう悔かいに続くと思い知るがいい！


　来い！　我わがしもべ、グレートファングよ！」


　呼びかけに、視し界かいの端はしで何かがのそりと動いた！


　巨おおきな姿はゆっくりと、鍾乳石群の向こうから──


「烈火球バーストフレア」





　づがぁぁぁぁぁぁぁぁん！





　姿を見せるより早く。


　あたしの放った攻撃呪文で、あたりの鍾乳石ごと吹っ飛び消える。


　結局、どんなキメラだったのかは謎なぞだが──一いつ切さい興きよう味みないんで別にどーでもいーです。


　根こん拠きよのない自信まんまんの切り札を、いともあっさり倒されて、アルパはアホみたいに口を開け、


「……ば……馬ば鹿かなっ……！　私のグレートファングがっ……！」


「負けゼリフまでめちゃめちゃふつーね」


　唱えておいた呪文をぶっ放したおかげで、よーやくしゃべれるようになったあたしは、ここぞとばかりにツッコミを入れた。


「さっきの頭がいっぱいあるライオンのキメラにしても、こけおどしにはなってたけど、ただそれだけのモノだったし」


「……こ……こけおどしだとっ……!?」


「顔をいっぱいつけて、牙のある口も増えたから攻撃力アーップ！　ってつもりだったのかもしんないけど、目や鼻なんかの弱い所まで増えてたし。


　凡ぼん作さくとゆーよりむしろ、失敗作に近いわね。


　……まさかとは思うけど、あなたが人を使ったキメラを研究しはじめたのって、研究をつきつめた結果そこにたどり着いたんじゃなくて、いろいろやってもパッとしなくて、思いつきでインパクトのあることやろうとしてそうなった……なんていきさつじゃないでしょうね？」


「……っ……！　何をきいたふうな口をっ！」


　吠ほえるその顔は怒りで朱あかい。図ず星ぼしを突つかれたと思ったか、あるいは根も葉もない中ちゆう傷しようだと怒っているのか。


「どうやら多少は攻撃呪文を得とく意いとするようだが……前ぜん座ざのキメラを倒した程てい度どでいい気になるなよ小こ娘むすめ！


　私が目指す究極のキメラはもうすぐ完成する！」


　うそぶいて見やるは光を放つ魔ま法ほう陣じん！


　よく見ればその要よう所しよ要所には、マイケルの他にもいくつもの影かげ！


　魔力光漏もれ出る中に佇むは、チワワにタニシにウズラが一羽！


「……どんなキメラ作る気よ……？」


　尋たずねるあたしに、魔道士は恍こう惚こつと、


「見てわからぬか凡ぼん俗ぞくの輩やからよ！　私が求めたのはヒトの意い志しと知ち能のうとを持ち、猟りよう犬けんの攻撃性と追つい跡せき能力、竜りゆうの防ぼう御ぎよ力と猛もう禽きんの機き動どう力りよくを持つ存在！


　貴き様さまらのせいで計画を前まえ倒だおしせざるを得なくなり、星辰はいまだ揃わず、キメラの素そ体たいとなる動物も手近な所で代用することになったが！


　計画にさしたる支し障しようはない！」


「……そーかなー……？」


「何か、取り返しがつかないくらいグダグダになってるみたいに聞こえますけど……」


　あたしとティファールさんのつぶやきも、自らに酔よい痴しれ謳うたうアルパの耳には届とどかない。


　言ううちに、魔法陣は徐じよ々じよにだが、確かく実じつにその光を強めてゆく。


「貴様らに教えてやろう！　この魔法陣が何なのか！


　これは合成する素体に障しよう気きを蓄ちく積せきし、然しかる後に素体同士を合成する自動装そう置ちなのだっ！


　言っておくが私を倒しても無む駄だだ！　一旦この陣じんが発動すれば、さきほど私が唱えていた詠唱は、儀式を加か速そくするためだけのものでしかない！


　つまり貴様らにこの儀式を止めることなど不可能なのだ！


　完成したキメラはもとよりその身に障気を宿やどし、攻撃魔法に抗あらがう力と潜せん在ざい的な魔力は、純じゆん魔族にすら劣おとりはせん！


　星辰が揃うのを待たず始めたゆえに、予定ほどの力は持たぬが、それでもなお完成すれば、並なみの攻撃呪文など、当たったところではじいて散ちらす！


　倒したければ、竜殺しの呪文が使える魔道士でも連れて来るのだな！　ははははは！」


　狂きよう気きの哄こう笑しようが洞窟に響ひびく。


　……………………………………えーっと……。


　あたしはおずおず手を上げて、


「あの。盛もり上がってる所、空気読めなくてほんっと悪いんだけど……あたしその呪文、使えるから」


「え。マジ？」


「うん。」


　しばしの沈黙がその場に流れ──


　アルパは小声で、申もうし訳わけなさそーに、


「……何かの都つ合ごうで使えん、とゆーことにしてもらえんかなぁ……」


「いや。そんなこと言われても」


「………………………………」


　アルパはしばし、眉み間けんにシワ寄よせ、何やら考えていたが──やがて、ぽんっ、と手を打って、


「ふ！　完成したキメラを倒すということは、マイケルを倒すということでもあるのだぞ！　それでよいのかな!?」


「くっ……！　もはやじまんにもなんないことをえらそーにっ！


　ともあれそんなの、キメラ化を妨ぼう害がいすればすむだけのことっ！」


　吠ほえてあたしは、魔法陣を吹っ飛ばすべく呪文を唱え──


「よいのか!?　軽はずみな攻撃をして!?　へたに干かん渉しようをすれば何が起きるか、私にもわからんぞ！　ことによると変な反応を起こして洞窟じゅうが粉こなみじんに吹っ飛ぶかもしれんのだぞ!?」


「──っ……！」


　アルパのことばにあたしは攻撃を断だん念ねんする。魔道士の声にこもった焦あせりとおびえが、それがただのハッタリではないと告げていた。


　攻撃するのもまずい。かといって、魔法陣の中に踏ふみ込んでマイケルを引ひっ張ぱってくるというのも、賢かしこい策さくとは思えない。


　なら──


「ティファールさん！　マイケルを説得して！　自分から魔法陣を出るように！」


「わ、わかりました！


　──マイケル！　聞こえる!?　わたしの声が！」


「……もちろん……聞こえているギチ」


　それまでは無反応だったマイケルが、はじめて答えを返す。


「全てが終わるまで何も語らぬつもりだったギチ……けどリナさんとアルパの話を聞いてると、なんだかいろいろ不安になって来たギチ」


　そりゃそーだろう。


　自分をキメラ化しようとしている魔道士が、実はただのヘボかもしれないというのだから。


　……まあ、ふつーの人ならば、自分がキメラ化されそうになった時じ点てんで不安になるのだろーが……


「なら……お願いマイケル！　そこから出て！」


　ティファールさんの悲ひ痛つうな呼びかけに、マイケルはわずかに迷まよいの色を見せ──しかしゆっくり左右に首を振る。


「……それは……やっぱりできないギチ」


「どうしてっ!?」


「吾わが輩はいは……更なる個性を手に入れると誓ちかったギチ。副ふく評ひよう議ぎ長ちよう……いや、ティファール、きみのために」


　ティファールさんは、はっ、と小さく息を呑のみ、


「ありがとう……うれしいわマイケル……けど違う……違うのよ……」


　──私が好きなのは変な個性じゃなく、あなたなんだから──


　と、セリフが続けばいいのだが、


「あなたが更さらなる個性を得ること、もちろんそれはいいことよ！


　けどこれは違うのよ！


　もしもキメラ化なんてしてしまったら、それは個性的な人じゃなく、ただのキメラにしか過ぎない！


　仮かりに変わったキメラができたとしても、それはキメラそのものが個性的というよりも、制せい作さく者しやのセンスが個性的ということになる！


　つまりこのままじゃあ、マイケル、あなたはどうやったところで、更なる個性を得ることはできないのよっ！


　あなたが本当に、もっと面おも白しろおかしい個性を手に入れるためには、ここで安あん易いにキメラになんかなっちゃあだめなのよっ！」


　それかっ!?　あんたがマイケルのキメラ化を止める理由はっ!?


　純じゆん粋すいに心配して、とかゆー人間的な話じゃないんだ。


　怒おこりだしてもいい所なのだが、なぜかマイケルは、はっ、と息を呑み、


「本当の……個性……」


「そうよ！　このままじゃああなたは、アルパの個性に染そまるだけよ！　お願い！　目を覚さまして！」


　ティファールの悲ひ痛つうなんだか何なんだかよくわからない叫さけびが洞窟にこだまして。やがてその余よ韻いんも消える頃。


「……どうやら……吾輩が間違っていたギチ……」


　つぶやいて、マイケルは力ない笑えみを浮うかべた。


「個性を求めて焦あせるあまり、借かり物の個性にすがりつくところだったギチ……おかげで目が覚めたギチ……」


　いや。女の言うなりに変な個性を模も索さくし続けてるとゆーのは、ちっとも目が覚めてなんかいないと思うぞ。


　いろいろツッコミたいことは多いが、今はともあれマイケルの説せつ得とくが第一である。


「──なら──マイケル──」


　ティファールさんが、招まねくように手をさしのべる。


「ああ──」


　マイケルはまっすぐ彼女の目を見つめ、ヤットコ手をがちやがちゃ鳴らしつつ、


「今……そっちへ出てゆくギチ」


「ま……待て！　やめろ！　話が違うぞ！」


　ゆっくりと歩き始めたマイケルに、あわてて待ったをかけるアルパ。しかしマイケルの歩みは止まらない。


「約束を破やぶることになってすまないギチ。けど吾輩は気づいてしまったギチ。吾輩自身の過あやまちに。


　だから……悪いが協力できないギチ」


　静かな、しかし断だん固こたる宣せん言げんに、アルパは怒いかりのまなざしを向け、


「き……きさまっ……！」


「あ。言っとくけど」


　そこにあたしがクギを刺さす。


「もしもあなたが実じつ力りよく行こう使しでマイケルを止めようとしたなら、あたしがえんりょなくあなたを実力行使で止めるから」


「……くっ……！」


　ぎりっ、とアルパは歯ぎしりし、しかし荒あら事ごとは苦手なのか、その場を動こうとはしない。


　マイケルはティファールさんの待つ方へ、ゆっくりと歩み来て、やがて魔法陣の一番外を──抜けた。


　とたん。


　ヴァァァァァァァッ！


　音すら立てて、魔法陣の放つ光が強さを増す！


「な……!?　何ギチ!?」


　マイケルは振ふり向き身を引いて。


　アルパもじりじり退さがりつつ、しかし魔法陣からは目を離はなさずに、


「加か速そくしたのだ！」


　はり上げた声には歓かん喜きの響き。


「言ったはずだ！　この魔法陣は素そ体たいに障しよう気きを蓄ちく積せきし、合成する自動装そう置ちだと！


　だがその中から、マイケルという素体が抜ければ、他の素体に注がれる障気の量は増え、完成は加速される！


　生まれるのだ！　もうすぐ！


　魔族に比ひ肩けんする魔力と、チワワの攻撃性と追つい跡せき能力、タニシの防ぼう御ぎよ力とウズラの機き動どう力を持つ存在が！」


　言って一瞬沈ちん黙もくし──


「──グダグダじゃんこれ！」


「あ。今頃気づいた。」


　ツッコミながら、あたしはふと思い出していた。かつて出会ったことのあるキメラ研究者が言っていたことを。


　あたしをキメラ化しようなどとゆー、とんでもないことを考えていたじーちゃんだったが……


「それはそれとして、ふと気になったんだけど。魔族並なみの魔力があっても、呪文を唱えることができるマイケルが抜けたら意味ないんじゃあ……？」


「え？」


　振り向いたアルパの顔から、表情が消えていた。


「……ついでにまたまた思いついちゃったんだけど……


　マイケルを使う予定だった、ってことは、キメラとのコミュニケーションはマイケルとの会話を前ぜん提ていとしてた、ってことよね？


　チワワとタニシとウズラとに、あなたの命令を聞くような処しよ置ちをしてないなら、でき上がるのって、すっごい魔力を持った、誰の言うことも聞かない、ただの変な動物のよーな気がするんだけど」


「……あれ……？」


　ぼーぜんとつぶやくアルパの後ろで。


　その時。


　魔法陣の光がふくれてはじける！


　はじけて散ったそのあとは、光を失なくした魔法陣と、その中に佇たたずむ影一つ！


　完成したのだ！　チワワとタニシとウズラの力を兼かね備そなえた存在が！


　チワワの胴どうを大きなタニシのカラが包み、そこから生えたウズラの羽根！
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　ぴゃわんっ、とそれは一つ鳴き、人間がいるのにおどろいたか、くるりとこちらにシッポを向けて、ダッシュしはばたき、鍾しよう乳にゆう石せきの間に消えた。


　………………………………


　しばしの沈黙が続いた後に。


　あたしは毅き然ぜんとして言った。


「さ。帰るか」


　と。





　かくてあたしとティファールさんとマイケルは、山の廃はい鉱こうをあとにした。


　町へと帰る道すがら。


　二十歩ばかり後ろに離はなれ、がっくし肩を落としたアルパが、とぼとぼあとをついて来ている。


　ぶっ飛ばしてもいーのだが、ほったらかしにしていても、さして害がいにはならない気がする。


　えらく淋さびしそーにしているが、もちろん声はかけてやんない。へたになぐさめて、なつかれても困るし。


　ティファールさんとマイケルは、なんだか変に仲がよくて。


「けれどそうなると……吾輩、いかにして更なる個性を手に入れるか、という問題が持ち上がって来るギチ」


「そうね……こればかりは、あなたが自分で解かい決けつしなければならないことなんだし」


　解決しなきゃなんないんだ。それ。


　マイケルはしばし考えて──やがて、はっ！　と表情を輝かがやかせ、


「そうだ！　この外見で語尾が『ぴょん』というのはどうぴょん!?」


「それよマイケルっ！」


　それなんだ。


　なんだかいろいろ釈しやく然ぜんとしないものを感じつつ。


　ともあれあたしたちは、ハイントルの町へと戻もどってゆくのだった──







（未み知ちなるキメラに個性を求めて：おしまい）







　あとがき






作者＋Ｌ　　









作：春。それは草木萌もえる季節。


Ｌ：春。変な犯はん罪ざい起きると季節のせいにされる時じ期き。


作：その春はイヤです。


　　つーか、アレな犯罪は年がら年じゅう起きてるわけで。それを季節のせいにするのはどーかと思うぞ。


Ｌ：と、犯罪談だん義ぎもたけなわになったところで！


　　スレイヤーズすぺしゃる二十六巻


　　『ミッシング・セイント』をお送りします♪


作：そんな前フリかっ!?


　　その話の流れだと、すぺしゃるが出たのが犯罪行こう為いみたいに思えるんですけどっ!?


　　……ってまあ、毎回あとがきで作オ者レが抹まつ殺さつされてたりするけど……


Ｌ：作者あんたもたいへんねー。


作：ひとごとかぁぁぁぁぁっ!?


Ｌ：まあまあ。怒らない怒らない。時じ報ほうっていうか、季節の風ふう物ぶつ詩しみたいなもんだと思えば腹も立たないわけだし。


作：そんなわけがあるかっ！


Ｌ：あ。風物詩っていえば、ほらほら、年ねん賀が状じようのこと言わなくちゃ。


　　今年はどんな年賀状だったのかなー♪


作：……くっ……！　無む理り矢や理りな話題転てん換かんをっ……！


　　まあいい……


　　ともあれ今年の年賀状はっ！


　　『デビューして干え支ともとっくにひとまわり！　年賀絵のネタも尽きてきた！


　　とゆーわけで、なんかてきとーに描いたＬ』をお送りしましたっ！


Ｌ：投げたーッ！


作：投げたとは失礼な。ちゃんと検けん討とうはしたぞ。


　　戌いぬ年どしゆえに最初は、何も描かずに『居いぬ』とか、遠い後ろ姿で『去いぬ』とかゆーネタも考えたんだが。


Ｌ：いやあの。それって。


作：うむ。どう考えても年賀状の絵ヅラにならねー！


　　ということで、フツーに指先からビーム撃うとうとしているＬを描いてみました。


Ｌ：（しげしげと自分の指先を見つめ）……出るんだ……ビーム……


　指一本立ててたから、一→ワン→イヌってネタかと思ってたんだけど。


作：うん。印いん刷さつに出してから、そーゆー解かい釈しやくもできることには気づいたけど、描かいてる時は何も考えてなかったからなぁ。


Ｌ：でも他になんかあるでしょ。犬ネタ。たとえば……んーと、動物コスプレとか着ぐるみとか。


作：なるほど。あとは……ちょっとひねって、犬のぬいぐるみが転がってて、裂さけ目から金きん髪ぱつがはみ出してるとか？


Ｌ：怖こわッ！


　　とゆーか今の言い方、あたしの首をちょっとヒネってぬいぐるみの中に死し体たい遺い棄きってサスペーンスなふーにしか聞こえないしっ！


作：じゃあ、ほつれたすき間から片かた目めだけ覗のぞいてて……


Ｌ：今度はホラーだからっ！　めっちゃホラーだからっ！


　　『あけましておめでとう』とか朱しゆ色いろで書かれても、開いた所から目が出てるってふーにしか読めない上、血ち文も字じに見えるからっ！


　　絶ぜつ対たい中から這はい出してくるからその絵！　正月気分台だい無なしっ！


作：むう。やはりだめか……おのれ犬。


Ｌ：犬のせいじゃないでしょーが！


　　……そもそも今からイヌ年のネタ検討してどーするのよ。


　　やるなら来年、イノシシ年のをやった方が前向きだと思うけど。


作：なるほど。……ってイノシシ!?


　　それ、真まっ向こう勝負でイノシシ描く以外、ネタのいじくりようがない気がするんだが。


　　逆ぎやくに「イどしだから『イ』で何かのネタ」っていうと、何でもありになるし。


　……そうなるとやっぱり、イノシシのぬいぐるみが転がってて……


Ｌ：離はなれろ。そこから。


　　ま、そのあたりは作者に考えてもらうってことで。


　　さてと。それじゃあそろそろ……


作：いや待てちょっと待て。何をナチュラルにほころびたでっかいぬいぐるみとワイヤーとか持ち出しますか。


　　ひょっとしてアレですか。ページが来たんで作者ヤっとけー。という？


Ｌ：うん♪


作：さわやかにっ!?


　　まあ待て。前回もこんな感じだったけど、もともとは作オ者レをどーにかして、そのぶんあとがきで自分の出番を増ふやす、ってことじゃなかったっけ？


　　けど最近、定てい時じだから抹まつ殺さつしとけ、って風ふう潮ちようになってますよね？


　　それって目もく的てき忘れてないか？


Ｌ：ん……あれ？　言われてみればそんな気も……


作：目的と手しゆ段だんがすり替かわるなんて、オレがおはなしの中で書いてる某ぼうバカ笑い女といっしょだぞ～いいのかそれで～


Ｌ：うっ……くっ……！　そ……それは……イヤかも……


　　仕し方かたないわねー……じゃあ今回は、ぬいぐるみの中に封ふう印いんってだけでカンベンしといたげる。


作：え……？　ちょっ……？





　　（作業中）





Ｌ：子供の頃ころ。


　　人形さんとかぬいぐるみさんとかが動いたりしゃべったりしたらいいなあ、なんて考えたことのある人もいると思います。


　　でも、中の人が脱出しようともがきながら呻うめくっていう動き方は、映画のエイリアンとかを連れん想そうさせて、かなりコワいという大・発・見。


　　コワいんで、これはクローゼットにしまってリサイクルショップに出しときますね。


　　と。整せい理り整せい頓とんも終わったところで。


　　それじゃあみなさん、次のすぺしゃるでお会いしましょ～♪







あとがき：おしまい
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